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曾 告

本舎かl立布告 f ・五年記念事 業は 10月か らた 々珠 定の姐 jii 行きれに が 11 月 1 日から 7

日迄 は 之を特 に 本 令の記念週 間と して間今の fWが行 れ1 : のでし七 、即 ち「住 み 良

し、家 の!民 ltE合」 は ! 日 より 13 日主 thi f手高山屋に於 て「建 築 通 俗 大 ihYt偵 合J 及「記 念

祝 賀 大 合」 は 2 (::j JL:午 から 夜 仁かけて 大阪市中央卦合堂に於 て「見串舎J は 3 日

から 7 日迄の 間大阪lifk ｾｾｲＺ イ 支出 、 ｫｾｫ ケ ｪ 王・大 Ｓ Ｕ 野雨 ｉｗｉｾｾ 合 、 京行 Ｑ［ 御町 、イ ＱＱｉ 洞御 所 、

431殻 邸 、 飛雲 問、 反叫聴 j主工 JJ;; 1x. Ｂ本 ペ イ ン ト ｔｊ お も ｾｾ の 各ｊｩｊｩをｊｬｬ ｲｩ 次見墜 し 、 手 Ｑｬ れ

も倉員 の参 加ｼ 多数で ｬ 品大 に ｉￌｬ￭ 力、もｾ ｦＡ ｇ 'rf.¥こ終了 しまし ーに、講 演 合 lこ於ける誹師 諸 氏

見ｾに ｼ 刺し て 官内省内匠寮出張所 、 ｽ ｪ｛西，＼ｉ＼ ｊ 本願 寺 、 各曾ｩｉ｜ ｴ 二 ｄ 蛍局各位、及展 覧合

ILj に閲し て前 向 屋の各位等 に劉し又 各相係り委員諸君 に 針 し誌に ;i ぶ上 をH¥: 1) 諮ん

で深 厚なる 謝 意 を表します 、がj 目下開催中 のイ1: 宅 博 l宿舎は 「紘 ケ 丘 保 他 住 宅 情 l泡

合力; 1  Ｑ 月 Ｒ 、 日迄 、 大 美 野田 間者 ｜ ｉ￯ ｬ ￭ 住宅博覧 舎が ＱＱ 月 ＲＵ 日迄軌れも その合 却 ｉ ｊ ｾ 延長

放 しまし に、 それから り1) 項接表 の 「阪和l上 野 芝 住 宅 懸 賞 設 計」 には曾員諸君の 多

搬出L募 めらん こと を希望致し ます。

枇| 事l

法 人 日

昭 和 七 年 十 一 月

本 建 築 協 曾
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曾 1 ・ 外 観 正 面 部

腰 石 佐久良石 のタト金部パラベット上総 まで青

磁色のタ イルにて! l !B 立つ。異形 F イノL の有i類

200 以上使用す。ハ・ラベッ ト上端まで 100 尺。

i E 商大開窓 の直絞り尺あり 、現 校 歌 舞 伎 略の

マー クに なって ゐる。

ネ オン 浅草 ｾ Ｎ Ｕ Ｎｊ ミ 、 夜 の 伎 を紅〈彩どる 。

3 川



曾 2 ・正面圃窓見上園

￭ＺＧ ｴｬ￻￭ｬ￮ 塔 はプ ロ ｾＷ ，Ｇ製光夜、

1 キ ロ反射鏡付、3 本 の

:俸は清板吊下げ用の もの

3 ・東北隅階段室 崎

p

/

 

高さ 120 尺ある

XI 4 



床2土 階 段 ト テ グ ア テ イ y 、監 黒色

モ ザ イ ク タ イ ル 、天 井 檎lJZ拾の板

張り 、木地そ のま λ を 見 せ て ゐ る

l  階席 2 階席専用となってゐる。

床 モ ザ イ タタ イル

墜 モ ザ イ 7 ( 1イ; "

mと白と飴色の譜調。

5 ぷ 1



倉6 ・ 東 北 隅 階 段 室 見 下 圃

段 ? ｖ ［Ｎ カ Ｍ ｴｬ イ ｉｾ 、 手探楢製 。

7 ・ 東 北 隅 階 段 室 見 上 圃 '  

中央官Z燈 l土長 さ90尺、I喜屋床より吊下

11 てゐる。特殊セノι ロイド にて作る。

X' 6 

4・8 ・正面鹿間天井

天 井 は 若ｾ色、 モ

ザ イ 夕 、 タ イ ル 張

P 、 シ 日 ン ダ ー照

明 にて終始す。



官9 ・2 階 貴 賓 室 電 燈

1  1・観覧席天井崎

開 筒 照 明 と間 後

照 明 とIF.面土手不li

照 明 とで天井中

心 に飾り 1'.1:析 を

とらな いの が在

来と祭ってゐる。

官 1 0 ・3 階 隅 食 堂 電 燈

7  X I  



曾 1 2 ・ 観 覧 席 内 部 (12 - - J 4)  

プロセ= ア ム・ ァ'ーチ は 全部ベラ lij'j 子入り照明用 と し、雨肢 の スポ ット ライト 室 は紅色 ラッカー主主。 l主と赤と令で天

井を彩ることにした 。舞茎間口 89 )ミ、高さ 22.5 尺 、鍛製防火幕にて客席と舞翠を遮断する。天井ホシテックス E長。

- . ! : ，/ キ主主仕上、 白色。壁コルクプラスタ ーfjf クリ ーム 色。絞阪銀色一色地模除。椅子は全部青E音色 の裂張リ 。 天井・2手

線石膏本i紅 色 テツカー 塗仕上。

Xl  8  



曾 1 3

9  X I  



X ¥ 10  

床アロ ー リシグ 、プロック 張

り。 壁 及天井プラスタ ーイン

キ塗一部紙強及 べ= ャ板張り

ピシク色 k 淡背色。

個 1 6 ・2 階 東 休 憩 室

床アロ ー リング、 プロ ッ ? !il

p 。壁及天井プラスタ ーペ y

キ塗。白色と赤色。

家具は背. 赤 、資 の無地。

相 1 7 ・1 階 北 側 喫 茶 室

床モザイク F イル。

墜型地ペ= ヤ板市松強 P。

天井石膏彫刻j ペシキ主主クロ ー

ム色。 f.t 燈は腐蝕ガラス使用。

鼠色のパ イプ締子 をあ しら」、。
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西側委阿

南側主昼間

絞 断 闘
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・司、‘ もＮ， ｾ肉 ｖ

向t

地 下 街 lj 三百| 司

階: ZP: i6i 加l
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2 階: z p . 商問

3 階 卒 商 岡
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4 階 不 而 闘

5 階 平 商 岡

15 X I  



6 階 卒 而 問

7・ l浩 平 官li Ｑ Ｑｾ［ Ｑ＠
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大 阪 歌 舞 伎 座 新 築 工 事 概 要

名 橋 大 阪 E弘主H左目i 各階各室の ｬ￭ｾ 置

位 置 大 阪市 南凶 難波 新 地 三三格 丁 17番 地 / 第 2 地 階 汚 水行?化F官官 ポ ン 7' Ti'i

7j ト48鋒

敷 地 面 積 1. 258主ド71( 不盤形〕

建 築 面 積 1，073上F68

延 面 積 6，0 0 1主j¥16( 作階床代主主将〉

内 課

銃2地 階 70主l三 rl'  5  1替( 祭尾f ，{ 15階 〉

( 浮イヒ枠l討ちつ ら9主l・30

ｾ～ｪ＠ 1地階 1，178主ド18 ｾＢｩ＠ 5  階 422坪 90

ｾＢｩ＠ 1 階 1，073刻、68 節 6 !借 8 0 1上|ζ49

( 庇 面積を介む) ( スケ ー ト場を合む〉

中 2 階 39土p 5 第 7 階 424士1' 12

第 2  階 65 1主F29 第 1 J設階 58刻、98

第 3 階 676上|ζ07 ｾ Ｂｩ＠ 2 縦階 24主1;04

ｾｽ＠ 4 階 48 1主1・3 6 合 苦l' 6，0 ::1 1上F i 6

高 さ 正 而部Ｈ本館〕軒 ｾ Ｇ ，ｪ ICO尺

主将 tff y. jl! 1汗向 98 尺

背面 道Y丹後方$! f ，1' H ii Qlf'  ，'::i 5  1  )ミ

側 面 道 路部 Ｇ Ｑ 汗 ｩ｜ ｾｪ 48 }.c 

塔尾最 高mi 120 }ミ

装飾塔 ｦｦｩ ｾ 控 Ｇ， ＧＱｻ 主 ｉ Ｇｔｩ Ｇ￭ｩＺ色 15 1ノミ

建 物 の 長 さ 東 西 の方げ'J 291 ) { 4寸

南 北 の方 向 ＱＵ Ｘ ｽ ｾＸ 寸

観 覧 席 一 階奥行( 内 法 寸 法 にて ) 9 0 1<  

二階 奥行( 同) ＹＰ Ｇ ｾ＠

三四 階奥 行(同 )9 6尺4寸弁階恥'i ( 同 ) 99尺

舞 ｾ＠ Ｏｩ ｏ 口府 ｾ ＸＹ 尺 、 ｉｬ｜ ｊ [. ..1 ?"; j  ｾ Ｒ＠ )ミ5寸

廻 舞 蓋 直 Ｑｾｌ ＶＰ Ｉ ミとし蛇の 口 ｾｖ にして大 小 の

泊 上 り 4 f問 所 災 程

収 容 人 員 総君主 2 .453人 l 防 1. 210人 2階 637人 3階

3階492人 41渚114人

工 程 昭和5 "1三12月 l 日 程当日米地] 反EE若手

ｊｉ ｽ ｾ 和 ＶＱｪ￴ 3月l 日 起工

日目和6" 1-' 5 月 19 日 地 鋲 祭 器h

II H和6 "1-' 12月8 f: 1 上 様 式 恕行

昭和7"1ム9 月25 日 竣工

従 業 延人員 約 109，300人

設計及施工 株 式 合員上大 林 *I lill 物 の概 要

第 ｬ 前 ｬｬｬｾ ＱＱ ［ＺｃＯｩ ｕ 、 小 ｦｊｾ京 、 下足 ｭ ＣＺ 、 ヱレペ ー

?' - ｮ ［Ｚｃｉｬｬ ｊ 、 市食位 、 ｊＮｬ ｛食堂 、 料 ｬＱＱ ｾ ｾ来 、 ｎ･ｬ ｨ ＧｩＨ ｾ 豆 、

事 務 室 、双 山 、女帝fT室 、絞 冷 房 機 械家 、 ス

ケ ー ト リ ゾク 冷却 装泣機減率 、 防火 ・ ｾｴ 茂 被

!示 、 ヱ レペー F 一機械'手 、 ポ: . ' 7' 街 、両日fz

f霊能 、担!! ｾ Ｍ ｬ￮＠ ｈ］Ｚ Ｚ 、 王寺 Ｗ 吾 ｩ 盟主 事ｾ 下 、 化粧送 、 使

所 、 物 ｩ 丘 、 防段出 、 ｬＺＺ ｾ 下 第 ｩ 階 、 ＱＮ Ｒ 階特告 ｌ

用玄関 、 Ｓ ， Ｔ 階 ｗ Ｎ｜ＱｾＩｉｊ玄関 、 非常口 玄 関 、 大

尉 ｬｩｴ ｊ 、 ヱレベ Ｍ ＿Ｇ一氏 ｉＺＺ ｊ 、 ＱＩ ｊ ↑在資身 、 ｔｾ ｊ ｎ

切r H可J}，5、 .. h.oJ 出 、イ本 草l説 、 タ ト ｾ ｦｦｴ ，示 、 1凶

谷 町 、WJ f，必 、協的 、 fl1 ｾ ｬｾｾ 卒 、 ｩ 笠 沙 廊下 、 湯

行 J}，5、化j AC宇iillf 所 、祭服部五〈側 、同ーh務 第 、

。Pf4正im各 階 段 虫 、]UI;下 、北 喫 茶 室 、刊百e，ij 害保

中 2 階 f包括 交 換家 、物 位、階 段 浮:

費;; Ｒ 階大ｾ Ｇｬｩ ｬｩｴｊ 、 遊 歩 廊 下 、 槻谷町 、 Ｇ ｮＺ 笈持 Ｚ

同次の 問 、伊j 食 堂 、"l ' . i : 笈川化粧第 、 ヱレ ベ

ー タ ー 瓜ｩＱ Ｚｕ 、 りさ蝿Ｇ市 、 食堂 、 ｾｕＺ ｾｉￇ ｾ去 、 化粧

持 、似 )ifi' ， 初役場 、 同 日 ｉ ｊ 丹 引 、 然 ｊＮｲｬ ｩＧ ｾｬ［ ｊ ｦｾ 、 炊

、 ｊＮ［ Ｎ ｪ ｝［ ｾ 、 百千 も ＧｦＮ 、 スボツ テ イト 来 、下 J止fu筒 、階

段: 示 、J i i li ド

第 3 l'物 大 問/ i U、 ヱ レベ - ?' Ｍ ｉ［ ［ｾ 問 、 ＺＡＡ￭ＺＱｴｊＡｩ ｬ ｩ

下 、御 符l町、物 ，'，，'， fJ i京 、食 堂 、吹111"斗: 、 i1C

ｉｊ 持Ｇヂ 、 話 ［ｪ 行 場 、 ｬ ｴｌ ［ ｬｾＧ ＿Ｇｩ号 、 イヒ粗布 、 似ＩＡｉ￭Ｇ ， ｾ怜

H:l¥ii紙 、 j符'去 、氾以耳目 I.!J J長 、 階段 折 、附 F 、

物 位

針ｾ 4 階 大 山 Ii U、 ヱ レベ - ? - g qIl U、 遊 歩 廊

ド 、 ｢ 明治Ｚ席 、 映お卒 、 占 ｾｾιｉ 也 ｅ 長 、 ｪｊＨ Ｚ 抗 ｴ イｾＮ "  

ＷＲ 話術 、 会位 、 り，ｾＺｦＮｴ ｪｩ 柄 、 ｎｃｊｊ 汗術 、 化粧Ｇイー 、

使所 、 然 ｢ｲｬ ｩｾｩ［ 屋 、 ＧｴＱ朽シ炊事場 、 物位 、 附段

信 、 ｕｩｬ ［ ド 、 ＺＯ［［ｾ去 、

rl '  5 階 ヱレ ベ ー タ - gqnu、熊 以;;1; 屋 、潟 反

然 、静 卒 、{近所 、物 波 、F村正:tJ R、反s ド

11i  6  1(1{ 大 山 Ii U、 ヱ レペ - ?' Ｍ ｉｊ ｾｉＺｕ＠ 会 公、

1!>?!1I"什 f 、 円 ｾｈ 善計 、 料，Ｇ ＱＧ Ｉ品 、 ｾｌＡＺ ｾｾ ｓ＠ ｾ卒 、 然ＩＭｲｉＮ大

竹 ＱＱ ｍ 、 ガ、市場 、 浴白戸 、 ｦ ヒｾ［ｩｬＺ千 、 ｻ 史ｽｪｽ ￭Ｇ 、 階 段

徒 、 フア/ ' /(.. ーム 、物 位 、lぷF 、 ＡＮ ， ｉＺ ｳＮｾ 芸

Ｑｲｾ＠ 7  ｬ ￭ Ｑ ｾ Ｚ＠ 大成I l l J、 エレベ - ?' - /fIiIi U、 食 堂 、

ｾ然 ｊ 仏両 ｅｉｊ 丹市 、 化粧Ｇ卒 、 似 ｪ 沢 、 大小スケ

ー ト家、 同・Wi 1年半: 、 見子 更衣 半¥ 女 子 更 衣

布 、集 LtY. 大)"，Ii if( ， ｩ［ｫｾ ｊ｜ ，弘 、 ＿ｆｆ Ｚ 十Ｚ 、 鍛阪上げ

下 げ 機 微 半 、防 j交情 ，UUi  F  

ｾ～ｪ＠ 8 階 大 j必illJ 、 ヱレ ベータ 一郎 I::J 、食 堂 、

休 強 布 、 料l'l' 初 、f史郎 、 7 ア Y ル ー ム然厳

大古li Ji: ，'(fI'布 、階 段'卒 、以li 下

第 1 !豆附 ヱレベ - 9 - rJ::c /i U、隣 段 任、 ヱ レペ

- ?' 一関係"' j ' i 、 ソア/ ' /(， ーム 、 必士長引

tfj 2  ｊｾｾ 符ヱ レ ベ ，Ｎ ?  - ｴｬｾ 械 ｾ ｾ Ｎ 物置 、 ＹＺＮＧ 1; i' 主
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大阪歌舞伎座新築設討 について

田 島 兵

設計について

恥かしい事 ｩ と私は蹴Ａ剃とし、ふ 王 容に劃しては全然無智で あ って、 劇のテク ニツクも ｾＺ ｊＱ らぬ

し劇場らしい劇場を設計ーした事 もなかった。その経験の友い私が大阪i歌舞伎座を引受けて

設計するといふ事に就いては、最初かなりの心配だった 。貨の所とれは木村得三郎さんが

捻営してやるとと K 友 っ て 居 れ 殆ど案も完成してゐたのであるが 、後算の大111) 減その他

積々の事情のため設計 l亡大慶更を力11へねばならたく友り . 木村さんの代りに私がやらねば

友らなくなったといふ詩である。

卒商計霊は施主の希望も あ り、殆ど木村さんの案をそ のま L 踏襲したけれと、 も、所 k 鑓

更を施し＿と ｎ￭ も あ り 、 ｉ ｈ Ｇｬｬｾ上った結果 ｬ 亡つ い ては 、 そのポ任は全然私に ある。設 計は 何 か

ら 何 まですっ か りまかされて 、 建物は ｾ ｊ 論 、 電主主 工事 でも ［段 冷房｟ｪＢＢ事でも 、 ｸＮ家具カ ー テ

ン、看板 11: : 至るまで 、すべて首方 11: : 於いて設計を進め て行ったのである 。

最初怠| 丘については 、* 京証k>>!&伎座の様友 日本式といふ希望も /l!dとけれども、結局任せ

て ｪｬｩ って ｾ ｜ 云ふ建物が 州 事 ｾ上 った。形 が 大阪［歌舞伎座と いふ名僧 ｴ 亡、ふさは し く友いと

云ふ 人が ある かも ｾＺ ｊＱれ ないけれど も、私と しては妓 ｩ 与を悲したつもりで居る。

設計 Ｑ ＱＺＺｾしては 意匠 ｬ ζ 於いて谷本 ｉ ｦｊ子 三 ｾｾーを ｾｦ ￬ め，新進の人々 ω 熱烈なる努力と、構

ｩｩＡｊ ブＧｊ ｬ￺ ｩｦ Ｍｃ於いて 、 終 川 此 Ｑ Ｇ， その Ａ也 の 人々の問統治 Ｚｈ ｊｦｲ と ｬ 亡よって、滞 りなく 進行し 、 ｔＮ ｾｲ

は波法家三氏始め 、:共の他の人々の 不問iのラfブ111: : よって . 兎も i{ l大過友く完成した。電ぷ

ｊＢ ， 事 は杉 ￬ ｬｬｬ 豊 Ｚ｛ｾｦ ＱＺＺ多大友凶ｻ仰 ｬ をかけたが、その昂 ｩ 亡日本でも比知、少ないものが山ＺＳｬ ＼､ とと自

負してゐる次第である 。 との IUi にあって松竹興行の機井新太郎氏、iJ1部日 w夫氏 、松日 |紐

次氏等から懇話なる御教示を得? とととは何 と云ってJ感謝してい L かわからない 。

」ー事は昭和 5 年 12 H  1 日lと奮然天地の取段ちに着手し 、匁年の 3 月 i 日から正式に本X"

事 lとか k り、昭和 7 年日月 15 日スケ ー ト場をのぞく外全部竣工したのであってとの間 l γ

ケH か k つてゐ る。との聞にかえE り設計鑓更 もあったが特lと大鑓更と陥す べきは 、槻喧J市

及持奈の屋燥を利月 Ｑ し てスケｻト場にするｾに 、 すっか り出米上って ゐる餓汁トラスにＮ

荷車のか k つ?と j伏態に Jj きいて電気総接 をな し? と事であって 、とれは建築物と して最初の試

みであったが かたり の 好成松を あ げ得たととは灼米に 一つの迫を ｉ ＺＺｾ いたものと 云 ふ事が ＯＱ｜

米る 。
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構這の大要

餓骨鍛 ｨｪｬ コンク リ ー ト 梢ＭｩＱＱ ｒ 階建線、 地 下室 付ー で あ って ， ｾ ， ｬＮ［礎は深さ ＴＱＱ 準 地盤 面 下 ｝ Ｘ F!.. J う

?f. 25 Ｉ ｾある 。 相 首よい 地 盤で 杭 打 の 必要も認めなかったけれ ど も安全のため 、 長さ ｝ｬＮ［ )ミ

イ ミ 円 Ｗ 寸の怯 杭 を各企 ｴ ｲＮｾ底及び ｅｴＺ 下に打ち込み地 Ｇ 下機唐に註せしめた 。 軸部構 ｩｩＡｩ は ｴ ｅＮ 大

梁は主として鍛'I' j - 銀筋コンク リート i告とし、主要ならさ る ものは銀筋コンクリ ート 起とし

た 。 床スラプ 、 ｾ， ｦ 憶は餓 ｪ 筋コンクリート ｩｩ ｩ で ある が 、 どく ｩ ｬ 怒 微な間仕切は煉瓦迅 ー 叉は木製

として あるo 小屋如 、大天j ド下地及び卸来上部葡計;i 棚下地等は、鍛I I' J. トラスとし縦横に丈

夫な筋泣を入れて ある o p)j ; Kは地下室外開の部分は外防水と し. }ぶには防水工事を施すの

をJ 卜め ，H.:. スラ プを二重 とし . 下か 浸透してくる水はと のスラブ聞に於いて一定の介所

へ集め . 電{助法世によって向則的に外部下水へ放流する ととにな ってゐる 。アスフアル ト

防水 工事の l耐久プJ を考へると 、との方法も決 して裂くないと思ふ。殊に との地慌 て と の

深 さでは却ってと の ブ ｊ が私 Ｇｩｾ ミがよかった桜に思ふ 。

制賢人，? ; 及びJ理事上告I1のスケ ー ト場上犀.fRI ' I規J ! l J上永久的の ものは許されないので 、何 時

で も取 り外せる 枝友柿ili ーになってゐる 。張1m102 尺の トヲス がすべ てポ{ ルト締に友って

ゐるが 、周s' / J にもやはり 10/( 関向 111の ステイルサッシ ユを設けて あ り、防水及び防火塗料を

施 したテントを ご: ! f i : に張るととにたってゐる 。建築物の毘 1:にとうした大仕掛な仮設物を

逝ると 云 ふ例は恐らくと の建物を以って lIC; 公主す るだらう。

仕上の大要

外部タイル の色友ぴ使ひ方に就いてはいろいろ非難も あるだらう が. 私としてはさう必;

くないつもりで居る 。 後Ｎｴ ￭ Ｚ の駄 で某々ビ ｊ ｬＮＭ の 様友高山ＱｩＮ材料を使川する事が向 う ｾね の で，

外部や交通頻繁な玄閥 、! 夜間 、廊下、階段などは. とも f" J もよごれの少危い 、永久的の材

料をmま泣ければ友ら友かった。その結巣かくも大7it の タイ J しを使用するととにな ったの

である。 以下大樟各安に ついて書 くととにしゃう 。

花泊iぶ腕jはlボ及び附[止は伊太利濠ト ラヴア テイ ン数 、町は l 寸 3 分 5 風: 角黒色モザイク

タイ J l- 張と し. 天 J I:は桝及び怜の l ;?↑宅|疫をきたー互に張ったが 、本ι也そ のま りfJ，すととにしたo

，*;11二の1i-l ]]1王は開地ベニア似で幾何取的文肢を 川 してあって Hi J.l:妄照明を施 した。

AJ [r'i 聞は iFIIJ i，l I託子の時は相営航いつもりで日たけれども、川水上って見るとむしろ狭い

れ「だった。布liii 務興行に於ける官聞の i児科fは 、想像して} r ! : i たより遣に複f 1Eで. 人間の勤き

方がとっちの考へて} ; りた様なもので無く 、平副計一棋をやる上に 、大いに参考ーになった械に

思ふ。 狛ス劇場取締・脱j!I J l . 主ども 20- ::l 0 1" ミも前の木浩建築t . i : : 棋準と したも の故、むづ ，しい

伐項が あって今日にそぐはね梨li が多 k あり 、その矯卒商計' :rH: をやる時かな り制限されて 、

ＯＢＧ， ぅ ｾ Ｗ それ Ｇ ｩｗ ・が妙な司 Ｔ にな ると ともある 。 辿かに改正すぺきも の だらう 。
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!資聞の壁は、 やはり 1 寸 3 分 b 鹿角のラ スターモザイクを使用し?と。 床は硬質の黒色及

び飴色の 9 分角モザ イ クを 、市[ 除に張 りゅF氏文犠ーを出q:Hし?と。廊下も 同僚だが、 天井及壁

は銀 色ラッカー吹付仕上 としてある 。

1.  2.  3 階廊下には湯沸壌を各 2 ケ所づ L 設け 、電熱及 瓦斯の設備を した o 手洗及び、水洗

式の淡 l止を設 けたけれど も、 IW! 容の不精と いふか11
¥惜 ! と云ふかljt 吐 に貯。京の l放がらを ;11f め

?とりして困って居る 。人々 も、 もう少し建築設備に劃する智識を砕設する必要がある。

共に ｴｬ Ａｊ［究成 ｾ Ｇｴ ￩ が色彩よりも飾り よ りも 、 一 帯心配した の は苛響 の 恕Ａと 、 脱税 が うまくゆ

くか ど うか と 云ふ事だった。奥行が大きいだ け、 Ｓ 階のＡ廷のプ ｪ から見て も、 ｾ誌が谷庇 の

彼方にある様完工事はある まいとは 思ってゐ ?と。勿論各劇場のiiU!線開係をよく調有して 、陶I

JiJ jに於い ては よく研究したので あったけれ ども、 各附に於いて同じ様に見易いかどうかは

ト1' ，来上 る迄はっきりしなかった。しかし 出来上 って大した? を附も 川友い所を 見ると 、必く

ないだらう。参考のため各倒壊 の 客席断聞の比較 ｬｩ［Ｎｩｪ を掲 ｾ ｴＮ るととにした 。 ｻ第 ＱＱ 尚 Ｑ Ｉ

脱税はどう友りとうなり 、断 聞の上で-: fJ l ヲit Ｏｬ ｈＺＺ ても 、 γ Ｇｦ ｾＮｑ ， ｑ の 見 ｬｩ に 五つ ては ｊ ￭ｃ ，しながら比

営がつかなかった。然し . いろいろ 天 ) Ｑ 二 、 ＮｲＮ，ｴＺ 、 ｈＮ［｟ｾｾ［ の 材料を仮 定し て 、 ｪ 文博 の 式に あ ては

めて見ると弐 の ｦ 霊友 Ｊ ｎ ＮＡＮｉｾが Ｏ ＱＧ ＮＱ ＢＱＺＺ Ｐ

0. 05  ¥' 

T n= 一一一一一ぐ砂) 九 = 0. ∞93 ー (9. 1ー log ο ( 秒〉

ｾｩｊＱ 格Ｚ なき時

事現存定員 の 3 分の l の時

籾治: 定員の 3 分 の 2 の時

事現存 渦ー員の時

2. 78 

2.4 2  

2. 12  

1. 9 1  

2. 29 

1. 96 

1. 7 1  

1. 5 1  

ワ トソン教授の表 によると歌舞伎政位の容簡をもてるも のは T
u

が大惜 1. 9 秒仰が;泊 lb; -

と主主つ て ゐるので 、 大 Ｑ Ｑ反歌 ｖＡ ｦＨＺ 支 Ｑ ・ ｩｾ もさう Ａ｛ｩ［ < はあるまいと思ってゐた。叉容杭も後プ'i >>!f ｾｾ＠

の分までとり入れ でゐるので、そんな のを除け ば僚1 ' 1 ' はよくなる ので- 1. rQiは安心して見た

もの し やはり 無経験の悲しさは 1-1¥* て見て ‘ 官l際に ?とめして見なく ては わから友かった。

9 月 28 日の開場式 に行はれた三日干史の時、 各階を かけ廻って脅の弧拐を聞いて見てさう

悪くたい とし、ふ事がわかって世にうれしかった。妙完工事に卒壊の真中 よ りも後方の 4 附手1:

見 ｭ［ の方がよ く 聞えるといふＺｩｪ， ｴＧ ，丘］もわかった 。 後で ［Ｔ Ａ ， 優に詰ねて見ると、ｾ度に反神も あ

り非常にや りい k といふ事だった。

仕上材料は防背のために天井はホシテッ クスを川ゐ ，汲? ? 而杭を増加lするために石' r ; : 製

竿縁を ま はした ｯ ｾＺ ＮｴＺもコルク入りのプラスタ ー を格 り 入 口 の扉友どレザー張りとしてある 。

床はモルタルの上 、 通 路 に鍛過を ＡＩｽｸ き 、椅 子 も 全作 ＱＱ 裂地 ＱＱｾ り とした 。 椅干は卒場も立 凡 ＢＧ ｾ ｊＧ

も同 一 品を川 ゐであ る ｯ プ ロセ ］ ア ム ア ｻ チ は 金 持 ｛ Ｑ ベラ 硝寸ー を使 用しＮ と れ ｬ こ等 ｻ ｉｪＡ Ａ｜ ｾ 明を

月1ゐて荻来にな い気分 を/ 11したつ もりでゐる 。
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花道は本花道及び裏花道の二つあ り、巾は 5 尺及 2 尺、場合により取外して 、あとに椅

ピ子をt : r. ら べる事も出来る 。ま軍事 に近くオーケストラピット の設け が あ り、芝居そ の他 、

ツト不要の時は! 示をつくり椅子を主主 らべる事と友つてゐる 。雨花道を? とり のぞいた場合の

合計 2，570 人であ1 階 1，300 人、 2 階 G50 入、 3 階 500 人、 4 附 1言。人、最大収容人員は .

之が 、宇m助精子を置くとと によって、 3，000 人は信託に牧容出来る告: である。

プロセニアム の開抗は . 在来は よく貴賓席友 ど設け E れて あったけ れども、日本の様な

芝居では、拡覧席と しては不退蛍友ので、舞喜!照明月j の スポッ トライト室と して ある。 ス

u
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ポ ット ライ ト 室は大天Ｉ ｾ Ｚ Iても数ケ所設けである。場合により活動1 t &I'買、 トー キーな ど も出

米る桟に 4 階に 映自室を設けた 。少 しf rji支が急. であるが. 映訂正tを傾斜させるか何 とか し

て、発支え工い方法を? 静すコ:るととになって l.!i る。

舞25の間口は 89 尺、高さ 22 尺 5 寸 あ り、 餓製防火幕により 、客席と舞査とを完全に遮

断するととが出米る o ｊￋｊ ｴ 蒜と ｈ 昔 ｩｪＨＧＡ ｽ ｾｾ ，主主 と の外に 、上下 に動く椴 帳 Ｒ 本 Ｉｉｊ 意しである。 と

れ等防火器 、縦 l院などは電動機に よ り. jrpボタンス ヰ ツチで、 白山にJ二Fするが 、件・電そ

の他の場合のため 、手助に 切 j災出来る様に しである。縦帳の速 さは 、一つは i 分間に 50尺

他は 35 Ｉｾに左 つて ゐ て、 芝居によ り 泊五使用する とと にな っ て居 る ｄ

舞莞:は耐 126 尺 5 寸. 奥行 87 )し との商街: 281坪 . 高さイ目指棚下37lft1 まで 50 尺徐ある 。

もっと高くと りたかったけれども 、法規によって高さの il Jl J限をう けてゐる ので . それが出

予Kなかった口ま! ( : 芸; ，未は柏 i刻長りで . 廻 り訴訟・のu江戸ii 60  )亡、蛇の 目廻りになってゐて 、内会

の直仰は 4: l 尺ある 。( 第 2 /胡)

やはり電動機によって廻伸するが . 在米のや り方と泣ふととろは、ロ ープ友どを使)Hせ

す:に 、機械類をすべて内金 の中に沿さめ て しまった沿li て、 ある。 とれは 日本では始めて の試

みで、 今迄の方法より、更に - t p進んだものである 。内設の 1.ll には、 1:2 Ｉｾに ＳＰ 尺の大 ｩｬｬ

りが 1 ケ所、 6 )'(に 9 尺の迫上りが 2 ヶ月i ib り、いづれも電気接置によって 、腕 く上下す

る。舞ヨ;J の姐仰及大泊りの」二'下の操作は 、:w志の上千で htj iill こ/111 米る 。外余の幅は 9 尺あ

り、 手{ 動装世による 9 尺に 4 尺の辿上 り1 ケ所設け てるる 。花道にも G 尺に 3 )ミ 2 寸の迫

上り i ケ所 あ れ 大小合計 5 ヶハリi ある。参考ーのために難事廻帥と大辿 りとの荷重主. J j 車度の

表を掲げるととにする 。( 第 3 /品1) 1付設と外銑とは反劃lて廻すととも /'1¥来る。

JJ i.7'  

制場は上手に設けである 。 制場及宿泊棚は将来改良せらる官余地が多分に ある。 狛舞ｾＺに

は長さ 101) 尺の餓製Mり椛がるり、プロセニアム のム圧をわた ってゐて 、電気) 1 日明室と 中糟

放送機械安と の辿絡そ の他の flJ に充て k ある 。その他火事景棋の茶気吹/1'1口 2 ケ所、雨降

り及瀧ノ'kfl Jの給水怜. t. fl )1] のガス吹/U口数ヶ所等設備しで あ り、 ラデオ 中櫨牧港 、自IJ l 幕

開サイン等の設備も基うる。

ｾＡＨＺｾ Ａ ｉＨ｜ ｉ ｾ月はボ ー ダー ラ イト Ｗ 組、 バ ラ ンスポ ｻ ダ ー Ｑ 如、ブｻ ト ラ イ ト ｉ 組Ｎ 花道 のブ

ー トライトヨキ11、サス ペ ンシヨン ライ ト l 組 、ホ リゾントライト 1 * " 等によって泊立やる

ととに友つてゐる 。

努n芸の後方に楽屋{ f とつである 。 1 何? に俳1変溜を設け、主階以上に各小室を? とつである J

tfF部室は次の間 41"HJ"の 10 ｾｾ間で寸 Ｑ ｛Ｑ 入イ ｌ とれが ＲＵ 室ある。大部開は Ｔ 室あって昼数 ｩ 亡

して 181段 、提呈全悼の品数は 531品ある 。幾何各階には浴室、おUI1i所 . 1史所主? とつであ

り. 栄屋草刈] の エレベータ ー 2 基 設けである 。

11型E主席と )11(' 華と柴屋とを取った法りの大部分は休憩安や食 'f{t ，C 営てた。食老 、休 1[[ 室の

仕上は天井及壁プ ラスタ ーの上 ペ ンキ、! 択はタ イル、 フロー リングプロ ッ クX は リノリ ウ

2 3  X I  



怜

再

三

臥

耐

即

~

欠＿忌敬称幻ｾＩ腔り恥ゑ止上乃Ｆ及室 1!2恥 4 色。秒町以高上忌:+々z 、ト守7合得口l。段
込 ｾ ｲｹ ，lち ' ) .

史異色内包u @_毒事 l ' υ
見専考除t 以外削血肉宜L めBトj gL

大ｬＡｩＲＮＭ Ｑｾ k 荷主二訴ドレ

土早信 f 会荷主= たャυ 児鈷 レ主事会Ｏｾ荷 ｩｴ ］Ｍ Ｎ托 色上'-.J J 産投

ま.k.。 十，' - ' 胆葬会丞iL

(IOI l.P. l :I oO
y

，r 恥 勝 則 (10 H  P. ¥;z. oo -y， P恥 官Lむ枚: ) (10  H.P.  ｾｏ ｏＧｙ ，＠ 1' ， )>¥，電食事私: )  

出るノ篭量 t; 1，6 0 0  I<(} 相ト盆L . I 色を 70，800"3 I包上)J ノ包量' 3' 340 培

勘長( 荷} 守)

事時えもfめ事倹3告VaJ g z b 
毎喪荷

21レ4時ちづ!努巴指(会り" % .. 
も食品江 色上J l ( !担( 号令)

最 文 通 ，1，

( K

d
)  

毒主主乙 -i.. ，1、
( 噌)

最え ｾ＠ ，1. 

。
73 ｾ＠ 0  

。
i  2. 0  ｾｏ＠ 。

3 片 3 U  

1，Q  ｾ＠ 0  7 4  ｾ＠ 0  1，1  2. ｾ＠ 110 ; 0 
3 ワE 3  ｾ＠ ' 30 

Ij!: ｾ＠ ，s  7  Ii Ｗｾ＠ q  
Z.)， t; 0  .  110 ち0

7  ｾ＠ O.  3  ｾ＠

2.，1  0  0  n- ｾｏ＠ -メ 7.，らえ仁 l' l _O Ii 0  1，1  :2.. t; 3  ;  2.1 

3，1甘0 ワ6 bO 3. '3 7  1; 12. 0  Ii 0  Ｑ ，ｾ＠ 0  0  3  l; 1  ｾ＠

4，'2 0  0  ワ7 t  0  4，1; 0  0  1  i  0  ｾｏ＠ *・ Ｑ ，ｾ＠ 7 ザ 3  ｾ＠ H  

;，ス伝 0 7 '6 l;O ｾ Ｎ Ｂ＠ 2. ｾ＠ 11..0 ｾ＠ 0  Ｑ 、ＧｬＮ ｾｏ 3  1; 1  ;  

b:3 0  0  79 )j 0  6. 7  ｾ。 11. 0  2.，G  2. _1; 3r  1  1; 

7，3 片O 8  0  1;"0 7ι 7 ｾ＠ 11. 0  3，0  0  0  3  ｾ＠

ｾ， Ｔ＠ 0  0  ｾ＠ 1  ;-0 ｾ， ｏ＠ 0  0  11. 0  n  3，3  7  !i 3  ｾ＠ I  1; 

q  ，4 1;' 0  s  1  l) 0  10 ，11 1; J u  5' 0  3，7  t;も 3  ｾ＠ l  ｾ＠

1  OJ  0  0  83J 1;' 0  1  1，?.)) 0  l'l .O 1;" 0  最蕗｜ＣＡ｟ＳＮＧＩ宰［ィｾｾＱｩＮＮＮＮ Ｑ

一弘* }真E聖拍助依連ヱ再ltス色啓u 乃発時骨夫量陶組7F0二0品4fト島事ツv. 敏中

E7てi事位基i三E4727tj 晶イ&連IJ . _色 7

大林= 今フ毛/ トス

'-1 h  労ヰ努 i草衿童L

.X，.'持i羊青色

ｨ 制｡Ｑ色 ｈ ト｜ Ｇ￲Ｇ｝隙 ｾｾ 伝ス ＩＧｈ 令色持 1  

一 一 一 一 色

ム敷l亡して dうる。 2 階疋 f面玄関 J二郎lζ tt ? i室、同次の間 、同食堂の 3 ｾ主設けて Ｔ うる。貴賓

室は壁をｾｾ誕 地 ベ ニ ア張りと しＮ 床はリノ リ ウム敷き 、 真紅の家具をむいた。

客 l'Ii の エレ ベ ーター としては 5 iまある 。ス ケ{ 卜場専用 のが一つ. 柴 室専用が二つ . 目日

JJ 汚室専 I1J が 3 基 、合 計 11 基の設備がある口論各劇場の問、数. 定員、舞事等の比較表を掲げ

る。( 第 4 闘〉

設備の大要

設 備 の如何は。劇場と してのHi : 大要 素 で 4うって、 不完' Et J : も のは勢、時代 n: とり-浅さ れ

なければなら友ぃ 。冷房数世と いふ践を 聞く のも 、と1 . Ｕ Ｍ Ｕ 年だがＮ 今 ではとれが Ｑｮｾ けれ
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ば 劇 場の費絡を快く様に云 はれる o ととろが我閣の劇 場l亡於いては 、最初から冷男装置の

設計・をしたものが 、モt lて少いのであって 、工 事中に校僕俸を した の や 、竣工後 l亡施工 した

ものたどが多い様である 。 しかしとれは 1ト. むを得ない事で 、いづれも新築営時には冷房 な

ど k いふものは 、速く悔の彼方にあったものである 口

大阪歌舞伎座は. 最初からとれを考慮してゐるから 、結. ! + ! : I ' L 於いて今までのもの に比 較

して 少しはまさってゐると 云 へる 。やり方はアム モエ アによるもの . 炭酸瓦斯によるもの 、

叉 はアドソ ールによるもの . キャ リア式のもの友どいろいろあっ たのでわるが、研 究 の 結

果、スタ ーテパン ト式を探用し?とo とのスターテパン ト式 といふのは 、割合に場所もとら

歩 、 ひどい菅もせ守 、 劇場などにはｾ営なものだと忠ふ 。 機憾の能力は Ｒ Ｑ Ｐ 噸で Ｎ コンプ

レツサ { 及 び モ ー グー. コンデンサ ー、 エパポレ ーター自11 ちク ー ラーの 3 主要部分から友

って居 L すべて自働調印及び自働制禦安全装置を有して居る 。 とれは大型ヂユプレツク

スユ ニッ ト、 冷凍能力 140 J刷、 モ ーター 180 馬ブ j のもの 1 輩 、大型シンプレツクスユニッ

ト、 冷凍能力 70 噸 、 モ ーグー 100 馬ブJ のもの q ; r : からなって居る o とのモ ー ターは特K

GOO [l !1持 及 び 1，200 1，'1 ij[専の 2 段 辿 度l亡しである。とれ に使! 目するコンデンサ ーJ1l7kは 200 X  

の深井戸より以 上げたもので 、華 氏 65 度内外であって 、佼H i 冷媒はメチ ールクロライドと

し、 冷 房Ni 冷 却 水 温 度 は 華 氏 何 度 内 外 で あ る 。 との冷凍7k ｻｦｾ芸気清 ｩｾ ＧｪＮ 機に使ｊｬ ｊ し 、 外気を
涼風と して給策機によって、 客席 に迭るのでるる が、大惜室外の温度華氏臼O皮 の 時 限 覧M，'

内を 80 度 、lM<度 70 ノと 一 セント内外と す る事が出来る o 給 気 機 は 槻'1;0 人につき 、勾ー分 24

立方 ｊ Ｎｖ ｾ ｉ 乞相営の能力を有し 、 附属モータ ー は ＵＰ 馬 プ ｊ で証うる ｄ 冬季は温風を同様法るので あ
るが . とれ は ボ イ ラーか ら稜生する蒸気を 、空気清浮機内の . Ｗ ｫ 力 ＱＱ 熱持及び空筑 ｬ ｊＱＱ ｾｴｍｲｾ ＱＧｌ

供給し 、 外気ｻｦ温風と し、 給寄託機 ｬ 亡より通 ｽｾ ｬ 管を経て 、 槻客席に 一 様に吹き出さしめ 、 ｴ ま
房の目的{ f 逮するので・4うる 。山l ち室外華氏 30 度 の 時 室 内 を 何 度 内 外 と す る o 空 気 清 待 機

はIUf 鉛 引餓 板 製 で、幅 15 尺 、高さ 10 )ミ 、長さ 11 尺あり . 水槽中 lu k加熱器ウオ ール 型 5

倒立のもの l 組主? とりつ け、冬季は華 氏 70 度内外にし詰Vk{ f スプレ ーさせる。 スプレ ーへ

v
，

冊

恥

劃

曹
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ツダ ーは、 Ｓ 段であるが、冬季は Ｑ 段だけ使 ｽｉ ｊ する。ｾ気 Ｑ ｊＱＱｾｾ絡 はヱロ フヰン棋準型Ｈｪ ｾ尺

2 列のもの 6 蓋Icl l ってゐる D

翻客席を除く 各室の; 暖房は、真空式低1 m蒸気; 股房接世であって 、アメ リカ ンラヂエー グ

ー 合枇製ア イデ アルスモ ー クレス 、 スチ ーム ボ イ ラ ｾ Ｒ 葺より護生す る、 街 ｺ 卒方 吋 Ｕ 封度

以下の蒸気を 、各室の放熱総 fci 去って 、直接室内を適度の温度 l亡上JZ11せ しむるので あるが 、

大開冬季室外温度華氏 30 度の時、室内華氏 60 度とす る。ボ イラー使 } IJ の石炭は自動燃焼

総K よって逸られるから、煤t.'l 'i はilli け られる 。

地下 室の各室 、 料 理 場 、 配路室 、 洗面所 、 便所等の民集は 、 夫々 Ｗ 馬プ ｊｾ 三 Ｒ 輩 、 Ｕ ＮＱ［話 ゴ ｊ

1 輩、2 馬力 2 京 、 1 馬ブJ 牛 4ZZ等の モー ターを有する排気機lてよって完全 l乞行はれる 。

各種排水及び便所汚水は第 Ｒ 地階 ｋ 設けた ｹ［ｰ Ｚ 化 ｴｗ ｉＧｃｾかれ 、 と ｫ で ｩ 字化され 、 排水稲に

流れるのであるが、特に料理場K 到しグリスセパレークー を数ケr9i設け 、それを同化 して

ポンプにより、下水に放流するととに念つてなってゐる 。出イヒ1出lては臨素j域[i ，j機をつけて

ある 。深井戸の7kは、大部分冷日接世用 Ic1吏ふが . その一部分は便所のmにあて L ある 。

各所洗面所、紫犀浴室、各配}J; キ室 lとは給湯の設備がある 。 とれはやはりアメリカンラヂ.エ

ーター合枇製のアイデイアル・ウオータ{ チユ{ プボイラ ーにより 2 主のス トレーヂヒー

ターを設備し華氏 140- 150 度の湯を供給する。

消火栓は各階に数ケF!l iづ い 合計 32 ケ所設けてるり 、外部にはサイアミ ーズコンネクシ

ヨン2 ケ所とりつ けてある 3 その外相t洗ひ松、撒7K怜等適営の位世に1 ) & ケ所設けである 口

次に電気設備でるるが 、充分主主る J!H明を錆 し得て . 而も非常に経済的に出米上ったとと

及びその方法が比較的新 しいととなどは 、在来の事1J 援に比しいさ L か誇るに足ると思ふ。

受定設備には電狐自動切替装世を川ゐて停電にそなへてゐる。配電設備は 、電流 600 キロ 、

動ブJ 1，200 キロ ( 1J!;J_M600 キロ . 高盤 600 キロ) 日1J に屋上スケ ート 場当[} IJ として電流 ¥.10 キ

ロの蟹電設備がある 。叉常夜燈及び常備動力川と して ＲＰ キロ Ｑ 芸及び ＳＰ キロ Ｒｾ Ｚ の Ｔ 月 ｬ

鐙駆探を別に設け 、閉館 後或は休出 ｲｬｾ の配電に使用してゐる 。 配電ＭＧ＼ !JlIiは電燈用として 100

ヴオル ト3 相 4 線式 、 動力周として高座 3，300 ヴオルト及び 200 ヴオルト 3 相 3 糾式を保

用 してゐ るD 映潟用と して は731Hこ25 キ ロの専用改電機を備へ、 80 ヴオル トのi也流El よも!t，i{e

得るととも出来る 。

その他の設備としては 、中縫放送設備、場内放送設備、閉幕信蹴設備、電話屯鈴設備等

ある。電話の数は約 50 1問、3 座席の交換機によって局総に接航する 。外に公衆電話が 7 つ

舞革、照明袋、スポ ッ トライト室、管2理室等をつ主主ぐ直通屯話が拾数例ある 。 場内放送

はウエスグ戸ン、 パプ リツ クアドレスの設備を有 し、 各階答: ) ，' ( ; 、廊下 、食堂等のスピ{ カ

戸を通じ油時、告知、エユー ス、11子出等が出来るし 、場合により僻事のせりふも放送出米

る仕組になってゐる D 叉もし俳優の躍が場内に通らぬ時は観客席のスピ ーカーを使用する

ととになってゐるが、その必要は主主から う。すべて鉢去に闘係する電話、電鈴、l J il 総合1蹴



照明. 放迭等は管理室に於いて録作をする。

最後にスケ ートリ ンクであるが 、とれは始め3十畳がな く、中途 か ら模様替になって工事

にか L ったので. 竣工が遮れてゐるが 12 月中旬にはMJ場出来る見込で ある。坪教は大関

ＳｲＶ 坪で 、氷 の張る商杭は ＲＷＰ 坪 ある。 概覧 ｭ ， Ｇ 及び努 ｲ［ｾ ｊ 二部 の 屋根を 利用 し たの で あ る 。

その榊世は床スラフ' 防水府の上にコルク厚( j 11寸をピッチにて張り 、:rJ . び防水 居を くり 返 し

たる後 ｩ 吋 Ｔ 分の ｬ の パイフ・ ｾＴＰ 寸間隔に配置 し 、 そ の聞を餓屑コ ン ク リ ｾ ｜で 境充 し、

ワヰヤ ーメッシユ をやった上、 テラツ オで仕上げた もので、パ イプの 中を 冷却 した プラ イ

ンを通し て Ｑ 吋乃 至 ｩ 吋Ｂｬｾの氷を張らせる計重である。〔第 Ｕ 悶Ｉ

士rl< 殺 恥 危 r̂-+料亭

吉年>tD

( ぽ;f.. 咋+ 同 為L ずみ) ， 

， I 事

1.. 

l!) 

初め出f天でやらうといふ話も I-Li たけれと、も 、市街地の良中にあってはをか しなも のだ し.

叉営業として経営しでも採算できぬので結局テン トでj 二監をつくり 、周聞に風除けのサッ

シユ を設くる ととに友つ?とo スケートリンクの凍結の方法も冷房接世と同じく種々 るるが

紡局アン モ = アによる方が能率もよく 、経情的でもあるので、施主の 了解を得て、スグ{

テパント式冷凍機とは別111. 1にアムモエア 、 コンプレツサ ー 3 革新設 したのである。東京の

01王合館なども同様アムモエアによってやってゐるが 、成主'Iはし 、¥;隊に思ふ。電力代に於

て大分セ ーブ出来る見込で ある o ｾ決 黙 を云へば瓦 斯 がもれて機械室は趣分臭気 が するだら

うが、それは排気設備を完全にするととによって 、除かれるであらう。現在のと とろ 、ス

ターテパント冷凍機とアム モェア冷凍機との問に聯絡はないが、場合により連絡も 出来 、

葬 ｪ 市の冷房に際し雨方運 ｪｬＨｾｩ さして効果を高めるととも 出 来ゃう 。 とのコンプレツサ ー は米

間のピルタ ｻ 合祉製で・冷凍能力は Ｑ ｾ につき ＴＵ 噸 Ｎ Ｓｾ にて合計 ＱＳＵ 噸るる。モ ー タ ー は

ＷＵ 馬力 、 毎分 ＹＰＰ 同輔のもの Ｓｾ・附属し て ゐる 。 アンモエアコンデンサ ー は Ｒ 組あっ て、

各々外向 27 吋 、全長 12 '!R 5  11サの航型セルエンドチュープ式、 1 II .J・4 分の l 鋼 管 140 本を

Jlxめ、有効冷却面償 500 卒方吹とし、直 筏 15 吋 、全長 1:! 択のアンモ = ア液受干曹を設備す

る。 ブ ライ ンク ー ラーは航型 セルエ ンド チュ ープ式で内但 42 叶、全 長 17 吠 3 吋にして 、

27 X I  
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外側 2 吋- 鋼管 172 本を牧め 、 有効冷却問積 1，4-10 卒方吠といふ芽{ にたってゐる 。ブラ イ ン

ポンプ には 30 馬力 、同，JlI I入ポ ンプには 3 馬力 、コ ンデンサ ーには 7 馬力竿のモ ーター がつ

い・て ゐる。とれにより 、外紙華氏 何 度以下の場介スケ ートが/:1: ¥米 る。大開 10 月より矧年

の 4 J'l ラにま でを七ti lt に してゐる D 冷却した プラ イン を過すかはりに 、 スティ ームを通せば

忽ち氷はとけてしまって、集合用として立振な! む聞が出米るといふわけ である 。 プラ イン

のiJfiV2' t は華氏の 5 皮乃至 10 度刊が油営らしい。

終 り に

設計が格了 し、建物が孫成した今になって 、後を 11えりかへって見て 、日本の在来の歌舞

伎芝居の琵多の約束を仙 ら十に、かくも 大なる劇場をij! よるといふ4ihの如何 に困難であるか

といふ司? を J: ¥I った。何 も知らないからとそ、 川 *たので 、芝惜といふものをよ く知ってゐ

る人だった ら、 なかなか岡ったとと L 思はれ る。

}t}、ふに歌舞伎創1]( ま、それ専用の劇場に佑る べきで あって 、レビュ ーでも芝居でも 、折助

沼尻でもオペラ でも、何にで も適介させ棋とする ｾｈ Ｎ￬ ，何 にでも不池宮で あ るといふ ｾ ｊｩ ， に

な りは しないだらうか。然も少しでも牧谷人員を多く す るとし、ふ事は 、それに作って遊多

の不{ 更 をもって来る 。機械的設備とか . 2官事内部の椛ili とか lこは、改良すぺき多くの製li が

あるけれども、釘; 韮そのものに ;芝肘を池令させな ければならなくなっては 、ほんとうの1立主

l味床の歌舞伎はわからなく完友Eるだらう 。1釘E湾耳{白

ど ｬは 立 在列来 Ｔ の芝居 の 縮尺を を＿見てゐる模 ｺ友 ｅ 感じ をを ｾ￟ 則 Ｑ刊 Ｑ へ るで あ らう ｯ 'l辿44i いギリシヤ の-fJ日i二に かへつ

て、大き なマ スクをかぶり 、大げさな誇張した身ぶりでもしなければ 、見物は l対来しな く

なるかも知れ友い 。梅川忠、兵衛に 、地の底から家がせり /P，してくる棋な のは、今の-111:だか

ら見物はゐとたしく見てゐる のだが 、瓢; 阿揃 とか [II J とかなどの生きてゐた時代に は見物は

グ ラゲラ笑ひ 出したか も知れない のである。

|時代が時代だから 、結局はそれでもい L かも安¥1れなし、 。犯は大阪秋舛イ支出の設計ーを llt め

るにあた り、多 くの疑問にぶつかったが 、それ を全部11y(o;犬川米ぬうちに建物の方が/ ' 111 米 k

って しま った。いづれその道 の大家に 聞 きたピし 、教を乞はうと思ってゐる 。

終りに本工事をや るについて 、その- --1;1J を責任保 ['1二で必任せ下された千日土地建物株式件

前1:"-<長白井松次郎氏に、限りな どT感訓と微意を去する次21Lである。 ( 終り〕



大阪歌舞伎座主体構造計算 に就て

黒 田 茂

構造部設計方針

元来高層多張間梨柿の主惜設計に蛍って考慮すべき根本要素は構造卒商、印l ち主として

杭客IJ でありませう。

折I-'<{! 二時の卒家建叉は二階建の ;1時微なるもの lてるつては先づ必要なる大さの部屋割を定

め、ヲ: 等を? 集合して機能、衛生、快油等を極 f$: Il:.Jl )J 成護者J1せしむれば良かったかも 9，11れま

せん O

然し現今の虫n< 立問的要素の極度K 強調される場合f L GOつては j析の如き概念のみにて設

計する時には危険、不粧ifi 等の最: [ i ; の燦 ['!:I こ依り怯かされ友ければなら主主い事と友ります。

此守主演概念は凡る事欽の上l亡立ち吾人伝律し . 納且つ機fiEの:;IUi' ，f . 危険のイIえずEは屯も 11提供

し友いので あ りますc

本設計 l亡於ては如l上の11担念を根本嬰旨として次の虫/ 1 き方針降引を定めましたo

A  t工は基礎より m上迄民通 Il:.直立せ しむる事。

B  建物i : p: j量[ は不整)I 'bt J : るもキ1 : 梁は常に架柿を形成し雌ブ) ｲｊ ｾ は同一事前上に「クロ ーズ 」

する様構逝卒商作製の事。

C  梁はノl、梁及び航客席廻 り餓筋「 コンクリ ー ト也、 共他の大梁は鎖骨銀筋「コンク リ

ート」出とし 、大栄成は「コンクリート」断聞にて 3 尺、銭什断周は 4111.1の山形鋼を「 タイ プ

レー トJ ｉ と依り ｉ 型 ｬ 亡 中 ＱＱ み ｾｴｊＷ ーは餓筋「コンク リート 」梁として取扱ひ「ボンド」に封し ｬｾ［ 念

なからしむるf Si フレンヂー断固は出来るだけ純徴友るものを伎町し得る様 、張Il! J も梁成と

相侠って訴事、j槻l恨型存j川焔庁市iを剖l除徐き餓白的)J コンクリ - ト」としてi最註も笠ま しき「ス パン」ム、自印山!J ちz卒{手三χχ均

，)  
J  

20)パ〈内外tにζ 統一し「コンクリ 一トりJ被侵櫨. は (t側t!則!川4山l曲血

しf抑糊i却初p切J;I)、1惜間の流入3を? 良くし 、別プJ は大部分「コンク リート」及「スタ ー ラップ」により 1:t抗せ し

むる事。

D 柱は観客席廻Yjl 府本 Ui 餓筋「コンクリ ート 」造、共他は鍬'f ' J ' 銀筋ーコンクリ{ ト」浩と

し、 工事の困難及び不経演を挫けて 、仕 上l乙て 3 パ角の「コンク リート 」断而ーと し、 鋭' 目・臨I

ｬ 断は「ボックス ｊ ｊｬ予Ｔｩｉ司叉は ＸＱＡ 川の山形鋼 ｾｩ パットンプレ ー ト ｊ ｴｌて組み 、 最下階より最上

階に到る迄同 一 断面タ ト ｾｾ刊をｊｉＱひ 、 ｦ， ｈￎｾ 上断面決 定 ｬ 亡封 しては 鎖骨主 ＱＺＺ と して取扱ひ 、 鋭部留 ｉ

「白il L て肱ブj を加減し、「コンク リート」被覆は餓部外端より 10 釈明以上とし、此の「コンクリ

ート 」に針し短柱として取扱ひ掠ブj も主と して「コンクリ{ ト」及「フ ープj f l : . より針抗せし

むる事。
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X I 3 0  

E  r トラス」は全て餓什ilt とし壁面「トラス」は耐火柚匙として「コンク リート J を以って

被覆し 、且つ「プロセ ミアムア { チ」の如き 40 尺以上の成を有する「トラス J の陪Inft 材は其 長

考が矯に生や る餓部断iliI のjfi 失を被覆「 コン クリート」を以って1i1iふ事。

F  ｾ ，ｾ 艇は ＩＱ 訂正 ＲＵ Ｉｾ＠ 5 寸、此高 ] 7 尺 l乙して「ボ ーリ ング」の結県地質は表土剖徐き 1:1:ZK: 11!

砂 、砂利交砂、砂利庶民て地下 50 Ｉ ｾ営 り迄辿続し 、 以下は｀ＺＡ 質粘土 居なる 事を検定 し、地

下 30 尺以 下 lとるる砂利府に劉し末 日 7 寸 、長 さ 18 尺の沿杭を 3 尺問梅鉢に打込む事。 E

つ基礎床版は連創Ａぷ版として ー 塊なら しめ不 規 則沈下 を 防ぎ 、 相首 ｬ 重 力を＿有する涌 Ｗｫ ｩＧｃ ｾｎ

しては 基底 ｪｾ￧ 版を透過せしめ共法透水を排除 す る事。

柄米地下総工事共他の深部制撃に起因する水位低下の話一時的地税牧和討を米し 、主主物の

沈下を生す］る如き場合を考慮し設計施 工 共極力入念 ＱＧｊＮ らしむる Ｔ ｮｾ ｯ

以上 の ｾｮ き 構造 設計方針を定めて計算書作製及製Ａ山亡掛 ったので あ りますが 、 ＺＩＢ Ｉｩ Ｎ Ｇｴｩ b' t: 打

T l ]i・の場合K : /llI i少部 の昨掠抵抗似る大 lとして舗を? 1 噸より 2 噸近く 増 fli : しでも日程数世 を打

込みf与すτ杭打機の1立を哨して漸く日科医 1111 Iと合せたのであります( 克も「ジェッ ト」を j J/ふ

れば終易 IZ:施工し件べきも地盤を非常 l亡弱めるr.s' リバーケ ーソ ン」の虫11 ぎ場令以外此だ不

得策 で あ りま せう。Ｉ故後 ｬ 亡杭が探り介って米た ｉｉｾ 弘子 ｬ 亡 は ｾｾ￮Ｚ ｫ 沈下 ｉＫｈｩ ｬｬ ーとなり 、 杭聞 が ｉ 政

成するものあ ｾ ｉ ｬ ｜ したので あ ります ｄ 然し概 ｩｬｲｲｾｅ 術 工ｾ Ｚのみにて五回 ｾＱＧ ［ ｉＡ￭ｈＱ工くある建 物 ｬ と針し斯

の虫nきJ長度の設・全性は以って込れりとすべき性質のものでは あ りませ入 。只今のNi 満足す

ぺき結果は「 コン クリート」の「ヒットルメント J を除き 、宅も建物 l亡沈下を来さ泣かった事

であります。

計算書作成に封する方針

此 場合に も れ 槙概念が明白 ｬ 亡 作 用し 、 ＲＱＱ 一 極力人 Ｑ 肢を節してｾｦｉ ｾｬ 吉正時なる紡」 誌 を 得 る事。

第二 、 短時 日 ｬ 亡 て作 成する惑の二つでありま す ｏ 一 本計算 ｬ 亡執 った方針篠項は次 の ｾ ｮ くで

あ ります。

A  原 li;.il 用| 民古紙を以って 200 分の ] Nl f，浩平面} 邑1):え各ljil h部留[1白ili ;" il 佐多荒作成す る事。

計算は此の原岡上に記入し後より潟県にとる陥 ｬ 聞の大さは全紙の Ｔ 分の ｝ 程度 ｬ て牧める ｾ ｆ

B  所有f霊念室の性能 l亡従って品/ 0 別決定すD

1.  J苓屋 ] 卒方米 100- - 150厄 5.  rバルコ ン」柴山、事務室l 卒方米 380  JiE 

2 散歩問屋上1 i ] 三方米 250 庇 6.  rホール」食堂 l 卒方米 500 厄

3.  ｲ Ｗ 、 トト Ｇ ｊ ｾ ｊ＾ Jl 平方米 380 む 7. 税特] ，' ( ; ｾＡＨｩ 京 Ｎ 桟 ｙｽｫ 1 卒方米 500 民f

4 志向場 1 卒方米 250 む

此等の内 3. 4.  7，は梁、』位j工:κ 封しf低正減せす歩. '

c  {杭}，此:，'1. ;プ力J広3算下定は鍾娃l物卒而の性質」上二3 部 tに亡 別ち、正而 Ｑ芳煮則 ｐｆ引Ｚｊ倣伶 ｲ ホ ｻ ル ｊｾ 担担 ｉ担出ＡＱ りれ、 抑存j川I古'(，'廻りれ、 2舛!軍f  

ｅ誌［Ｚ主 、 柴屋部分 ｴ し 、 各「プロック ｊ ｉ て就き各階 ｲ ， Ｚ ｕ ｆｩＺを 卒 商 Ｑ ［［Ｚ ｩｬｾｌ 記 入す 。

D i佳及び基礎に及ぼす荷重( シ ムプル サツポ ー の を卒商It' il i'C記入す。



E  梁 l乞懸る荷量及雨端興ブJCシムプルサツボ ート )を 卒商岡 lて記 入す、但し此場合餓筋

「コンクリート」監にして無関口 、叉 は1m口の位置中央部の附近に ある場合は壁惜自身が「

パック リング」と !Ji J力、直ll l}S力に針抗 し得れば上下階の梁は「 フレンヂ」とし 、壁間は「ウエ

ツブ」 と成 り、階高 { f 成とせる 剛な る梁が架渡せ られた る如く 、壁間「コン クリー 1- _l 1jui 工

上の工率と共に上ー下梁の断面決定叉 は荷重算定l亡於て相営の考慮を要す べきで るる 。

F  名方向主要刺l組断面闘中l亡横力 、垂直?官r1li J ギャ ラリー」等 よりの影響を高庇多張Ij l]

辿杭架構とし・亡解き 表題I' L 於て僻式を興へ夫等の数値を記入す D

G  卒商l誼|中 tて代!政的加算せる梁 、荘の曲能率的ブJ 、也臨ブJ 等を記入す。

H  平岡凶中に基礎全車主及 f，iJ軍基礎梁の il!1能容を記入す。

I  臨li ] j f J 決定は梁 、ι1 : 共大さ寸法を一定し 、鍛!円・及び餓筋島rr 厄1を選搾し得 る女nき「 リス

ト」 を作成し 、「ス プラ イス j f L針 しては「プレ ート J 厚「リ ベット」蚊の「リスト」、「ベースj K

劃しては「プレー トj l♀「リ ベット j iJlic l ボルト J の何及数量の「 リス ト」、 梁 の端取附に劃して

は特 IC ｾ ｉ Ｍ ｉ＠ ｾよ と ｬ 乞「 リ ブ」を有 す る「キ ャースト スチ ー ル 」 及鈴緩 ｬ て よ る「ア ングル」 但鋼の 「トッ

プコンネクシヨン」を製作し「ウエツプコンネクシヨンアングル」と共 lて「リベット」散を X1

13-'，1 リスト」を作成し世〈 事。

J  基礎版、及! 科医、階段等の大 さ、配筋等は夫 k 荷車、 r111能率を以って断面選搾m1  

リス ト」 を作成の事。

以上 ｬ とよ り大関計算 ー的操 作は絡了したので・ あ って ｊｾ､ と断 耐「リスト」 の 如きは共催施 ｟ ｲ ｬ 品 ｬ

lujl 亡l世f f J し得る仮!が る ります。

施工製圃に封ずる方針

此場合M: も重要なる史/i は製|砧! IC興 るH. ' r，障者のI mfとtJ1:JJi Ｂ 主闘係なく 比 較的早ｾＡｬ ［￬ ｬ とて ｉ ｬｬｩ￬ Ａ ｲ 白 ｩ を

まとめ得 る￡ｔ ｩ ーで あ ります 、 ＺＡｴｊ ￭ くする ｾ ｬｦ は技術者の分的組問Ｆび京Ｚ任を ｬ り ｪ らかにし得て 、 ｬＱ Ｎ ｩ］

Ii¥WJ I C も満足すぺき結洪を得らる k ので あ りま す。如上の削念の具! 躍的方法として咋) 1 ] し

たのは詳*111凶を「 リス トj l1:: 依り示す 231で あ ります。

11凶序 IL 従って列記すれば次の .1mくに成りま すの

A 餓筋「 コンクリ ート J I スラブ」の版l写、配筋詳細|を「ス パン J I亡依 る「 リスト 」とし、 200

分の ｬ 柿逃卒耐岡ｪＺ Ｑｾ f L 帯批方向 を記入し凡て 4 分の 1 J t 反大の山真を以って一説と す る司1・0

B  階段配筋「 リスト J もに A に単やる事。

C  不整形「スラブ」詳細lも4 分の l 版中に 1 f;t，:j 所づ L 吉田誕し番披記入の平面凶とー綴り

と成す ｾ ｊｦ ｯ

D  餓筋梁詳品III は 2 分の ] 版 K 架梁の高{氏、臨ii百の大 さを言巴i 1( ，' ( せる連続配ii方|凶を「 リス

トj 1亡作成し、 平岡凶記入の存続に HH合せしむる事。

E  餓筋壁 、) 手配筋共、詳n: rU{f 1 リス トj f L 作成 立匠 、卒町闘記入の位置 、! 享l灯火り擁壁

と共 ｦｃＩＡＨｾ 合せしむる事 。
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F  基礎詳細 ｉ ｴ［ ＼ￌ｝は 杭 書 ｉｊ 付凶，基礎梁断面 ｩ 配筋「リス ト 」基礎Ａぷ ｮ ｬｘｾ 吊 ｩ 配筋「リス ト ｊ 基礎

敷高低! 砧! と共に一括す る!il f。

G  Ｑ 答屋壁 、 梁 、 ｪ ぷＩｾ反等の内 ｾ￭ ｩ Ｉ Ｚｩ凶は各 Ｔ 分の ｴｮ 反リい Ｚ詳 ＥＺ ＱＱＱ 凶を 作 成しー桜となす っＧ ｊｦ Ｎｯ

H  鍛梁械工憧| は各階梢浩平 lui 匝]'1-'に「コンクリ ー ト」新宿iの寸法「ア ング; l - ｊ 百ｾｾ 4111，j のノピ

さ、言巴入の「リスト」及 2 分の 1 Ｉｾｉｘ 中 ｬ 亡「スタ ー ラップ ｉ パッ ト ンプレート ｊ ｜ 肱量 、 間隔及び

上下筋の放置 、室主鋲等 { f 張: I¥J日IJ I亡詳細「リ ス ト」とし 、端 l政付は肱誠 i以H と共 l亡4 分の 1 )以

l亡i呼応/ s - リスト J { f 示し、卒聞記入の社宇宙正に! ! 日介せしめ一括する事。

1  Ｑ トラス」特種梁のみ ｾｉ Ｍ Ｇ 央 叉 は先端 の「ラ イズ ｊ ｻｦ Ｑ 明示 せる全詳細を凶示 す る ｾ ｦ 。

J  粧は除fr 面「リス トJi スプライスリス トJ ベース リス ト」を 4 分の 1 n仰と示し卒聞記入

の脊蹴方向Ic! 似合せしめ同時に「フレンヂ」闘の材 長及「スプライス」の似世を脱準地慌を容

とせる時の絶開高を以って示す事。

K  ＪＧＧＱ Ｑ 乙観客 ｭｊＧｾ り の キ Ｑ ＺＱ亡付き Ｔ 間全長の詳細 Ｑ ｉ リ ス ト 」を約二り」イ十の ｻｊｉｆ ｬｩ Ｚ を示 す事 。

L  大天井 、 廻 ｐｬＦ 苓 Ｚ 共 ｦｕｬ の接世 ｬ 亡要する榊 ｩｩｴ 闘は 」 ー事 ｪ￟ 行 ｉ ｣Ｑ ＧｩＧひ ［己 ｴｾｬ Ｇ 作 ｬｩ［ ，｜｝する事 。

M K. L. { f 除き 他は lリ1%:111，;]，子市j に完成の事。

主if亡平岡 lii品! とは 4 分の 1) 医大の 21) 0 分の l 構造平| 自i闘の事。

「リスト」は出来る ｾｬｾ り Ｎ， Ｑ 吋 ＱＱＱ 凶｝ｻｦ以て示し 、 字Ｂ ，Ｉ を以って示さピる Ｇ ｊｦ 。

以上の虫ｦｉき方針にてｩｬｬＺみ ｌ 蕗 相常大 ｪ Ｍ Ｍ 事なる ｬ 亡ｼ剃ら寸Ｂね Ｑｾ ｩｩＱ設計は比較 ， ＧｩＢ ｊ 簡易且 、 敏速に

終了し Ｎ 施 Ｑ ・ ｬ ζ Ｇ 出り ｬ 盆 ｬ 市 ｩ の批判仮ＡなるｦＮｴ ｾｩ 在工 ｬ こ封する説明 も 森島に且彼等の理 ｗｲ も ｪｩｬｩ かっ

た棋に jaはれました 。

但し 、 何れ の場合 ｬ てもさうであるが特 ｉ｣ 経 排他主 ｝ ｉｊｾ と せる主 開 ｟ ｊＧ事 ｬ と あ っては［￬ｉＮｬ［Ｇｩｾｻｦ i E 

M入念にす ると 同時に 今次の女l池場合に あっては鎖的断 lui{f品1m!リし、i捺弟11を11'，ｾ七るだけ ＱＱＱＩ

除した馬 、 銀打の「スプ ラ イス ｊｩ ベ ー ス 」の ｾｉｉ きは非常に机知を哨 し たるも「リスト ｊ と し た

Ｚ［ｊｔＭ ｉ 亡より繁 ｾｴｬ｣ よ る ｬｩＺ ，， ｾｾｬＺＺＺ を全 然なく し 件たので あ ります 。

本工事 ｬ 亡要 し た「コンクリート ｊ ｦｦｩＮ鎖材Ｚ止は大 ｩｬ ｬ ｦ，延 ｐｉ ・ ｾ ｬＺｩ［ り「コンクリ ー ト 」 は Ｍ ｬ :t ilj 2 分 、jl'主

筋鋭竹は令せて 4 需IJ - ! 分許りで あ りま す。

主!Pi"i j ・事の末期 l亡官り「スケ ートリンク _j{f 哨ぷす る市になった局大「 トラス J I':: ｾｬｬｩＧ［ ｩｉ｜＠ L; ) f.  

を要し電弧鈴J却とより除frl 印附)111 {f ，¥ I りま した。

.  
ｼ 山 Ｑ よ り 大 「 トラス ｊ は犀制 、 ｊｾｾｭｾ ，天井 Ｎ 及向 ｦ主 ｒ を梨し Ｗた ζＺ まＱＺ ¥故千 j山主の主M熱d渋1付山出f九叩I!: を)1加H川11以λふ‘ るのてで

あ りますカか芯ら「ト ラス」陀少生ＺＺ宇 ｆド ，る Ｕ必 ｩゼｾＩ及及二号ダ次＿欠く抵舷ｦＺＩ力 ｪ ををＺ防防｛ ぐ ｦ岱 Ｓ 伺 ｴ首官己古 Ｇ の削ヲ究工をＺ必［必匹しまし Ｗた ζ 治が ｴ鴻苅品ふ ｬｬ川 Ｑ

- フプ' JI タ- ンパツクル J Ｑ 型 却卸制 ｩ時 ￭ ｊ ｾ等 ＳＳ与 ［Ｑ に亡 よ り 奇烈熱月決 ｬゆお技 Ｇｎ 仙 ｬ出 ｨ によ る鑓仰を防ぎつ k 之を行ひ . 相官の成

制を? 恕げ得たの で、あ ります。

本米 ｾ ｉ Ｇｾｾ の基本的操作営指示 し て浦 ＱＲｴ の ｲ ｊＮ ｪ ｊ ｪ｜Ｇ Ｚ ｪ 見 を がＯＱぐべきで あ りますが 、 紙 Ａ 肱のＡｫ ｬ ｣ ＯｊＡｩ［

大となるを恐れ、非主.J . m.  ｬ ｩｻ ｾ Ｑｊ郎 、 キ ｼ 仁 ￺Ｚ 迫 ｊＡｪ の紅例と ｌ て「スケー トリ ンク ｉ トラス ｊ の ｾ l'  

-1l 併を献せ 、;"1;. -11) ) とも成らん事乞共ふもので b ります 。 7. 11.  ]  
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大 阪 歌 舞 伎 座 電 気 設 備 に 就 い て

杉 浦 豊

戦近電気 工 ・型，の進歩褒建 ｬ こ ｦｬ ￲ ひ電気 ｾ ｬｊｾ 用方 商も異常な殻展を遂げ て 居 る 。 共 の 内 Ａ照 明方

法に於ては遊多の殻明 と改許に 依 り急: 速な進歩をなして居るが各種電球の蛮明に 促 されJ! H

明方法の上にも種々なる工夫が重ねられて居る。最近は建築 とj照明 とを調和せしめん とす

る)ifr詣「建築照明」なる 方 法が肱 !日せら れて従来の如 き建築 とj照明 とが全 く日1] 11羽の ものであ.

るが如き感を抱かせる弊を 一 掃するに至つ亡。 ｾ 寺に劇場 ｊＡ Ｈ ｴ 明 ｬ こ就し、て は 各 国共 共 の設 計 施

工 に怠を漉ぎ競ムて最新なる設備を? 施し. 数年の間に全〈面目を一新して居る 即 ち舞i r :

!! 賢明に於ても高 崎光の電球を使月j し、高能率の反 H笠を附し、或は之に 「ホリ ゾント ライ

ト ｊｦ プラットライ ト ｟ｪ ｬ スポッ ト ラ イト 」共の 他各匝品部Ａ照明裕具を併月 ｪ し 、 調 ｬｾ 照 明の改

苦に切蛍して居る。叉客川21!({ Ii月に於ても観客に光源の11ぷおj( を感せ' しめす安! 忍を興へる様、

直岐 l !HI明より間接，I!(( II月による itj i '，" J を有して居る。努f . l 量接出も漸次電プJ を，yft{}目する こ と多〈

廻り焼事 、 ｩｄ 上り装世 、 縦。呉 、づ Ｑ ＱＱ 午 、 ＱＱＱｴｯ Ｚ芸背景等も電動プ ｊ を 利用 し て ｊ， ｾ ｉ Ｎ 降せしめ白 山 に線

作 して居る 、 努｛広の ＡＡの ｩ 月初 ｊ 足、 背呼 効巣 等の 析 らし きｉＮ ｦ｛Ｎ ｾ 用方 幽 ー に 主つては金 〈 電気の 力に

侠 たねば共 の 効 ｾーを主告げる こと が 出 来な いと 言ふも 過 言ではあ るまし、 。

大|波;ik舞伎座の電気設備の設計に首つでも此等の結に悩ぶして諸種の施設営せるが共 の

内樹新なる設備方法として禦ぐべき m: なるものは左記の事項である。

] 配電設備 として電源自働切 L免及復活装置を施しにる こ と。

2 配電方式は交流三相/ i 日制式を係胤せる こ と。

Ｓ 休 ｩ ｊｩｩ 中 又は 閉 ｩ ｊｦ ｩ 小に使 用するＧｾ駁及動プ ｊ 汗 ｪ と し て ノ ｪ 、 容量の鐙監維を設世して之に ＭｙｊＮ ｸ

へ電力料の低減を 計り 1=るこ と。

-! ＡＡｩｦＧ 亭 Ａ ＡＨＨ ｉ 明設備とし て はお＿型の「ボ ー ダ ー ラ イ ト ｊｲ フ ｾ ｾ ト ラ イ ト 」 の外に 「 ホ リ ゾ ン ラ イ

ト /' クラウ ドマシン 」等の新設備をなし仁 ること 。

5 よむ事J! ( ( 明の調光装置として「 デ インマ ー」及「オ ートト ランスデインマ ー」の二つを併用

し各 k 其の長所{ e 護蝉 し得る こ と。

。視覚 ｪ 市は 硝 子持兵と間接照明 と の併 ｊｩｪによ り客 ｭ ， Ｇ に華麗に して 柔 和 なるｽＡｻｾ明営地し Ｗ 二

ること 。

7 一般!! 日明片足具は nて高能率、の 'ii 'f 子庶具を係用し日つ補予の形 j伏を二三極類に限 定し之

を泊首 lこ組合せ 1二るこ と。

8  ｾ出 ｢ 舞 華 、 迫 上 ｢ 、縦 i帳、防 火扉等の機峨装置に電動ブJ を，Yi起用し自由に操作し得る こ とo

3 5  
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9  ｾ在 席 、 廊 下 、 食堂民 の 他 の 各室に場内放 ｴｚ 設備を千 ｊ すること っ

10 舞長のfB披は j 主の命令を管理主より殻せしめる方式そ院 )-11し、之に専m電 t活/ えぴ屯鈴

装 置をmひ7こること ，

以上 はぷ{ 枯の内半!?言巳す べ きも ののみを 翠げに のであるが全般の設計に賞つては主 として

共の照明方法幻却場諸機N，¥;の屯化と に勿め Tこの でめるが 、約 一ヶ月 の世献に よれば大鴨川

期の目 的を達し得? こと考へ られる 、次に其の概要を詑M_ i ; しゃ う。

1  舞葺照明

元来劇場に於りる電 気 ｮ 刈 ｬ ｦＡま ＾＾ｬ ｾ［［Ｚ 効月 ｈ ｴＧ最大ならしめ 、 ＱＱ 型容に充分なる慰安と満足とを

輿へることに留意 し立 ｾ ｉ す べ き ものである。従って Ｒ 昨夜間 Ｑ Ｑ ＩＱの設備には 相 ＿Ｒ の 費用を投じ

完備せる施設を なし高全を期すべ きも のである。

1;吠米各国の大劇場はケj 命我問の大劇場に於ける }jl白z設をはるに皆此の: P . }i に切意し 、相官; の

設備を施して居る 。 持直のＮｉｉ Ｈｾｕ 月方法及び止器具の附 ｩｬｩ 配位司Ｚ・は「レビユウ」 上 演劇場と ｩＺｽ ｦ｜｟ 舞伎

上倒産IJ 場とにより之を異にす るものであるが ‘ 此の度Ij 場は l秋>>H文上泌を目的として主主築せ

られに 閥 係 上 、 共 の ｊＡ Ｈｾｕ 月設備も之 ｬ こ ，Ｇ， ｜ ｉ ｊ ふもの とな っ てほる，民 ｊｬ ち「ボ ー ダ ー ラ イト ｊ i フー

ト ライト」により政，玄の一般 ＡｉＨｾｕ 月を行ひ他に「スポッ ト ラ イ ト ｊ i ーリースペンシヨンライ ト」等

の柿助設備を設け 、局音j¥!!({ ｬｉ Ｉ ｪ を 地 して似る。 め ｝ 闘は ＾＾Ｑ｛［弔問 ＱｉＩｪ総具 の配 世を表し 、 ｕ ｾ I  ・衣

は民の長さ 、設備森:日; 主与を示すも のであ る。

1・， 7 ー トチイト

l 負τ - ; f - "ーダーライ ト

S サスイシシヨンライ

ト

2 第二ボーダーライ ト

3 第三ボーダーライト

4.H古賀i pqボーダーラ

イト及第 一ホリゾ y

トラ イト

5 第五ボーダーライト

6  t ! ' } 子三ボーグーライト

11"  ｾ ｲｪ ニ ホリ ｙ ・ ｹ ト ノ

イト

7 第七ボーダー ライト

c.; "テ ウドマユノン

F ，花道アー トテイト

第 1 ;表 大阪歌舞Ｈｾ吐 ｪ 年去照明器 只，Ｆ｟波留 ｩ￬ 容泣表

器 具 の 名 籾 器具 ノコ長さ 也事ｃ｜ｾ氾 色の主主義足

プロ セミアムボーダ ーライト 24米 2∞ ¥¥' ><. 81 3色 との外に

第一ボーダ ーライト 21. 6  2α)  ¥¥' X  144 4  スノコ ｘ ＩｊＭコン七ン ト ＳＹＱｦｾ

ｴｲｾ ニボ ー ダ ー ライト 20 2α)  " .  X  140  4  同ζ コy 七Y 卜 57 

サスペ y シヨ y ライト 20  50 .¥ x 20  4  スポッ ト}I] コy セン ト23

第三云 ボーダーライ ト 21  2∞ ¥¥'  x  72 3  

第四 ボーダーライト 20 2α) "  x  72 3  



第 ー ホ リ ゾ y トライ ト 20 5 0 A x 2 0  各 色

負 主 杭 ボ ー ダ ー ラ イ ト 18  2α)  ¥Vx 6 0  3  

第 六 ボ ー ダー ラ イト 16.5 2α コWx 6 0 3  

ク テ ゥ γ マ シ y 3，α ) QW 

第 二 ホ リ 〆 y トライ ト 14 50 A  x 2 0  各 色

第 七 ボ ー ダ ー ラ イ ト 14.5 2α)  Wx 5 4  3  

フ ー ト ラ イ ト 25 6 0 Wx 3 6 0  4  

花 道 7 ー ト ラ イ ト 13.5 60 'v" >.90 2  

之等「ボーダーライト _J フートライト J サスペレ シヨンライト」等の器具は鋒葺装置j伏態

により光力を蟹化する必要あるものであるが其の調光援世として「デインマ ーパンク」及び

|ーオートトランスデインマ ーJ の二つの装世に依って居る。其の内「デインマーバンク」は「

ボーダー ライト _J f - アートライト」の調光に月1ひ「オートトランスデインマ - J はま軍事スノコ

ヲく引ニコンセン トより{ 史刑する「サスペンシヨンライト J I サス ペンシ ヨンブラッド ライト」

「ホ リゾントライト J 叉は床 コンセントより使用する「サイド ライト J/ "l) イドホリ f ント J I  

スポッ トライト JI サイトストリップ ライト」等の調光に使用される口

元SkW司光接世としては制光の際其の 光度の鑓化に内階を生せする滑カ s に其の目的を主主し得

る事が必要で あ る、従って其の段階の数段階と段階と の電雌差速度等は調光せられる電集

者器具 の 電球 の ｪ 之 さ、民 のう ＧｴＺ［ｉ Ｉ 特性及容量等を考慮しで主 ｾￍｊ べきものである。「デインマ ー」

制光機は「ニクロ ーム紘」 の如き高抵抗{ f 闘盤内に牧め . 之に泊首の「タップJ { t >設け 、摺

勤刷子の接網運動により共の抵抗値を制基盤して電球にカ11はる篭監を捷化するも ので . 其 の

特性上 一定の容量のも のに 111ひられる。 即 ち「ボーダ ー ライト j l 7 ート ライト 」等の電球の

穴さ及び共の設備数 一 定にして鎚史せさＧるもの〉調光敏世として池宮である。之等ｻｦｾｊ､Ｚ

組合せ一つの「パンク」となし . 之にま変動装置急: 勤数世を?な し. 制光速度を鑓へ得ると同時

に 「ローカ ;1 . - コントロール」及 1'" スタ ーコントロール J I廿紀子により. 各l間毎に叉各組毎

に或は全装置を 一度に調光し得るも のである。「オ ー トトランス デインマ - J 調光機は受肱

器の二次線倫に適賞の「タップ」を設り 、前述と同一の方法により調光するものであるが.

首 ￭ｪｾ は之に媛鎖すべき務具の容量一定なる主誌を要し Ｎ芳 ｩ し容量に襲 化 める時は剥光度に誤

差 { f 起すものである 、然るに「オー トト ランスデ インマ - J は之に接観すべき昔器具の容量袋

化するも調光度に鑓化含起すものでなしコ従って舞華接世により容量の饗化する「サイド

ライ トJ rサスペンシヨン ラ' l J-- ｟ｉ の 訴 ｪ 光装置には適ｾｾ［である。

第 2 表はま草葺J ! H明nJI オートト ランスデイ ンマー」及「デインマーパンク」の容量反故量を

示 しTこものである 、叉 第 2 圃及び第 3 聞は其の形J f k { f 示すものである。

買n 表 オ ー トト ラシス/ え デイ/ ' "? - 数泣 表

ヂイ Y マ ー パ :/ 7 容 盆
オ ー ト ト ラ ン ス 谷+iit

3.6 キロ 3 選
20 キロ 3 議

ｾＱ＠ )(1 
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第 2 1品1 オ ー ト トラ ンス デ イン マ ー

首; 3 凶 デ イ ン マ ー パ ンク

xl  ｾＹ＠

ことは} : I ; . の小児 L とすべき事である。

刻五日時具の内此の劇場が他 に誇り得る

ものは「ホ リゾント ラ イト. 1 J.止「クラウド

マシン」 のJ武新設備である、持直内に 二

つの「クツ ベルホ リゾント 」の抜世を有し

主本の大「串 リゾント ライト」及 「シ ーメ

ンス 」った型 「ク ラウドマシン 」により之に

犬 自 然の現象を共の催表現し得ることは

悲 し 此の度Ij 場のみが持つ総針的誇りであ

る。此の外 降雪袋世、風. 以Jキの他 のJ疑

昔袋世等ｾ有し 、 舞芸［ 効Ｊ、Ｂ 計響が ｉ ｊＪ ｾ

助長せしめて ｴｴ る 。 此 の ｾｉｉ ｾ 理想 的松 山

を設け件? こることは誠に喜ばしい次第で

大阪に於げる誇りである。

2  客席及び一般照明
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舞 事J照明に次ぎ設

計上 留 意すべきもの

は客席!!H明で 、翻 理

Ｉ Ｇ ｾ ＱＧＱ ｊＮ相首長い間間容

と交渉{ t > 有つもの で

あ る、 従って其の !!( j

明は議付 いに柔かい

策分を? 醸成し些かも

概容に焦燥嫌J君、の念

を輿へて はならぬ。

此の劇場の設計 lこ首

つては此の貼に非常

4 0  
ど三

ν/ 
叫 μzシ

9  

な苦心 を掛 って肘る 。

先づ客席疋聞の 「プロセ

ニアムア ーチ」 の犬等{Jj舵

二階及三階「ギャラリー」

端 の凶筒硝子燈具のi!li筒 、

各 「ギャ ラ リー ｊ 下 の ｬｈ む ｪｾ 的

壬|ニ凶問 問子総兵 . 之に配す

るに大天井周回の間接照明

を ｊＧｊＮ て し此等 Ａｈｾ 明が混然一

胞となって場内は輩出清fさ

な感じを輿へて肘る。各川

入 口扉上部にも椋示問、通

30  

20  

，。

/  

γ  

雪-A 電圧

色。。

，.。 9 。

8 0  

' ' ; 0  
句。

ゐ。

s。

80 
"。

色。 30  

20 

2。 ，。

。

ｾ＠
L三

ｾｾ＠ 陀問AT、E1RE  

PIM門本三i 民、

10 J 。
5 0 ‘ 。 80 100 110  

" 0 。写Ｂｏｔζｾｃ ｾ＠ (， ./今， t弘、 v・.. ￰ｾ Ｂ 民民 ｕｂｶ 民 ｬ 包 ａ t/ '; C  J IIL L4愉，. ，之

/  
/  

----

;晶画 ネ トト，. }  ｾ え れー ト ｈ ti ，¥.早

.，.-:: 戸!

，/' " 
ｾＯ＠

ν/ 

Lゾ /  

v  

" p  〆
レ/

/  

PP K  

V  

/  

どど

2。 3。

1'010  OF' " 附。T ζ " "

1 "，今 ・ きに

HARA汀ERI T I( Ｈｖ ｾｙ＠
llEoRF EOK  

ロ且lLI.I2 国 坐f l Kl

"。
s。 6 0  ' 10  

r OR  ｏｾ 民 《 拠 ａ ・ ｕ ・‘ ｉ ｚＺ ａ V5 t. J・l. " ・m 阿，_

路には「ステツプ ライト」各天井に は不;'"Hff { t > 設けである 、此等の !!(j llfj ( J . 其の明械を舞孟:J!( t

ｉ ｬｊ ｬｾ 主にて行ひ 、 七立 の「オ ートトランスデインマー」により訓光 ［ し得るものである。

一般照明日5具に就し、ては板硝子、凶 ifij 硝子球J伏硝子の三種類の制令せ により建築と調不11

す るｴＮＧｉｦ兵を設計製 作 よ し Ｑ］ の である 。 附子は 凡 て「スキカ 。 ケ」硝子を ｔｊＱ ひｊＡ ｻ ｾ明能家を高めるこ

とに fYl 意し? こが共の結 決は!!日 lリj 上よりも亦経済上よりも良好で あっ1こと信じて居る 。従 米

の ｊＡ ｾ ｾ明裕具は ｪ ｊ｡明能事を無腕 して試計 せ られ一種装 飾ｲＮＩｦ ｊＱ と考へ らる〉 も の〉 往々にして

児受り られる ことはJ ! HIリj技術的ぷ I白{ より制察すれば誠に拙 なるもので燈具としての目的を

泣却 しにものでめる。 此の劇場に別 ひ7二股具 の硝子及会兵は¥' " スプロダクシヨン」により

製 作 し得る矯め 11' i絡も低減し得る結以となっ 7こ. 此 の叫i一新機車Ih{t> 1+¥しにも の と糾すべき

でめ るD 客席照明及び一般j照明の}Uu兄は 口輸に示して居 る。
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第 5 表は客対J及び一般室の混度の賞測fu直を示すものである。

第 5 表 大 阪 歌 舞 伎 座 限 度 表

一階存席前部 30 - 501只燭 一階廊下 6.5i火燭 各階大食堂 8.- 121只燭

/1 

中 央 1 5 - 20 一階ホール 12 H  小食堂 9- 16  

/1 

後部 10- 15 二階廊下 8  喫茶室( 外来〉 18  

二階客席前部 15- 20 /1 ホール 8.5 活、板前 36 

/1 

後部 7- 10 階両i下 6  玄闘入口 17 

三階客席官I! 部 9- 20  11 ホーノレ 7  百五1"lI ill 路 3.5 

11 
後部 7- 13  四階廊下 8  

五階 H 8  

六階 H 8.5 

七階 H 8  

3  配電設備

劇場内の電気設備は絶望tf 無停電なることが必要保件である。即ち寓ー送電線共の他の故

障により送電力: 停止せられに場合は速かに他の電源に切換へ場内を瞬時も暗泉に陥らしめ

ない設備を施 きな りればならぬ 、此の方法として極 k の施設が行はれて尉るが大暗号たの三

つに分けられる。

]  . 蓄電池叉は瞬時停電珠備費電機を備へ之に切換へる 方法ヲ

2. 受電電棋を二重とし之を相互に切免へる方法。

3. 場内 lこ自家張電装置と他より の受電設備 との二重設備を備へ之により配電を行ふ方法

此等の方法の内第三の方法は場内に自家護電装置を備へ、之より常時配電を行ふが故に詰

電の雌賓性を期し得られ理想的であるが受電設備との二重設備を有し . 多額の設備費を要

すると共に経常的経費も尚む結果となる。

第一の蓄電池又は橡備瑳電機に切阪へ詮電する方法は小規模の設備 に於ては行はれて居

るが 1. 000 rキロワット」以上の設備を有する 大劇場等に於 ては適切なる方法と言ふ ことは

出来ぬ。元来蓄電池は最初の設備が多額なる こと、相官の据付場所を要すること 、排 気 装

置等に特種の設備を施す必要 あること、維持及償却費に相蛍経伐を要するも のである、叉

Ｗ 象備稜 電機を＿備へ 付げること は極めて多額の設備貨を要すること及び我閣の現 ｊ 伏は米 Ｑｾ 大

容量の費電機を製作し得さ' る欣態にある矯め此の方法を採用することは困難である 。

第二の受電電源を二重とし之を相互に切換へる方法は各所に於て行はれ 、我悶の目 下の

配電j伏況に於ては経済的に叉技術的にも最も適切な方法と考へられる 、従来のものは其の

切後操作が手働式の もの と.簡易なる自動式のものとの二つの方法が行はれて居るが .1
iずれ

も場内を相芭・時間停電以態に置かしめることと送電の雌貸住に乏しい欠結を有して居Tこ。

大阪歌舞伎康は此等の欠貼を除〈矯め日新電機特許自働切改装世そ! 日ひ、大阪市電気局

より系統の異なる配電線路二同路を
t

打込み、之より配電する方式を係用しにのであるが .

英の試験の結果及び共の賞蹴に徴するに其の働作の雌貨なること 、経費比較的小額なるこ



との了.つ の理 fhにより :M: ち泊切なる方法と信じる 、此の接置も我岡の劇場に於ては最初の

試みでーめる。

此の自 { 動切放装置は数例 の総電線の働作により; I t の 切換及復活を行ひ殆んど翻容に停電

を感会lI .lt しめないも のである。

A の特徴として取げれば次の通り で ある。

1・受屯川路 2 1111糾 の 1̂1共のイIIJ れを常11fli 及像11mとして任怠に泣傑し得ること。

Ｒ ，常 備 ｲｬｲ 阪が停電及電周ｾｾｾ降下せる場合は直ちに務備電源 に自働切換を行ひ常 備電ｩｊｊｩｬ Ｑ 友病

すれば更に之に自{ 助役ー師すること 。

3，常備電源腕時停電の| 際或は常備2 * . 1象備電源が同眠時に件; 電し同腕時に復古17せる 場合も

ズ' :: ( 弘幸断即日の1動作により 雌貨なる切 l災復仏11似l 作を行ひ短絡のE誌な きこと。

4，自{ 助切換及復仏! ? は{ 動作雌貨にして作f1tl J時短 か 〈停電時を最小限度 15 1サイクル」に保

ち1'J- 1: ること。

0，櫨電総の作 働11手間は任意に調整し作ると共に送屯J j
J
共の切i災操作を行はす¥ 切 除按置

の雌貨なること を役i控に試験し得ること。

(i
切倣操作は向 i動式、 手i肋式何れにも 任 じ立H": 裂し作ること X i 民衆的、機械的 「インター

ロッキング」は側めて帥貨なる こと。

ｾ ｜＠ Ｘ Ｑ 副は此 の自 ｦ ＱＧＩｊ ｾ ｊ 換法世 の 接続刷を示し 、 ｕｾ Ｖ 表は共 の向 ｻｾカ切換 及復島 ￰ に要する ｈ 守聞

を示し 1: ものである。

，̂  
111 

j  
rfh初省' " 品HI司

... 

“  

....... 凶L

ーー

第 8 問 自 働 切 換 援 'rl(

気， 6 表

( 1)  祁・骨1i 1正i原停電 、激官iiiGi原に 切換へ た る 場 合

41 
X I  
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綴fli 器 の 定 位 置

0. 1 秒

0. 35 

0. 4 

0.45  

切換時間

15 サ イ ク ル

28 

33 

36 

( 2)  Ｇ￬ｩ｜Ｇ 備 ｾｬｬＺ ￬ 原 瞬 時 ｦＴＺｭ を起 し 激 ｦ￬ ｬ￬ｦ ｴＮｩＺ ￬Ａｾ に υｪ 換へ更に Ｇ￬ｾ ・世 ｬｩ 干ｇＺ ￬ 原 に 彼腕 の 場合

総 電 器 の 定 位 置

5 秒

4  

3  

2  

切J換 時n:) ( 彼腕時間 を合む〉

156 サ イ ク ル

127 

96 

68 

44 

次 に配電設備に於 て常備屯燃及動 力 ＡＱｾ 電加を設け＿こること 、配 電電慌に交流 ｊ ｏｏ rグオ

ルト」三相問紘式金保川せることも其の特記すべきことである、! 上IJ :場等に於ては間前中は

大容量の電力を使rnす るも休演中叉は開演後は 小電力にて; { るも のである。斯〈の如事場

令 、大容量の盤国里総を常に充電し置く時は其の銭慣の電力貨が相官多額に主主するも ので此

の欠黙を除〈に努め 1: 、叉従来の配電方式は多〈交流三相三線式、或は軍相二線式を採用

し居るも 三相同線式は官級の経桝上最善なる方式として推. 奨すべき感理的論擦に碁き之を

採用し共の長所を護事11せしめて居る 。

費電所設備を摘記 すれば

電燈用鑓鴎撚 200 rキロ」

低 ｭｾ 動力月 Ｑ 鐙 Ｑ Ｑ 堅持 200 rキロ」

常夜燈用鑓酪古島 20  rキロ」

常備動力刑境監務
3 0  1" キロ」

高駆動力用設備
300 rキロ」

高 ｉｏｾ 電燈月 Ｑ 設備 ]  00 i キロ」

H央寓用蛮電機密肱博
ｾＮＧＩ＠ rキロ」

3 ム

lコ

3  ム仁I

1 ムl' 

2 ム1- 1  

2 相

I  来日

l 台

7象i1lll 1  'fi 

高座電僚とは屋上スケート」専用鑓電室に属するものである 0

2!'1 ! J ー 10 岡は鑓屯所自 f1)J -lJ J換機及其の装置を示す。

4  廻り舞華、 迫上り及舞牽諸機構

大阪歌舞伎座に於りる鈴台装置の内最も特色あるものは舞台諸機隣の電化である。

廻り舞台の同特級世 、迫上り装置 、縦限防火扉の昇降装置等何れも電{i) J力を際問して舞

台商にて操作し得るものである 。斯〈の如1< 大規様に且つ理想的設備を絡し? こるは我聞に

於ては此を以てlft 矢とする。

共の仕機概要を摘記すれば次の通りである。



1・廻り舛 1L?

直fii1 外食 60 ) (  内金- 12 ) (  

向!1i: 戸、Ji 主 丹] (i OO TiP 内外 yt， 70，800J止

イHr ｉ ｬＡ ｾ 杭 ＱＱ Ｇ Ｑ ｻ ， Ｚｦ 重 Ｒρ ＡｩｆｩＱ

([ ^ J殺 のみ) 1，R7巧旺

般大州，n: I  " 引 0 厄

(  [λl殺 のみ) ] O，500 1il 

廻脚速度 l 同iji 専に付 川秒一 180秒、

電動機 ｝ Ｐ 馬プ ｊｾｾ 司 誘導電動機 Ｈ 捲線、型 Ｉ

運脚方法 舞台上手にて 制御片品を操作

す る こ と に よ り 辿 度 調 給 及 }J 向姥 燥

を行 i 、

2 大辿 上 1) 接 世

大 き 長さ 30 ) ( 幅 12 ) (  

自重 3，3401-ii: 

者1{ M-i :  松 ｉｾ｢ 終 和 ｲｷＺ 1，875 J-ι  

最大 荷主 3，7fi O屯

昇 降行待ー 14尺

昇降i主位

1:j 分 l 5) ( - 35尺

電 動 機 10馬力 3

相誘導電動機 ( 倦

私 型 )

運Mi 方 法 舞 台 上 手

にて ;!i lj 御桟を操作

す る こ と に よ り 界

降す

3. 小迫り法世

大き長さC j ) ( 幅 1; ) (

昇 降 行 股 14  ) (  

昇 降 速 度 毎 分 25 ) (  

電 動 機 3 馬力 3 桐誘導電動機

!:f; 101叫

第 91品11 1:1 働 切 符 役

主主 RL 所 内em ifrr占ノ、 - ｲｾＩ＠

運騨方法 地階床上にて制御総を操作し速度部j奈生を行はす'

4. 縦帳 昇 降 装 置

4 3  X I  
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ｾＢￆｩ 介間口 Ｑ Ｑｩ間

同 高 さ 22.5 尺

プ) - ' - 棚高き 1¥0  J-!_ 

鍛 帳 自 zp - 2 枚共 900 封度

昇降速度毎分 ＳＮｾ 尺及Ａ￭ ｏ 尺

ＮｬｲｻＮ 降行程 Ｒｾ Ｎｏ 尺

電 動 機 2 馬力月相誘導電動機 1，800 同特

操作方法舞介上手 の ｾｉｐｉ ボタン」 を 抑すこと により昇降す

6. 防 火扉昇降装置

5 馬ブJ 3 相交流電動機により昇降す

此等の諸機構は各附係技術者の特別なる摂ブj により 完成 し得 fこも ので共の内最も背心を初1¥

ひ7こるは廻り舞台及大泊り接世の機構である 、失に此等 に就き少し〈 説 明 しゃ う。

吾 問 に 於 り る 花 *の然高:は殆んど大部分木材をキu立 て ':> i1!t lJ Ｎ 珂宮下部に ｾｉ ｪｬ 俸を取り 付

り奈落に於いて数人 の 人が此れ を 廻持すると 云ふ 極〈幼 ｭ なも の であっ Ｗ こ。叉迫上りと ｦ￭ｾ

するものもロ ープにて之を釣 し、奈搭にて手で 'il き防げ るが釘l き方法に 依 り速度 等に附し

ては全然考慮せる 事無〈板〈小規模の もので あつ に。然るに時代の進むに つれ康IJ 場の設 備

も主主 k 大 規 模 と な れ 又従 来の歌舞伎以外 にレビ ュ ー等の 間前に際しては鮮訪の廻持及泊

上 りの昇降も迅速に行ふ必要を生するに互つに のである ♀従って在来の方法に 依 る時は多

数 の入手を要し Ｑ Ｑ ＱＮに不経怖 のみ な ら す・芝居其のも のの 要 求 をも減＿こす こと が 出来刻 ｉ ｾ い ［ｖ ［ 態

であって 、機械を! 修用せるも ののHn見を痛切に感じて属? このである の本廻り鮮高に於いて

ｾ←同組 ＧＱＱ 守 Ｗ 平 ｪ ｾ 同

A  声、世，J:. . . ‘1 r--. 

'" .・'1 ( 舟傘、ノ

王 、ι -" (  ，十年)

もｾＺｴ の 則に充分切立し 、 現代 の ｾ Ａ ＨＧｾとして

遺感なきを期し?この である 、即 ち鮮高装 置

は総べて機械的にして 舞苔・聞 に於 いて単に

ハンド ル金廻す こと に依 っ て陥l時随所に廻

脚伴止又は昇降を行ふことカ ;/I' ，'Ij<iる のであ

る。

舞苔は間 口 15 聞にして共の 中央に廻舞

誌が設け られで あ る。廻り >>w誌 は全部 銅 銭

製にして第 11 附に示すが主n<  ｴＡｩｦＮ平ｾ 60 尺の

外食と直体ｾ 42 尺の内設とよりなり 、|スj f.{;:

に 3 例外設に 1 例 の迫上りを有し花道に向

一つの迫とりが設りら れで ある。

内余は舞華商 と地階商( 奈落) とからな

り、中央下部に 1 例の センタ{ ぺア リン グ



と凶} 品lに 16 佃の車倫を有し電動機に依っ て廻持される J

外盆は内側及び外側の下部に各 16 11Mの車倫を 有し. 在来使用し来れる如き. f lp俸を取付け

人プJ に依っ て廻特する 併し内盆外盆 同時に廻博する とき は外盆下方に設りにる同定袋置

に依って内外盆を同定し内盆の電動機に依り廻縛し得る犠装世し1: 。

組 ｩ 持減Ｚ 作は 舞蓄面に ｪ 沿い て可 鐙速度及方 向 鑓換を ｩＱ ｬ ｬｊ 禦絡に 依 っ て ｅ 互に 「ハンドル ｊ ｾ 廻す

のみに て任; 庄のjili 度 に鑓換し、或は停止逆廻締を行ふ こと が出来る 。

機械部は地階床下に 10 馬力誘導電動機を据付り . 減i ! s機に依って減蓮し其れ より 2段 の

幽車を経て働倫を廻縛する。中程の「クラッチ」は ili lj 禦器にて速度襲俊を行ひ得ると共に鑓

速を必要とする場合右叉左に入れ怯へて鑓速せしめ得る 、同時に電動機に故障を生じにる

時は「クラッチ ｊｾ 中央に置きて雨端の「ギヤ ー 」を「ル ー ズ 」と なし手助廻縛用「ハンドル」に

て働倫を廻耕せしめる のである。

ま軍事の豆量は内金 50 噸飴外盆 20 噸徐にして而も 2時五II! Iの荷重は最大 3，000 貫紋: 準荷車

7( 10 貰と指定 されて居る口

チリこ . 迫上り 31101外致 111川花道ーに 111M合計 5 仰にして 、内金のものは電動機に依 り他は

入力に依り昇降せしめるものである口先す大迫上りに就て迷ベんに 、其大 さは長さ 3U ) 心

削 12 尺にして 地階jぷ上 より 舞韮l古{ 迄の高 さ約 H ) てを 1 分間 15 Ｉ Ｇ ｾ Ｍ Ｓｦｪ 尺の速度で昇降す

るJ 大悼の構ii !tは地階床下に電助俊にて廻縛する左右 z111il の ドラムを設け 、此れ に捲き付

げられにる「ワイヤロ ープ」の他端を辿上り及卒術錘に主! 齢者し ドラムの組持に依って辿上り

の昇降を行ふのである。

辿上りは八本のロ ープで釣され 4例 の卒簡錘を有して居る電助機は 10 馬力誘導電: UJ J 機

にして減辿機 に 依り 減速し 、 Ｍｾ ｊ の泌車を経てドラ ム ｾ廻持する ｣ 高一電動 機 に故防ーを生

じ＿こる時は手動装置に 依 り電動俊を廻特してドラムを廻 ｩｪＨｾ せしめる 一 又 迫上 りの上部及下

部には Ｒ 仇 Ｑ の ｩ ｉ ｊｬ ｊｾｊ ｈ 品を附し自動的に 路を遮断し「マグネット ブレ ーキ」に依 りて停止せし

め綬衡瑳僚に依り 筒i放を防いで居 る。

迫上りを使用せざる時は間定装置に依り 舞葺 と迫上りを同定せしめ て迫上り の動揺を防

ぐと共 iこ其の安全を期して居るじ運仰は廻特装世同様舞事面にて行ひ 、速度及時間の調節

に使ならしめて居る。又安全装置を附して高- ，ロ ープーの切断した:場合の危険を無からし

めて居 る。迫上 りの荷重は約 4 噸にして最大荷重は 1，000 貨であ るコ上迫上り は長 さ9 尺、

幅 6 尺にして 3 馬カ誘導電! i L l J機にて昇降せしめる、共の速度は毎分 25 尺である。

此の運持操作は地階j末上にて行ふ ものにして他は大迫上りと 金 〈同様である。外余 jE! 上

りは幅 Ｔ 尺 、 長 さ Ｙ 尺にして凶隅を「ロ ｻ ラ ー チェ ー ン」にて釣し地階にて「ハンドル ｊｾ 廻

して迫上りを昇降せしめる。

花道! ' 11m上りは幅 3.2 尺. 長 さ6 尺にして 4 ;本の「ワイヤ{ ロープ」にて釣し地階の絡偽

機 の ｛ハンドル ｊｾ 廻して昇降を行ふコ此の迫 上 りは映潟等を行ふ場合花道 の 不必要な時は

45  XI 



何時にでも取外し得る様装置されてある 3

次に電動機及び首燈 ｴｊｊ Ａ の 問 ｾ ｴＧｩ 滋世は努ｽｬ 日 Ａ￼Ｇ， ｩｬ に 示す如 Ｑ <、廻 り雄韮の最下部に数十イ! 日の衆

電輸を設け ｬ ープラツシ ｊ ｻｦ総て活動機又はよ ｙ 長Ｍｲ白 ｩ へ の 配線と接 ｾｪ ｩ して居る。

以上 は大悼の中 ｉ ｉｾｬｬｩ であるが 、イ ｉｉｊ 分別〈大規肢の廻り純益ｻｦ J- Lて機峨力を以て運紳する

こと は最 初の こと 〉て橡 41せきりし波多の困燥にj y y過 し. 幾度か設，1-1鑓更を徐 {誌な〈 さ

れた 。

担災ＮｾＺは共 の使 用 円的力、ら ｊ 雪へて舌ニ響と振 ｬ￻ ｊ は Ｏ Ｚ ＱＭ｜ Ｊ得る限り ｩｴ 生りねばならぬ。然るに 舞

己主の重量は約70)煩もあり其の廻特
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7) 

は 1 廻特に50秒といふ可成速いj A

山であり又一方機械据イ寸に割り嘗

てられ? こる場所が狭〈担締抜世 J ' }、

外に 辿 t りの機械装置4 基を取付

けねばならぬ ;U、態であっ 1=のにか

、はらすすフレ ーム」の配置及び共

の ｾｉ ｉｩＧ［Ｎｦｦｩぃ動力体主主の 機械 に起る Ｗｔ

神話二に ｾ ｦ しては 特に 車 ＱＱＱ 心 の 斤｀Ｚ を

付 Ｑ｜ ひ場 所 の 狭 ｬＺ 註もｾｬｊｾＨます地 ｆｩｦ 床 下

の i韮か 2 尺 5 寸の高さの「フレ ー

ム」の聞に機械装置全部を設置す

る事にし1=のである D

上，it: の立11< 種々苦心の結 l↓りして

の機 械の運特も凶滑にゆきノミしTこ

首響や振助もな〈 地階床上 lこ相営

践し、/: 1¥出準備に劃する利用場所を

残し所期の目的に遁ふ事を得? この

である。

ｕｾＷ 表は大阪歌舞伎座廻り舞 Ｓ ・

及迫 (- - り辿度表を示し . 却 12 幽は

其の電動機の試験表 ｕ ｾ 12
1誼|は其

の衆電子抜置を示す。

ｾＱ 号

市 多

ii>声If!

( 詫意) ｴｊｾ＠ 7 表は本蹴小川島氏の

記事中にあり共 の 項参 ｊｈｾ せられよ



5  放送設備及借続裳置

大阪歌舞伎座に於りる場内放活設備は此の劇場が他に誇り得る設備の内最も尤なるもの

である 、既に述べ? こる如〈場内に一歩足を踏 み入れ? こる』は何人も必す・客席、廊下、食堂

等 に 於て社合r=ユース」、 告知案内 、青紫等{ f 放送して居る此の設備に注意を促されるで

あらう。此の設備は「ウエスターン」工trノξ ブ リツ クアドレツス」の方式に則 り日本電気株式

合祉の優秀な技術と最普の努力とに依り完成せるもので確に劇場設備に一新機軸を熟l し?こ

るもの と言ふべきである。

此の放送設備は客席後部の管理室内に放詮専用「スタヂォ」を設り地階機械室に指付けに

る機械装置を通じて各種の放迭を行ひ得るもので「スピーカへ|は殆んど場内の凡ての場所

に設げられて居る o 場内には専属の「アナウンサー J を世き 、此の「スピーカ - J によりf L て

の案内告知 . / ‘ エユ ース」等を顧客に会nらしめ或は内外著名の音主将・{ f 放迭して蒜聞の慰安を

奥へ、或は叉車業豪の有様、名優の科白も直ちに屋外に放送し得るもので質に此の新劇場の

みが持ち得る大なる誇

りである 、JJ 、下共の概

要を述べようハ

此の皇室置は第 14 闘

に示す如く主として左

の部分より成り立って

居る 、

( イ) マイクロホン 、

(ロ 〕結合パネル

( ハ )首I!段増耐音寺パネル

(ニ ) 終段増幅背任パネル 、(ホ ) 52話持月H!M(11ft. ( へ〕ラ ウドスピ ーカー

此等の装置はＡ［｛ｾ J  d 闘に見る主n< 一つの「パ ネル」に斜 l合せ機微室にて共欣迭侶j所を任意

に選揮し得る構ii!i としてある J ラウドスピ ーカー」 は紙設備 60 伽/( 内在地 36) で共の極額

は左の通りである コ

概客 ｲｦｉ ， Ｂ 舞ｾ 上 部 ｪ

マグナボックス 521 訪E ダイナミックスピ ーカ {

各廊下 R.  C. A.  ] 06 ダイナミックスピーカ ー

各 室 R. C. A.  103" " 7 グネチックスピ ーカー

屋 外 日本電気 549 - w受話採( ス トレー トホーン付 j

放進室内には 「ウエスタ ーンJ 600 W .  rカーボンマイ クロホン」及日本電気「コンデンサ

ーマイクロ フォン」を設げであるが卒時は「アナウンサー」用としては 「カ{ ポ ンマイクロフ

4 7  X I  
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H'D...... 

［ｯ ｾ＠

ｴｾ 一一」

巴 t' ，. ・"

't 1  IJ ，- ，' tk 且 1'<-: 1草月( &  ;t; !lc !;<l 

オ シ J を使用して居る

前段増幅器「パネル」

及終段増幅務「パネ ル

」の各装置により増幅

せられたる電流は「グ

ループスヰツチ J Iこよ

り音量調整を行ひ「グ

ル ープキ ーパネル」 に

て其の放送伯INi を選ぴ

所要の「スピ ーカー」に

諮られるものである。

各増幅務「パネル」の装

置は

( イ) N R - 2153 税

増幅器、( ロ) N R  -

2161 放整流器、 ( ハ〉

: ' ¥R- 2161 蹴塙隔器、

( ニ) NR - 2 1 8 6枕 整

流総より成って居る。

ダくに舞嘉信・理室、! 照明

室等の信披装置は専用

電話及電鈴信蹴装置に依り ＩＧ￩ｴ Ｚ， ｾに近い科を分な施設をなして出る、専用電話は 円本電気「

ハンドセットインター フォン J を刺1合せ? こるものでよ 〈共の使命を達して居る、電鈴信披装

世は「 ブ ザー ｬ 及信 ￇｊｫ ｩ ランプ」を和合せ Ｑ］ るもので ｬ ｦｴ ［ Ｒｾ な信 ー 枕 に川ひられて居る。此の外 Ｎ

柴ｽ刊行計史 、 間 ＩＮＮ［｜Ｇｈ ， ￭Ｇ 脱 、 ｾ ｉ ・ ｾＱ～ ｊ￭ サ イン ｊ Ｒ Ｘ 二 の 設備を有してか ｊ るが 必ｼ 人ｪｉサ イン」はＮｬ ＭＺｉ ｊｬ￭Ｇ製作所「

スカイサイン」式 を保川 し、れi[1友mキ11休即時間等3吋誕生11 しでか: る。

it 15 問 ｨ 文迭機械ｾ

以上 ｬｬｩ ペ Ｑ］ るｾｦｉ < 、大阪歌舞伎座に於りる屯試設備は 1.¥! lj 場本来の目 的を達成せしめん矯

め 釘ｾ［［［Ｚ 告Ｚ Ｉ市に ｉｉｊ '3tE得 る映り の努力 を必I l つに のであるが . Ｚｽｬｾ の Ｇ丘蹟に見るに 不備 の黙多 ｫ あ

るも大関 }ifr期の 門的をj . f し件 られ1= こと〉信じて居る。

之 も偏に 伝竹興業株式台市|、 才)・尿 、機 )1ニ、 i皮溢各課長のmwと. 鈴木喜市氏. 工藤誇男

氏 、大林キ11 今林部長、ノj 、111品、 i度挫雨主 任、 UI 口現場枇fi 初 め閥係技術者諸賢の献身的努

力主に依 れ之 を先攻し件 Ｑ］ も の で誌にＡ平〈感謝の意を表するものである Ｎ特 に ｾｲ［ 芸 ・ＡＡ 日 ｦｉ月

に就いては丸茂電機製作所主 、>>1(.. ［ ，［Ｚ機 ｲ ｬ ，ｾ Ｚに於ては 汽 工 ｉｉ 製法株式合枇上杉邦夫、松升 二 Ｑｩ ｬｊ Ｍ Ｍ 岡

氏 、放 送 、伝統設備は 日本電気株式合祉古川昭一氏 、配電設備及一般電気工事に就L、ては

11 新電機株式合illl: 小 )，'b恨一氏 一及株式合品1:弘電利:資問英了氏の援助に依るも ので全 〈諸賢の

済力の賜である。



犬阪歌舞伎座新築工事施工に就て

渡 漣

ｾ＠

会t

本工事の設計概要は小田 島氏の記述されますから、悲には施工に闘するもの L みを注ぷ

る事にいたします。大阪融委章伎座新築工事の設計が略 k 完成せられたので板園ひに着手し

ましたのは昭和 5年 12 月 1 日でありましたが、共後借家人の立退. 奮舘の取段、及び取片

付. 並に 多少の設計費、更がありましたので、愈々本工事の掘り方K 着手いた しましたのは

昭和 6 年 3 月16 日頃でありました。従って工期も同時に限定せられまして昭和17 年 9 月15

日K 工事 竣工の上ワ |渡 しを完 了し、下旬K は開館するととに決定い?としましたのでありま

す。

工事施工方針一一一本工事に着手するに嘗りその施工方針といたしまして次の僚項を モッ

トーとして現場に立ったのであります。帥ち

1. 工事 施工 は無理も無駄もなく最も合理的に進行せしむるとと。

2. 合理的施工の完壁を期するために工事 l亡関係するものが互に協調するとと 。

始め K 合理的施工の方法として探ったととどもは津山ありますが. 先づ始めに研究し次に

計重し、然る後に仕事i . 1 ' C 取り掛るととにいたしました、その中 lて最も重要友るものといた

しましたのは工事の進行工程でありまして 、基 本工程表は現業部から詮られたのであるが

向個 k のものは詳細K 研筑し現場で作製し然も巌格K 謹一守するととに努め ました。 材料の

納入工程 tていた しましでも必ら歩撤底的lて調子主するととにいたしました。例へば設計者の

示された見本にしてもそれは現在の吾閤工 業に於て可能であ るか否かを取調べ、撚 る後に

必要友時日を興へて然も必要友時期に問達先泣く納入せしむるととに努力いたしました。叉

職工 人夫 の千配 K いたしま して最も苦心いたしましたととは一定の人 員を求むる べ く長 く

使用し、且つ各自その日その日の仕事1 ' C 1 I lNして手待のを主い様K 然も全能力を禦げて努働し

得 るや うに周閣の環境を整理してやる 事に苦心いたしま した。仕上工事等K 劃しては よい

仕上を必要とする庭にはしっかりじたよい職人を選んで廻し. 少しく技何の劣るものは左

程重要完工場所で友い庭 K 廻すとと L し日11 ち技伺 1'( 際じて適任を適所に振り向けると とに頭

IH請を絞ったのでるります。

第二の協調は工事を合理的に進めると 言 ふととに到 しては必要依くべからざる i条件であ

のますので各職工叉は各工事が各自の仕事 のため l亡当分立 して相反 J慨するととの友い様K 特

に注意 を拶tひま した。叉何分首工事壌は首市随一の盛り場であるがために工事作業員と周

囲の人々との閲係も悪化させむやう tてするととに集を配ったのでるります。 との各工事者

4 9'  X I  
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の協 調方法の一例といたし ま して は時々特種工事の3背負者及本工事下請負人等を 一堂 i亡合

して互に協調せしめ各自工事につき互 l亡諒解せしむると同時に親密たらしむる ととに努力

したので あります。而して現場員はその中にあって各工事K 組踊のたい様l亡取計ひ遅る L

ものは鞭 撞 もし助言や助力を も興へ?とのであります。

以上 は工事1jfj，・E 方針とも申 J : ぐべきものであ りますが 、工事 施備と進行概況は大幅次の

通 りで あ りますO

工事地工概況一 一工程節 1 期( 奮鋭取設工事を除く) のぷ礎工事同、ては掘 撃 は腕さ

Ｑ ， ＳＰＰ 而坪最 深 Ｓ ｾ ) 心最低 20 )亡 、松杭何 8 寸、 長 411Mもの 8，400 本、J l i Jlifl の餓矢板長 S 米

をIIJ 延 150 r.J i等でパイルハンマー 2 志位( 撃設備と して 餓製荷防 リフ ト5 葺を据付け手当':1亡

依 り 残ニ1-.を搬出し 3 ヶ月 の日子を以て完全に終りました。

コ 程 ー第 Ｒ 期 ｗ� 控的分は銀筋コンクリｻト建 Ｒ ， ＶＰＰ 昨 ｩ 徐 ｾ ｾｬＧ ｮ 鎖筋 Ｓ ， ＰＰＰ D航建物の高 さ最高

部分地上より J 20 ) ( _ でるりましてとの陀の建物のi制ぷないH二の高低各階一様でなく 、}j (J i]".

上至って同期 ｉｾ { t > 哩えましたがコンク リー ト打に混介機 21 切株 2 ; j 主餓什建方 lては 15 噸釣り

餓製ガイデリツク高 120 J(_ もの 3 ;' ;;H; :j 揚設備としてステフレツグデ リツク 3 :;;r を設備いた

しまして 9 ヶJ:Jの 日散を以て完成いたしました。 χ 現 場 l亡於 け るi況i民土の試験結' *も l 平

方 料 iと付 最 低 H 5 最 前 200 むにて; 二る{ ｉ ｾ 良 の成主 ｦ ｬ でるり、叉最も王ｩｬＧｩ ￭ｴ とせ 叱 る ｫ 鍛 Ｇｐ ｊＧ の現場

lζ 於け る電気熔接も )1 口内 : 1: 並にY ，' ，川氏によって選抜せられたる熔接工及tfH主体主? 採J IJ い

たしまして 、イドjれも 1 卒) ; お'1¥1とっき 35 厄の抗仮プj イ111度 15 パ ーセントの好成総を得たZドは

最も幸とする ととろでるりますu

二 ｱｴｾｾＳ 期の仕上工 ｾｦ にるたりまし ては イ ｦｬｲｾ lの部分もその立匠が芭1¥H亡して市佐なもの

で苛 ｴ 芙ｼ亡流れ十位宮ｾ i'C !t I"( せすーしてJM場とし て11よ大効; . j ! ; {t>f } ょ うと云ふので ありますから ;減

に苦心いたしましたが常ひ各業 者の1公秀なる技術とちf ブJ 1[. 依りまして大過なく完成いたし

ました o 1，'，iほタイルコ・ 'J ｩｾ に於きましでも他 ｬ てあ まり 類例 ｪ を 見 ざる多 古 ｩ Ｚ のタイルと三予測 Ａとせ

られたる色タイル等を佼 川いたしま したのであ りますが特製附)Vi が 非'j;? によくその立ff:を

全う したので・あります。

ドf.ji市q'j H設備は脊が凶に於て jl 之大とムーわれて }，'i る担特別三(挫世及び同何.j1tJ 設備111辺見1I 築

ｬ 亡あってＡ，ＮＡＮざる ｫ 大たる Ｇｲｬ ＺｩＺ気口 Ｑｮｩｬ 冷暖 Ｉｽｊ 設付 ｩｩ 叉 ー ｊｩ ｩ ・中にありて ｩ ， Ｇ， ￬ ｖ ま冬期のず ｾ山にあら ざれば

出来ない}II快なるアイススケ - 1';; 先制li は百 l乙 400 j白i坪に偽るもので 、共 他 J l ケ Jifr lと除る Jl.

昨機設備、衛生設備 'Jj 各 k 各製作合枇の特段のちfブJ にクトならない事とイr じます。叉抜飾及

家具工事等も 亦: 11肢の :j ，く初であります。

以 k の如l く総延坪 G，OOO ｬ￺ｩｪ ＧｉＺＧｾ 訟の 建物 を Ｑ Ｘ ヶ月Ｈ何航 Ｑ 収肢をｼ徐ＨＩの短 日月の聞に 竣工

を見ま した，} ¥ーは施主たる 千日 :1Ｚ地建物合ￍｪ ｩＡＺ ￍｉ Ｚｊ ｉ Ｚｩ￮ｩ ｬＺ 長 ｾｦ ￬ め Ｑ［ Ｈ［｝ Ｉ［ＱＯ務並 ｬ 亡千 ｦｪｬｬｬＺ 係員祐 一 氏の劇 場 建

築に深き ｩＲＱ Ｑ ｈ と貴 ｊｆ 友 るキ Ｚ［ｾ，ｾ ，殺 とを以てｾ l.j H: せられたるを以てその指示指導忍く泡切 lとして

無駄 も無理も なかった事 1[. 起 Ikjするものと感謝いた しますると同11W:: 11止大の敬意営表する

ものであります。

最後に今林小川島剛氏の設計立| ぽ黒川氏の陥 ii!i と1"[ 敬立を去します 、がI現場地」ーに首り

貴き指導ーを興へられた波部 ， ｬＭ 吾氏及 、 下 ｊｎｩｾ 者祐氏 ｽ ＱＨｾ i 'C現場従業WI U¥" I亡到 し指導とそ の

努 力 精Vi ihjtL i架〈感謝いたします。

能り ｬ て協合員諸氏の位ＱＧｬ也康を ｾｩ ｩｩｾ し ｩ ｬｈ ｪ ｾ ｦ｜ Ｚ するととにいたします。
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含 1 ・ 正 面 全 景

大 阪 の 荷 玄 関 であ る。治;由瓦Ji.i: 心、3事情 と い ふ繁 手作地の 中

心へ 飛 込 む で ゐ る 市 海 娘 道 の F ー ミナノL ピルデイ y グ

で而も階 ｴ には高 品 屋百 ｪ を応 と い」、 阿 ｛ ｴｾｯ ￎｊｬ ｩ ｾ こな 銭Ｇ 丹

鍛 j坊 位 で 外 部 に は 図 搾 テ ラ コツ F ー を猿詰め で ある。

俊足fi; な ア ーチ柱引の主主¥1. 0 七府 建 の 大津 築 で あ る 。

俄 ＧＱｾ Ｑ Ｇ 靖子の 庇 が 前 面会部 ｬ く 廻っ てゐ るのも停車場の風

絡を骨/jへてゐる。
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官 2 ・ホー) [ . . 全景

際のホ ール。 壁商や粍砲には大卸ー石を怒

ってある。篠沢 の/ r . 側は切符賓場 、右側l

は改築札 口 と案 内所、 中央突包' リは喫茶

J i Sになっ てゐ る。

;¥154 



3 ・ 正 面 庇 の 一 部

4 ・ 大 入 口 上 テ ラ カ ッ タ ー

3.
4
. J ニ下問凶共際の入口疋而庇を見上げたもので 、俄 骨精子の庇 の様子が明瞭に理解出

来る 。入口上 の祈i の装飾 l土南海鍛訟のマークを型取って闘案化されたもので ある 。

らら X J
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合 5 ・ホ ー J L. 妻 装 飾

5- 8  ホ ー ノ ｌ や入口ｾりの ｭ 絞ｲｲＺ示す勾反

を集めた。妻飾 、 主 ｲｾ Ｚｴ｜ Ｇ［室 、 ｩ￹￮ 絡子 、 大 ス タ

ｹ ド［，ｾｾ内部の波｛司 ｬ の ｾＮｚｪ Yちをよく 示 しア ゐ

る 、 も ｬｬＺ ｴＧ ｾｉＨｬ ｪ か正宗欣と ｾ｜ ｉｉ ひねや弓。

'・ 6 ・ホー J t . . 廻り持送及栂



合フ・百貨庖玄関外部より見たる面格子

8 ・ホー) L . 隅大スタンド 時

5 7  X I  



官9 ・百貨庖 1階エレベーターホー) l ，. 天井

ヨた頁のエ レベー ター ・ホールの天井ゃ 、

梁の波飾を大きく示し た、平面的 な模様

に留意 され るであ らう 。

X I  5 8  

• 1 0 ・; 百貨底 A 階段 ( 1惜より昆たる )

者g; 内に 多数の階段が& るその 一例として との篤

民を 載 せた。壁、貌柱手間は大理石を 、踏 函 には

ゴム F イルを使用しである。而絡子も見へる 。



曾 1 1 ・百貨庖 1階エレベーターホール

J J - J 7  ヱレベ ー タ ー処! りの装飾は1首位物 で の

件籾の ー で ある 、 宅ｾ｝ぜに千千階 の それぞれを示し

?と 、 第 J ｾ告と買 ｮ 階と に最も Ｑｊ を入れて ある。

六時石、テ ラyO_ 、照明器具得の交響諸 説。

ｾＹ メ ｬ
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個 1 2 ・ 百 貨 庖 2 措

エレベーターホール

個 1 3・ 百 貨 庖 3 階

エレベーターホー) J . ，

1 4・ 百 貨 庖 4 階

エレベーターホール



15. 百 貨 庖 5 階 ・γ "

エレベーターホー) 1 ，. .

1 6・‘百 貨 庖 6 階 時 ?

エレベーターホー) 1 ，. .

1フ・百 貨 庖 フ 階 時

エレベーターホール

長

、
， 

A、
、，

61 xl  
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倉 1 8 ・百貨庖フ階エレベーターホー) 1 ，. 噴水

大食堂 前 にあっ て大 ホ ーノレのr . 1" 仁、をなし

てゐる 、 大班石 、 陶ＨｲｎＺ ｾ ￧Ｎ［ を巧 みに 組 立 て

られ 長 上 の 天 井採 光 fril i と反映してゐ る。

XI 62  



倉 1 9 ・百貨庖フ階集曾場舞華正面

集合 ［場 ｩ 土 ｾＩミヲｼ七口テッ クス 張コルクＡＡｫ付

仕 上 床 フ ロ ー リ ン グ プ u ツク援で 、暖 冷 房

装置を装してあつで 、通 I. ?l . 音響共 J成功して

ゐる 、 ζ れはE現象l市から見た舞歪である。

.. 2 0 ・百貨庖フ階サロン内部

ペユア板を巧みに張 り目地に合脇謙で' i l f 文形

に止めてゐる 、 明 る い 大 食堂で・ある 、集 合 場

間際冷暖 lj} 装 置 を してある c

63 X l  



官2 1 ・百貨底6 階特別室内部

百貨庖内特別待合室に使用する

筆で壁テツコ ー張 床 は 寄 木i民家

具 と嗣和した然持の好い室。

λ 164 

. .  2 2直 ・ 醤 喫 茶 底 内 部

際ホ ー ｬｾ l'亡面する喫茶応で 、笠天井銀色

テツ コー壁 紙 は、 カウ :. ' (i l ーの大班石、

パイ 7 ・家具 とよく調和し てゐる。



ｪ 山階 亨 ｉ ｾ j71j  ¥i;，i¥ 

ロ - 也 ー - ｾ＠

1 m  Ｇ ＱＧＮ 町 ｜ ｩｾ ｜

。

。夕、村

• 

2 階 2P: 1ui  ¥剖
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3 階 1: p 商 闘

o  G  

o  e  

4 階 71;' 匝I 凶

5 階 11三 而 凶

X' 6 6  



6 階 半 面 開

三河

7 階 平 田 岡

悶 E量 階 平 面
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南 海 ピ ノ レ デ イ ン グ 建 築 工 事 概 要

位 置 大阪市南区難波新地六番町 6  階 百 貨 応、同事務室、南海畿道事務室 、

外 観 近世復興式 篤民家 、美粧室 、特別待合室、洗 面

階 数 地下 2 階 、地 上 7 階、一部 8 階 、外 所 、浴室、便 所 等

高

に患と突出展

さ 軒高地盤より粁蛇腹上端迄 100尺

最高有1st答t 迄 123尺

7  階 百 貨 問 危 話 交 換察 、百貨応事務察 、

同使用人 食堂、食堂、特別食堂 、集

合場、厨房、洗面所 、使 ffr等

延 坪 12，625.44坪

2， 150. 79 .li li 

B  階 排 気 案

各 階 坪 童文 第 1 地 階

第 2 地階

l 階

706. 09.li F  

1，946. 33主1;

1，624.66上干

し356.84苅i

1，15i . 0 l:li'F 

各階用途

2 階

3 階

4 階

5 階 1，154. 98:li F

6 階 1，154見 :ltl'

7 階 1，163. 30Ji F

8 階 3 1. 99Tl と

搭昼其他屋上突出屋 178. 47坪

屋 上 突 出 室 装 飾 塔、昇降機室、排 気 室 、浪浪

度調獲室、天文豪、階段室等

構造大要

基 礎 抗打 ち餓筋コ' . / ? リー ト連綴地形。

壁般 鍛 骨鍛筋コ ' . /! J 9 ート 造床及階数向上。

尾 根 陸 屋 根、鎖骨俄筋コ γ ク リート 造 り、ア

スフアルト防水厨の」ニF イノL!*。

外部仕上 腹廻り花向石 、 腰上総強図 ｾ テ ラ コツ

ｾ＠ Ｍ ｾ量り裏側 ｬ の一部 ｉ ＭＺｬＺ人造石及タ イ ノ ｱ 長 ＱＩ 0  

内部仕上 壁は一階腰 廻 P 大部分大理石、各 階 食

堂 、 使所等 はタ イ ノレ張 り 其 他 はプテスｾ Ｍ 塗 ｈ

一部壁紙又は布渡り床は一階百貨底は大理石、

第 1 地 階 百 貨 応 、食堂 、 アノι ーツバラ ー、 汽 其他の炭間食堂、使 lfr等はタイノL 、百貨底は 7

%j fi 室 、厨房、温汲皮調義室、書聖電家、 ロー リプグ ・プロッ夕 、事君主主主は リノリユ ーム援

冷厳集 、荷 捌 所、貨物運倣沼路、地 り、階段は腰廻 P大理石及テラ y - 、段は大河.

下鍛道連絡通路、倉庫 、洗面所、使 石 、テラ Y 一、 百貨庖の 分 は踏商ゴ ムタイノL 張

所 、王里皇室底等 り、天井は 大部分プ ラスタ ー塗 P。

第 2 地階湿由民皮調猿室、 ポ〆 7 ・2室、井7.K及汚 庇 餓骨精子二重強 り銅板打出し装飾付。

7. K虚理室、F告滋機 h自室、倉庫、更衣 建 典 出入口の大部分はスチールドア ーとし

室 、 重油ｾ ' . /}J 案、座挨焼却室 、修 一階主要個所はプ ロン ズ仕上げ陳列窓各階段 lJt..

終 索、浴室 、帯電池箪等 主要出入口にはスチ ーノι ・シャツ F ーを 設備 す。

階 鄭 波 野、百貨応 、喫茶居、十銭ス ト 窓 は総てスチ ーノι ・サッシとし 、防火必要の個所

ァ、銀 行、荷捌所、玄関 、貸事務室等 に網入 ! ) ) 1; [ 裕子入止す

2  階 Y! l f 波線集札場 、同コ y コー ス、百貨 避 雷 針 股I : . J拝康其他に合計二十基設置。

応 、貸家主事案、電話交換室、貴 賓ー索、 衛生設備 使所は総 て7)<洗式に して汚水は浮化槽

iJt 而lfr . 使f 1r空宇 に導きi ! i l 化昆I' .Jlした るものを新川 に放流す 、ii' i

3  階 品 Ｑｾ 波野列車ｊｩｊ￭ 、 南海事務室 、 百貨応 、 7.KlJt.. 2 階以上ー の部分の雨水 は餓管ーにて直接河 川

同事務安、名物食堂、使J i J i 洗而見rr等 に放流す。

4  階 百 貨 町、同事務室 、南海鍛造事務家 、 給水設備 上水 は 市水道に依り ｾｴｴｬＱＷ Ｎｋは盤泉に依

洗而所 、便所等 る 地 下 水 ( 900尺ーケ所、600尺 ー ケ 所、300尺

5  階 百貨底 、同事務察 、南海俄道事務第 、 ーケ所、合計揚水量 45，α: : 0 石〕を第 2 地階の井

洗面所、便所得 水槽に選手 き使用す。



Ｚ角、火設備 各階主要個所に泊‘火栓Ｚを設備す 。 ｾ話設備 自働式電話交換機 ( 2∞ ω線1 t 装 ICO困

媛冷房及撲気装置 際方面は良怨低限蒸気m房と 紋〉を設備し外に手働 中 縫惑を置き局線( 回目

し百貨 ｊ ［ Ａｦ及 各事務室には新鮮にして通貨に ｾｴ 総 務u を接綴する事とせり 、何百貨庖として別に

皮を調接せ られたる空気を供給し四季を jffi じ則 前記同傑 の 自働交換設備をなす。

恕的 ｧ ｾ 会 ｲｕ 去態をｻ乍る設備をなし特 ｬ 亡 各食 堂の 排 非 常 報 知 機 ( 1) 後羽i ポタ y 、各階に三ケJ f r 宛 の

気は ｾｓ 凶Ａ室豆長は食料 ｬｾｉｘ 草場と共に完全なる換 ｩｴｌ

設備 をなす 、叉 j策遂 携は i前民の場合に於ても! 槻

ゑ: Ｑ 人 ＱＺｾ Ｎ ! J 毎分30立 方 I火の迎混泡燃に制整せら

れたるま ｲｲｦＡＡＧＨ ， なる ｚｐ 以を冬は ｩｦｵＱｨｮｾｒ は涼 ｪ 孔と した

るものを t去り入る袋位とす。

ｦ な本校区に喜ｾせ る 主なる機被設 Ｑ ｩｬｩ は

ｉＮ ｊι 新ボイラ Ｍ Ｔ ， αｸ コ平方 ［ｙＨ｟ のもの Ｘｾ 差。

Ｑ 重 油 ボイラ ー ＷＹＱＱ ナ ＱＶ セ クシヨン Ｔ ｾ ｯ

1. ｾｾｾＨ｜￬ 先燃機 ＱＵ＿ さ。

l エロ アインヒ ー ( J - 8，t，rlo 

1. !，丞風機 並に排気機3 3翠。

1. nft 獄、 主主水 、 民主主ポ y プ35室 。

1. ? I ーポコ Y プレツサーおO噸3墓。

昇 除 機 エレベ ーター 。

l 容 量 2，α)Q主l J1t 、二段速度主主1J 'i手分2501沢 7 イ

クロドライプ付オーチス合肩上製谷川 4率。

l 谷 fJ; 3，000封皮、主s1J 毎分3501火、ユ z ツトマ

ノL チポルテ ーヂ、メイ ゾモ ー ターマイ タ口 、

キヤレスマシン 、オーチ ス合証土製待: 用3皇室。

l 向上速力毎分4001尺2?i差。

1. 容A 2，0:10封度 、速 力 毎 分3∞: J R - ' リヤプルボ

ノレテ ーヂ 式、 ウエスチ y グノ、ウス合員上製存 IIJ

2塁。

Ａ日 本エレベータ ー 合枇製荷物Ａ日 Ｓｾ 。

エスカレーター

1. 才 一チス 合孟l 製 l 人立ちクリー ト・ ステッ 7 ' 型

にして地階一階 mに2菱 、一階以上各階に 1裏

合計 6皇室を設置し 、英協送能力 l 裏毎時 4，0∞ 人

な り、パーチ JりノL ・コンベ ヤー 1;葉、リ7 ト 3室

電燈動力設備 獲E医務 480 K. V.A. 7 蓋を設備し

内3茎 ( 1，200 K. V. A・〉を '!J !JJ1J ) 目とし 1墓は務官Ii

とす。

電力は大阪市電気局より 3，3∞ V にて こ種の

電源よ P 供給を受くる外合枇畿電J j J j ' と三種の呉

な る電源を以て停むを絶)¥;j に防止す るζ とL し

fな切替等のため分秒の消燈を も遊〈る目的を以

て蓄電池( 1，α) Q A. H，) を設備し非常 の場合に自

倒 ｪ 切替を な し 奈危 燈の 約 二 割を票 ｉＧｩ 燈し ｾｕＺ る事と

Tよる。

E重信装置を置き 一階 受 信祭 に受 信 し手助中総 lて

て市内消防努に送信 し非常報知の目的を達せし

むる ものとす。

( 2)  Ｑｭ 美式望号、以 ｩＺｨ ｴ 在 、 各階各浮Ｚ の ｪ ｾ ［ｊｪＺｉ 亡 特在 ｮ 主 Ｑ

Ｔ 訟 を ｩ 泉 佐 しー秒 時 に 嬬氏 ｬ 皮以上の ｩｾｴ 皮上昇を

な せば 自 動 的 にＢ ｩＧＱＺ Ｈ Ｚￎ ｾ に聖母 子 ｽｪｻ し 且つ出火場所 を

報 知 し其最初期に於て即時五主見し得る特長あり

て前項同様の報知をなす事。

電 気 時 計 停 車 場、各事務室、百貨庄等 の時間の

正 liili を期するため各家及必要な る場所 に3 0糎よ

り60棋 の旬以時言182{闘と正面装飾塔に 18 0 艇 の

ものを 設置す。

工 程 工 事 j!g工 昭和4oj : o6月 lヲ日

竣 功 昭 和7年 7月9 日

建 築 主 南海餓道株式 合市上

段 計 者 久里子建築事務所

現 場監 督 南海鍛冶株式合 iiU:臨時建設事務所

請 貧 者

主 也 工 事 株 式 合 j枇大林組

鍛 骨 製 作 欽 鋲 川崎平輔株式合従

ー ラ カ ッ タ ー I

外 装 タ イ ル 製 作 { 伊 奈 製 陶 株 式 合 枇

大 理 石 工 事 合 主 主 合 批 矢 橋 大 理 石PJj 応

術 生 工 事 西原衛生工業所

冷暖房 2立校I紙装置工事 高砂暖房株式合肩上

エレ^ < - (il ー 工 事 ( オ ーチ スヱレベ - ( i l ー

エスカレ ー タ ー 工 事 l 株式合従

エ レ ベ ー タ ー 工 事 f 日本エレベ - (il -

リフ トコ Y ペヤ ー工 事 l 株式合枇

ｾ＠ 井 工 事日本撃泉合主主合枇

危 話 設 備 工 事 日 本 f ' li 銀株式舎届土

費量句集ー設 備 器 具 製 作 株式合員上目立製作所

危 燈 電 力 配 線 工 事 大 阪 電 系 暖 房 商 舎

電 燈 燈 具 製 作 株 式 合 最 上 高 島 屋

火 災 報 知 機 株 式 合 i i i : l : 赤 尾 侭 前j 底

能美式聖子級生ｾ ii't 合資合最士官E美前j 合

句 集 時 計安部式危主主時言| 株式合員」

メ ー ル シ ユ ー ト 三機工業株式合枇

](， ｾｖｲ＠ 工 事 大 阪χ 斯 株 式 合員1:

Y  トJ 浅野 、小野田 、大阪 祭業

， L大 分、宇 都 、各製造曾i i i : l :

コ y ク リー ト) I J 砂手i J I 南海銭道管業部

L  砂、刺似w. 係

6 9  X I  



制 7 0

南海ピノレディング建築工事を終へて

坪 井 誠

難波騨の位置は大阪市の中心に首り 、T主橋筋、南海通り等の繁華街は之より放射し. 道

頓痢千日 jjii 等 の撤去をi立は徒歩数分をI i ' ，でざる所にあり。大阪の玄闘として北の梅川 、南は

9' : 41岐にして 、此雨玄関を連絡せる 、都 市計霊前路( 御主的' ) ) あ れ 近 〈 竣 功 す る 大 阪市地

下高速鎖道ありて、而も近年 交通頻繁にして難波 騨呆降客は 一 日 、 十高ｻｦ突破し 、 都知 ｉ ｾ 波

牒にては漸次狭l畠を告げ 、改築の時期に達しまし仁 、百1 ] し奮難波牒は従来車にステ ーシヨ

ンとして利用されて米? このでありますが、忍に# " i i ! ; 牒{ f 改築して、 一大タ ー ミナルビルチン

グとし、以て其股l阪なる地勢を利用する事に決せられにのであります、このピルヂングの

設計は東京丸ノ 内 ピルヂング内久間'建築事務所久野節氏の設計でありまして . 成路の格貼

康場に商し間口 96問 、延珂: 約 12. 700坪を算する 、共面積の成大なる事に於ては査し' 昌・今大

阪第一位と lやしても誇陪ではありません。叉此の ビルヂングは 、停車場 、南海餓遁事務所

貸事務所、百貨九日 、公然食堂等多種多用の建物にして、カHふるに一方は御堂筋に面し一方

は繁華南桟橋筋、南 j毎週りに fai し、南海本線高架復 k 紘青|霊 . 御堂筋地下餓道連絡牒釆降

客の交通 、パス 、タ クシーの辿絡等、複雑なる僚件に劃する設計者の苦心多大なると共に

本大建設事業の途行に封し南海蝕道、後藤技f : ! j I 長、技 一課長平i胡三雄氏が深き造詣と絶大

なる御許力 、御指導の紡県本ビ ルヂンク・の完成をうk し? こる次第であります。

本工事建築概要は別記の通りでありますが 、本工事は三期に直分し建築しに のでありま

す 、其れは難波牒多数の乗降客に御迷惑を及 lます事の砂さ をのぞむ矯めでありまして 、

ｕｾ 一 期工事は中央部分延坪約 ＳＮ 円 ＰＰ 符昭和 Ｔ 年 Ｖ 月 Ｑ Ｙ 日起 工ＺｪｻＮ内基礎工事の身 Ｑ｜ 盤 立 Ｓ ＰＰＰ 昨

基礎抗打約 ＳＰＰＰ 本ありましにが 、 昭和 Ｔ 年 ＱＲ 月 ＱＹ 日に完成し昭和 Ｕｾ 三 ｝ 月 Ｓ 日より恭礎コン

クリート 工 を初めまして同年 12 月 10 円唆工し共部分に暁を拶し客i伎を開始しましに。 2階

以上は事務室に充首の室でーありまし? こが、一時百貨応 として使川する事になり 、高島屋に

於て . 蝦管業主? 開始しましに。

第 二 期工 事は難波新川に接しに部分、延坪約2000. 1: ，，¥，. でありまして 、n白;f1l'5年7 月10 日起よ

い 昭 和6年4 月20 日に竣功しまして、 m海銭道の事務所を移輔し事務を開始し. 一割¥{ f 貸

事務所としましに。

第三期工事は延坪内 7之00 士¥' ありまして、大部分百貨自に使川する部分で一部は伴車場

に使用する部分であります 、昭和 6 (.p2月1 日起工し、南海本ii ct : が移i j ( 事します主主は哲牒の取

除き＿こ部分の基礎幼 ＱＱ｜ 撃をして居りまし仁、哲本最 ｴ ヵＺ移脚して奮起Ｚ物を ｊｲｾ 段ちまして漸〈金



部へ着工出来る様になりました桜な悌l係 k 、基礎工事 に支障がありまして 、主悼工事の 、

施工期間が砂な くなりましにが努力の結果後定通' : > ，Il {:jぷ日 7年 7 月日日壇X)J 致 しまして、同年

七月十五日 より百貨底部分の開府をする事になり 、全部の工事が竣X)J 致しにのであります

前述の虫fI ¥各期を通じ工事施工期間道? ごしく 、短期にして 、首今の レコー ドとされて居

ります。工事進捗の如何は主惜工事進捗の如何に操るものにして . 主穂工事 を施工しにる

大林組に於て 、各I持j係者、日夜粂行努 力、現今使T 1i せらる〉各機峨的作業具を使m力行せ

られにる砧よI! J 折〈短期竣X) J しましに事は 、感謝をなすと共に 、建築界に利! 往する事多大な

るものであります。之れに剛腕せる鋭'庁共他工事同姿に列記せる 附併設備工事防H. 系; 背負者

も同様 '11乙な く文字通り日 夜粂行不断の針力をH て施工せられ1こる 粘* に外なりません 3

工事 施 工 に針し懸念しにる思ｾ は 、本建物は間口 Ｙｇ 聞 の長きもの にして前述 の ｾｦＱ < 同時に

施工出来ぎりしにめ 、共 施工期の相注せる接続部分を如何になすか、相首苦心をなしにる

ものなり 。幸にして第一期工事完成後其沈 下}I人態を? 時 k 訓i ! E し? こる結県克下.NJ・簡のj伏態な

きため基礎版 コンクリー トを糟A 施工し餓骨組立各階 「コン クリー ト」打 に於ても 同様施

工 し. 共結果を翻在し? こるも 、イII}等異}I 火なきにめ 、第三期工事に於ても同段地工しにるも

今日 迄 、何等箆-j 伏がありませんでした，

外 装 テ ラカ ッ タ ー は閤産品にし て、 此の 虫ｦｉ ｾ大建築に外装の大部分を使用しにるは 、 Ｑ｜ 汚

矢に して注文の際甚?ご不安なりしも 、短 円月にかく多量のものを産wし得1=るは我テ ラカ

ッタ ー 界の 進歩 を 示す もの と して 甚 Ｑ ｾ Ｇ 愉快 を感 す ・る者であ り ます 。 ｪ 見凝 ＮＺ ｌ ｦｉＱ砂利 は南海 ｴＱ

道営業部砂利版費係取i岐に て紀の川砂利 を使月] しに「コン クリ { ト」作業一 日平均30坪多き

場合40士j'- 打ー上げをなし? こるも 作業に支障な し イJt 給且優良なる砂利を得たる貼は工事進捗

上及陵良 なる「 コンクリ ー|、」を作る出I1 に於て霊友なる闘係を? 有することは弘治なるも本

工事に於ては引 に利便{ f f1J. 1二り。

鎖骨製作は 川 崎 車桝 株 式合 ｩ ｉ ｕＺＨ こして 、 ｾｾ主 ＧｉＧ ｊ 総 Ｑ 屯 数 約 Ｕ Ｎ Ｗ Ｐ Ｐ 屯 にして Ｒ ＱＵ 一 、 第 一 日明工事は

;Yvr  J  11に接し肘る? こめ航法に依 りE見物j搬入をなし、第三朗 J 事 は 十;斗〔場の点端&. 杭nJ : i南海通

に接し、i1ri も交通頻繁にして 、鎖骨が) 3.000 屯の多量なるにめ 、船起陛に運搬にては像定の

現物搬入をなすを得ぎる 1= め、木iJ!: 川越りにある南海高野総木i ｉ ＡＺ 川 Ａｬｊｾ［ 迄舶送 同 騨にて貨車

積 をなし向車輸送の 上 ＧＩ ｲ￭ｻ 汲騨に搬入しＱｻ， ｴ ｊｩ ｈＩｾ を利 ｊ ｉｾ 直接現場に搬入をなしにる 結よ ｬｕ Ｚ 製 作

緩良にして子泣 な し 組立割首期日 に支附 な ¥ｾ ｏ＠ n間に卒均3 000屯の鍛' 円引J 立綴餓を完成

し1: る鈷も本工事を短日月 に完成し1=るは特記すべき事項なり。高島屋へ貸興部分の費.!il!

共他用詮境更等に依 る設計盟吏等施工 中盤更をな し?こる も工事期間には支障 な く完成 しに

る事も 関係諸氏の努力の結決なり。以上は共大要を j断言巴し? こるものにして . 工事施工期間]

約 3ヶ年間各現場開係者請負業各闘係者の協力問力の結 果此大建築を完成し7こるもの に し

て設計者 、南海餓道幹部の指導 に依 るは勿論なる も前記各関 係;i li負者及下品負者諸氏の努

力の賜にして探〈感謝 と敬意を表するも のであ ります。

"7 1  X I  



南海ピノレディング新築工事に就て

平

牧

井勇 J馬

毅

今回大大阪市の南をと塞ぎ止めた様な 、 雄大 、 ｾ ｉｉ Ｚ 麗友金貌を現し＿と南海鍛道株式合祉の難

波鴎は 、 昭和 Ｔ 年 Ｖ 月に起 工 しましてから約 Ｓｾ 之 、 去る Ｗ 月 ｴ て目出度全舘の落成式を修行

する事を得 まして私共現場従業員一同は最 も欣幸と す る所であります。

工事の施工K 就て 何か誇: けとの協合の御命令でありま すが、何しろ延坪 J 3，() 00 : fi ! ' -徐の大

建築をあの雑沓の場所で然も極めて短期間- Ｓｾ ｲ 止云へば長 い ｊ 践ですが 下 記の Ａ ｭ く イ ｉｉ ｊ !1I11こ

も匝分 して建築します篤夫 k の建築朋聞は極めて短かいものにな りますーに完了 しなけれ

ば友らす= 現場従業員一同はとの 3 年間賞t亡輩夜銃行、精力の映りを輩し 、一時Ict. iJ . 主持のM

-.! H倒る者が蹴出した程で訳者各位の御参考t L 1 t る棋な施工材料及び施工方法 l亡闘 し? と世験

叉は研筑報告は何も 有 りません。施工概要、二三の感想を rl.l 上げとの責任を巣さ して戴き

度いと 思ひま す。

金工程を左の如く 三つに匝分 して施工 しま した。

1. 前 期 A 工事

全建築中西4三分の東寄 り大部分、即 ち地階現在の高島屋グ リノL の東部一部を除 く大

部分、 1 階停車場 ホール の東部一部分を除く大部分 、 2 階以上は去る 7 月まで百貨

庖の賢場のあった部分で あ ります。

1 . 前期 B 工事

会建築 中西竿分の回寄 り一部分、即ち現在の南海電域のみ;祉の部分であ ります。

1. 後期工事

全建築中東字分、即ち現在の百貨!古の部分であ りま す。

前期 A 工事

起工は昭和 4 年 6 月、基礎工事の完了は同年 12 月末、竣工は翠昭和 5 年 12 月で した。

建坪 700坪 、延岡、約 3，900 徐町、、堀方深さ 23 尺、洋化 唱部分 27 尺. 基礎杭末 日 8 寸 . 長

さ 18 尺、周園木矢板 、腹起し 3 段夫夫米松 1 尺 2 寸角 、切梁り末 口 8 寸以上の米松丸太を

用ひ基礎抗より斜K 支へ世き 、工事の進行t L l.
1在じ順ヨたに感替へつつ各工事を施工し ました。

鎖骨ガ イデ レツク は高 さ 120 尺、2 基 、 ミキサ ーは 21 切線 1韮を使用 しました。 との工事

は最初 より順調に工事の進行を見 まして工事宇ばに南海電錨の御要求で工期を 3 ヶ月 程短

X' 72 



納 した程で周倒友る施主側の御監杯の賜とは云へ私建の努力も償ひられた事を仕合l乞思っ

て居ま す。此工事で特に苦心をしました黙は土留め矢板が木矢板でありました濡場所柄事

故を起しては一大事と特K 警戒しました亦. 鎖骨建方に際しでも同様の周倒なる笹戒を至

しました常幸に只一同の事故もなく関市忙進行し? と事でした。後期工事を終了する迄との

智戒を忽にしなかった詩良好友結果を得まして喜んでゐます。

前期 B 工事

此部分は家の立退きが少 し遅れました魚、掘方 l亡渚手 したのは昭和 5 年 4 月でした。建

坪 260 坪、延坪 1，230 坪で司全工事中一帯ノj 、さかったのですがとの部分を完成 し、従来の難

波障の一部分及南海電鎮の本祉がとｾ YL移特せねば後期工事の竣工期日に多大の影響があ

りました詩必死に なって進行K 好ブJ しました、掘方深さは A 工事と大韓同じでるりまし

たが土沼. 餓矢板、打隆切梁にて施工しました、! f i ! 1 ' 1亡との部分は将来の地下鍛と閥係あり

ますので工事中迫力H工事として銭矢板の内部K 更に掘方敷で 7 米躍の鎖矢板を打込む事l乞

左りました筋工事は意外に遅延しましてコンクリ ート打の如 きは金工事を水平に二つK 匝

分し 5 階以上、 5 階以下は別々 に施工 し同時 l亡コンクリートの 2 段打を致します等、あらゆ

る手段を量産 し努力致しました。コンク リート工事 . 左官工事共 12 月 より翌年 3 月頃にわた

りま して施工上幾多の隠難も あ りましたが遂に昭和 6 年 4 月議定の如く竣工 を見る事が出

来ま した。

との工事で最 も苦心したのは掘方敷以下に打込んだ拾矢板打で した降切梁、地質及 び深

さの闘係で、どうしても打込めません 。長時 日に沙り故同施工方法を鐙更したが依然打込め

ませぬ、進1'1こは他の工事を甚だしく辺延せ しめたので一時とれを中止して、側壁コンクリ

ー トを地 t 迄打絶った後隆切梁を盛キキへつ L 主夜兼行K て施工 した結果途lて打絡る事が/ 11

* ました。

後期工事

起工はnF{和 6 年 1 月、 竣工は昭和 7 年 7 )'1で l 年宇徐り期日がるる筈なんですが前期工

事の各官 ｦ ｾ 分が ＱＱＱ 来るに従って順次 ｬ 亡難波瞬、南海本枇が移ｾＨ事され、奮来の建造物の取設の

完了をまって事1: 方を開始するのですD 元の難波牒の部分は早く から取扱ちは済、んで掘方K

治手してはゐましたが奮，1( ，j ｩ ，仮本祉の建物の ｊ ｉ ｾ 蚊ちが済むまで 、は土留方法其他の閥係で Ｎ 質

|際は 仕事 YL"主ら主主いので、す。全部の建ifI物の] 孜鼓 ちが完了したのは 6 年の 6 )'] 15日頃でし

た話疋味の工事日数は l 年徐 りに しか相官; しま せん。建坪 975 坪 、延主F- 8，000昨に近〈地下

2 階の大建築ではあれとの期限では置に! l ' iiE工事でありました。周悶土惚は餓矢板打ち切

梁は基礎 コンクリ ー トよ り支へる事とし、法をつけて土を残して置く施工方法を用ひました

ミキサーは 21 -l7.'練 2 芸、銭円・ガイデレウクは 120 尺 3 基でした、官建ift物の取接ち 、鍛什
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搬入及其他の開係でコンクリート打は同時に 1 段にも 3 段にも打たねば君主らぬ鴬非常に困

難がありました。戎橋筋の正面であの雑踏の場所であり、難波酵の数寓の乗客が常に往来

して居られる場所で・すから私共は最も 注意 もし設 備 も寓遣決無きを期して居? とのですが設

計者久野先生及南海電鍛の御指固で上居で鎖骨の銃鋲・をする時は必宇順次に水卒に金網を

張詰め銃鋲の落下を防がれました事は只に一般通行人の災害 を防がれましたのみなら十私

共としましでも脚の懸念も友く施工を進める事が出来まして工事進行上重要友 る援助と友

りまして深〈感謝してゐる弐第であります。

との工事で最も懸念されたのは前期 A 工事との接合各部分の施工でありま した。前期

A 工事の建物の沈下は 8 分位で本工事の掘方、抗打中にもとれ以上沈下 を認めませんで し

たので基礎より上部まで各階共順ヨえに接続 しつ L 各工事を施しま した。幸ひ現在では結果

良好であります。

前記各工事を通じ仕上諸工事は非常に施工期聞が短かかった震に苦心しました。はから

やも優秀友 出来楽だと御褒の言葉を南海電鍍岡同社長殿 より頂戴し深く恐縮致してをる次

第であります。

1 . 施工者として深く感謝いたしますのは久野先生、南海電織の卒湖工務課長、合粧臨時建

設事務所の近藤所長、符井主任、共他の皆様が各方商 i亡老練、周到なる御指導を賜った

事で ありま すD

向現場係 員が寝食を忘れ努力してくれたととは巾述ぺるまで もありません。

1. 一般の建築工事 よりは南海電鎮の直営工事が多くとれとの闘満なる連絡については非常

に懸念してゐました所、市海電餓では毎月第 1 火附日に工事関係者を一堂に集 め臨時建

設事務所 の近藤所長 、坪升守. 任が議長と友り 、工事打合合議を開催 し、互に 充分立見を

述ぶる機舎を御輿へ下さったの C‘工事関係者一同は五識的精補I1
1を以て工事の連絡を計り

ま した矯 i亡金工事を通じ闘瀦主主る連絡を得ました。殊に重要友る合議の折は南海の後藤

技師長 、卒瀬工務課長 、設計者久野先生 まで御出席を恭し御指導下さいました事は感謝

lて耐へ君主 い事でありました。

ＱＮ 蛍工事基礎期方中地盤より約 ＲＰ 尺 内外の 所よりｾ， ｏｏｏ 年昔の貝殻が津 山間 たり 、 行基焼

の破片 、 ｾＡｪＧ￬ 壷型土務 、 祁 ｪ の 仁 子・等間白い物が ｉ Ｎ ｮ まして ー ・度 は 多数研究家の 御来場もあり

ました。

1. 以 上私の巾上ました事の外タ ー ミナルビルデイングとして商白い結、装飾及諸設備の完

備のM態主主ぞ申上れば幾らでもありますが読者諸おは邸 lと御承知の事でありますから特

に申 上 る事を差控へます。
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1 - 2 菜園 ピーストン、純工場 "党 言| サー ・オ ー ウ ヱ ン ・ーウィ リ アム t(;

3  英国 リッチモンド・ウヱスレ 4 ヤン神事校図書鎗 設 計 エ ド ワ ー ド ・モ ー 7 J(; 
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1 - 2 傷 圏 巴 呈 シャンビリゼー衛事務所 設 計 ア y ドレ ・ア ル ア ピ ツ ド ソ y 氏

設 計 フ スカ ー + メルラ ー 雨] : "C3 - 4  デシマーク・コベシハーゲシ・アパートメシト

4 2  閤 際 新 建 築



1  渇i急 ラーシ河i豊 マ ーJ J ，. プルゲ・療主主院

2  濁逸ハゲローデ・小児療1 : 院

3 - 4 濁逸 J  } J ，デルネー・奮教寺院

閣 際 新 建 築

校 百 | シ モ y 氏

設 計 シ ユ ベ ー テノL ム氏

設 計 ドミ= 1 ' 7，、教授

4 3  
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ヨ司ギヨー高級セメソト/ 、w

大阪窯業セメント株式雲市E

Z民 社 大阪南主区堂邑， ｾｾＱ 盈 こす巴

電話ＺＱｴ長 ｉｉｏ ＮＢｉＮＱＱ ＲＮＱＱＳｾ 喜
玉I属 天 阪市 港 区 南慰問阜1 ! ! 5

電話樫) 1111 ワワ . 2. 6 0 9 .2 8  4 3 替

DUNL OP  RUBBE R F L OORI NG 

一 ｾ ｲ Ｇ 五

弊 In製ゴム床l 1 i はl l 1 に数多. 0 ' 1 " : 街 、

令刷 、 ｾｾｻｽ岐に説家 ｬ￟ ｲＺＺ ｾｊ 込まれ 、

t J と泡なるI t の感じは御! 吏川 家 作 似 の

御満足御 ｮ 誌をｾｾトつ λ あります。

御 必 要 に l!IlX じ何時にても肩j 貝をi J i ( し

言判ｉ￟に亘り ｩ 卸 要ュ ｉ ｾ Ｇｉｾ 項 を御説明 ｊｪ ｬ 仁

げます。

ゲ ノ

。、フ
フ 3蔓 議 床 敷



東 :務 中 住 宅 設 計 闘 案 審 査 概 評

都査員 世 問 主ｾ l吉野批一郎 安 井 武 対1; 古 塚 正 治

古宇f T I 貰 安部 ↑ 弟戴 ヨ ｾ Ｑｲｻ 親対ｴＺ

住宅建築設計の最も肝要なる M門は間取 の如何

にある 。 きれば間取の完成 を作れば住宅建築計宣IJ

の大'1とを了 せるも のと云って も良 いっ次いで起る

併迭の Ｑｩｾ Ｎ 干＿とか 、 環境と Ｙｊ ｺ 地主 刀 倒 ｦ 系 、 衛生 、 ｩ ￬Ａｩ

風、採光、家相、方科、外籾、内 1待て? と云った多

Ｈ の 従底的計書 ｬ ｊ もｉｦｲ ｾ全は 其 の ｲｭ 取り の者 し悲しに

よって 自然に生ずる事Jf 果に他なら ぬ0 ・

本懸穴寺市 ｾＳ まに常つでも窓うした見方から主とし

て間取りに 11そきを 1置き 、順次其 {也の従lrs(均計i 1qJ の

細部に務査を押し康 めて総慢 に於て欠里山の最も少

き‘ m生活に即して1 T 施の作bj なる ものを 以て 生す

貨を定むる標1; としたも ノノである 。

おととわ りしておきたいのは 7吉越間案の 他にも

本目前見るｬｩｊ き試案 も多数 あったのであったが 、 ｾ ｉ ｾ［ ｾ

洋 雨 様 倣 っ た と こ ろ に 無 理がな い 。 近 代 人

の要 求 し1: る客間が比 較的大事 〈、 の ん び

りし仁気持を取 り 入 れ て 主 、 客 共 に この 間

では作式生前に浸り得る のである . 然 も 主

人 と 主 婦 と の 聞 に 殺 を 敷L、て在来の 日 本生

析 に も 些の 業支へを感せ' しめな いのは一清

現 代 人 の生 活 様 式 を 指 示 せ る も の と 云 っ て

よし、。

3 等

外 観 を 純 然 7こる松式 に 扱 ひ 、 内 森 も 円 々

の生前ーを? 洋式に基準を置いてゐる、怨う 云

ふ生祈様式は; : 0い 現 代 人 の 郊 外生活に女子j @

せるものである。

佳 作 1  

方 より提案 した懸賞募集規定に従」、と 、何れも多

少の;也、不足 の鮎があり』七 むを 符ず選外 に推さ Y

るの止むなきに fiJ ったので此動蛍選漏れの した方

々の苦手に封 して深謝し ておきます 。 内 容 、 外 観 共 に 在 来の 日本風であるカヘ

各 出 入 口や 窓 廻 り を 洋 式 に し て 、 採 光 や 通

風、戸締りと云つに洋式の特徴は遺憾な〈

等

取り入れて ゐる 、 然 も共の聞に見1: 眼 に 些

素直な 間取り で 難 がな い、従 っ て 外 観 も

の異様な想 、 ひを い ＭｲｾＧ かし めな い史 ｾｪ に特徴が

至 桜 温 存で ある コ外 聞 は 近 代 的 洋風に あ し

あ れ 見 る べき 面 白 味 を 持 っ て ゐる。

ら って 、内 谷は 円本聞 を主としに泊ｾが特徴

であり 、子 供 室前 に露華とパ ー ゴ ラを? 配し 佳 作 2

夏 の 円の直射を遮って 、遠 閥 の 紫 し み を 窓 主 と し て 洋式 生活 を 標 準 と せ る も の で 、

にしてゐる の が而 II L'  ｾ＠ ・ 1 階 に 日 光室 を 設 け 食'主 、居 間 . 2Zi- 衡 の 務

2 等 備 等巾分 な 〈 若 人 の 生 活 に 適 し て ゐ る 。

外 抑 を 純 円本風に あしらって 、内 存在? 来日 ( 文責者稼査員古塚1E i古〉

75 X I  
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2草 撃

市上曾 j が泣いて み った。見 て 居る人も あった。

安井氏思は ない方 面に 出て 腐 ります ね。

して成ペ( 4訟を梯 はぬ算段をする。 ζ ん な 体 ぃ 人

を現在の位置に 据 え て 匠 くに は惜 し い と 忠 は れ る

最 も之 の連 rl' l土大 底WJ め) 1 : ; で居眠りをして英気を

餐 な っ て 居る。

1止の中に は 地 外 の 迎 と云」、ものがあ る。表玄闘

から大手 士 銀 っ て 駅舎 を 持 っ て行 く も の が遅 れて

何んとかして哀仁l か ら潜り込む方が一 足 先 き に 許

ii f になる。

橋 は ir T i 行が出来れば A れ で よν 、とは云 は れぬ。 同じ人 が造 っ た 闘 案二額 あ る 甲 、 乙 5)1] 々の番頭

特 ｬ 亡 帝都 の美 観のＺｧＱ［ めに 隅田川 に ｾｾ［ Ｚｩ ｽ ｩｩＧ ｬＪ 心の紡 ｩ ｉ 白 の説明とお古事j決心しゃうの甘いカカ旬、つも パ スす

と して架せ られ た 五 大 橋 の 内 吾 妻 僑 、 言 問 橋は 新 る。

粧を 凝 し て l世界 的 に決 して悦かしから ざる もので 正 令 銀行 の 信用 11;1土世 界的 に驚 くべ き 信 用 の あ

ある。其の中間 に夜武 鍛造 は電 車 の 乗 入 れ に 殺 Ij! l る もので組 定 外の場所J l ll ち銀 行、クッ ク肩上を 初 め

景 肱 ま る 橋 を架 け た も の で あ る 。 営 利 舎11辻は也事 大 西 洋 沢 側 の 中 で も 虫 採 l'こ週日][_j 啄め て j ! l i 利なも

が 通 ず れ は 其 れで よい か も 知 れ ん が少 し 考 慮 し て の で 旅 行 者 は 非常 にl VJ かる 太 卒 洋航 路 :¥. Y .K. の

は ど っ か3 反 封 に 浅 草 川 に あ る 停 車 場 は 恐 ろ しい 優 秀 知 に は 住 友 の 銀 行 111 ｾ長所がある勿論規 定の ｾ

程立i 1 正なも ので ある。あの fiJ 日を少し制 ν 、たなれ 書 き は さ れ て な い か ら 正 令 乃 信 I日以は断然J f J を郷

ば橋も多少立汲になると思はる1 . .'i Kd 't '1':' ，!(.s rこJJ/ i W じない 舶 の事 務 員 は 依 頼 し た ら 大 抵 出ぅ! E るであら

の時 少 し 設 計 lこ就 い て 注意 を して ほ し か っ た 。 尤 うと云ひ行員には定めし 御 不 便で あ ら う が 出来な

もと ん な 権 限 が行 艇にある かな いか知らんが。 いと箇iは ら れ る最 も 周 一 加 の 事 務 所 で問 主 ひ の 生

改 良 した き もの に電話の ペノι が ある。モ ー少 し じた場合保;をするなら と逃げ る大 西 洋 の 外凶 開 で

柔 か な 苦 の す る も の があ る管。現( r : のも の は 九 で は流石に fE見 が大きャ 指 定 のな いのを引受ける日

人 を威か す ような! l ! J・鐙な苦色で夜半 F ヤリ y ヂ ヤ 本 の 加 で 11肉 質 敵 告 の 正 令 の 信 用! l k 1.J:i上友に iiIJ用

リ ｹ と プ 三官ニ号ＧｦＧｬＧ ζ 不 Ｑｕ ｾ 己 起され飛上っ てＡ￟￭Ｚ 付ければ しない 住友の if 員日 〈正念よ 9 膝を 折 って ど うか

な ん だ 間 違 な ぞ はありがたく ない電話 のベノι は男 よろしく と(火車ti してく れ ば 何ん とか して やるがと

性的よ P 女 性 的 が好ましし・。 のZ14旅 行者は f見合を 携 帯 せ ずしで 歩かる L 駄 に あ

補助金を 交附 して なるべく建築させる 、そ うし りが た み が あ る 。 同 じ 日 本 の 銀 行て・双 方 協議 の 上

てな るべ く税金を絞りあげる ー時の 交 附命 、 永遠 使 利 に したなればどう かと思はる L 之 れ は下廻り

の税令。 の1'1: 務に tJtさ はっ て府 らる L 行 員 に 'i;r r.こなんとか

法# ! を受ける方は :切 よきJj を望み取締る方は向 せ ね ば な らぬ 問題 で あ る と 般 に 千 も7s. も承 知 しな

巳グノ背 任 を誕すべく般涯を忍守する法もよt れを 通 がら 上i J l して あ るが中 よ り上で1主主張っ て 居る o

ｭ する人に よ り ｾｉ ｾ なる結果 が 佐々 生ず る一人 の事 よし 泊設のｦＡｊＡ Ｑ 決 を 垂 ｉｾ ｾｉ ｾ 、正 〈在 、 住友で緩め て 主主ゑ

隠il :i 注 意 す べ き 事 で 相 談 協議恨 京の後決 す べきも tf l1長谷 は 大 に D)J かる。

のである。 之れ は一年 前 の賀際 問題 であ ったが 一年 後 の 今

公 私 混 合 と云」、司I がある家を泣らう と云」、 宇う 日或は希 望 が淫 せられて 居るかも知lれないが。

な人には公平L 甚 だ 鍛 震 に 区 別 さ れ る 令 l祉や 役 所の 昭和ヒ句ム十月稿

貨はそ れ が 私 の寄 贈で 旅 行 中 行 く先々に日 本 か

ら新誌を 主主りJ /l i け て置 い てもらい読んでi J : J主主注

に宅* ll 丹し て 廻 りました其のー加 が博 士の お自に

止 ま っ て恐 縮 で す が私も よい 乙 と を し た と 嬉 し

〈感じ て 居 りますの

BS x i  



建 築 { 品 感

R  T  生

老 人 は 現 在に生活し 新 人 lユ理恕 i亡 生 き る 建 築 家

もｲＮ Ｑ＾ 老以上になると新しがっ ても ｾ ｴ 作品 は 矢 ｅ 民約

套をＡ陀し符］ないも のらし い 。新 人は ｾｾ ｉ 亡者 ｜ Ｇり走

って 無 味乾 燥 の も の が多い合迎合目も 必 要 だ が 情

緒 も 泳 肝 要 だ 、而 し 合 目 と 云 ひ 情 緒 と 云 っ て も 其

見方 によ り自ら多 少 ｾｬｩＱ るものあるは本質だ 。

建 築 に 於 け る 調 和 、不 調 和 の 如 き も 種 々 に 考 へ

られる場合が多い。' l ' r 際建築家 がJ主易 営 り で なく

自巴 の君事術 遊戯 でも なく x 自己陶酔で もな い 駄 に

良 い 建 築 を 造 り 上< " ると云」、惑は非常に苦心と 努

力 を 要 す る 惑 を疑 は な い 。

本 誌 七 月 続 の座 談 合 で 大 阪 城 内 の 司 令 部 の 建 築

が西 欧 中 古 の 様 式 を 採 っ た 事 は 無 意 味 1ど。

大 阪 城 と 調 和 を 保 つ 様な会1)案 が 欲 し か っ た と云

」、様 な 意 見 が あ っ た 。 之 れ は 錐 れ で も ー感 は そん

な 考 を 符 つ 事はお然だと 思』・ o 1宝際大手前泣か ら

仰ぎ見る あの天守閣の屋根 、 ｾ子のＺ冬 、 純白の 望

乱 杭 の 石 崖 艇 に 良 〈 傍 茨 さ れ た 湖 特 の 建 築 美 だ 。

然 し あ の 屋根 は コ ンクリ ート構訟には不合理だ。

あ の慾 は 質 問 的 に は暗 ・ ¥ あの1笠は煤肢の榔には

不 向 だ ， ;:らの 石垣も崖九II に は よ い が 卒地 には 不 似

合だ。

斯 様 に 不 向 で1' U目的 で もない もの許りを童話照 と

して剥有l を 計 っ て 現 代 向 の 窃 務 所 住 築 を 諮 っ た と

したら泉 L て合法的でl ' t J f l 向 な良い 往 築 が 出 来 上

るだ ら うか。それ が 限 令幾 分 で も 情 緒 的 に は 環 猿

と調和 を計り 得 た と し ても 。

放 に 'lt ilj 空|問題 と し て そ ん な 大 き な 的 牲 を 桃 っ て

主主 も城 と翻 子 を 合 せ る必裂があるか と云・...;. :ncにも

なる 。 叉 1'1: 際 そ ん な ものが部れか! こ出来るかも疑

そ れ で司令官官の外灘 も 内容 と 調 和 しな い とは言 へ

な い 。 そ れ に 此 舗の 建 物 は 普 通 の 事 務 所 感 築 と 終

り、防 禦 的 意 味 t あ る と の 事 だ か ら 屋 根 の 7 ' 7ツ

トもパットルメン トも無f ! J の手法で はない様だ。

珠 算 も 多 分 に あ っ た と の 礁 で ); 1; 数 も設備も用塗の

上か ら は 充分に尚 Ｉ￈ して 居ると の ｉ ｊｾ だから 先 づょ

い と し て 更 に 天主l' 閣 との調和の 問題 は た しかに困

難な ｾ ｉ ｯ［だ「言」、は易〈行」、はＱｉｩｬ ｬｩ し 」と は と んな 本

に主主ひない 。

i ! l i 大阪妓公閣は大手門を入った沿道の燦 J(. 倉

JiI( か らし て 第ーに 公 闘 と云ふ 感 じ を 損 じ て居る。

徳 川末 期 の紀州 御殿 も天守隊! とはぴった り調 和 し

た と も 思へない。 況 ん や 天 守 閣 下 の 山 虫 丸 を 洋 式

i盤側地 に した など も会〈翻和を依〈 もの だ 。 何 故

日本趣 味 で油 さなかっ た か と も 言 はれ る 。 而 し 之

も1' 0目的 から司ミた紡果だと見れ lゴ許される 4+だら

う。

司令部 と ｫ［ｪＧｾ Ｉ Ｇｬ 東西古城 の劉照から令〈笥 呉

の感 趣に打た れ る が 之 れ も 大 阪 城 の 趣 味 走 法 制 と

す る 様 式 で や られ た ら 奈 〈 的 式 に 終 っ たらう 。 11l

来 上 っ た 司 令 部 M欧 洲 中 古 の城 に 型 企 採 っ た ら し

い が今 少 し 大 ま か に 紫 1・卜荘 重 乃 気 分 が 欲 しか っ た

様 に 感 ず る 。 而 し て 鶴 式 よ り は 遥 か に ま し で あ っ

た と 思 は れ る。

! Nする に 此 問 題 は斯 様 な 場所 に此績 のm築 を絶

てたと云」 ι Ｚ ｾ ｩ＿ｾ＠ 事務的にも翻平日の上からも述i ｾｾ［ ｲ で

なかった Ihに 厳 粛 す る 。 除11'- ｾｉｉＩ としては ｊｴ 別自の

立 場 か ら 戎 符l の 確 凶 た る 主 張 が あ って 、結 局 本丸

の ー古草分 を限 り大 阪 市へ 無 償 貸 奥 す 岳形式 とな っ

た惚に聞いてゐる。 1宝際本j L :. t 公 闘 と しては !lli の

額程l交の 地 域 で 、 大 阪 市 の 公 闘 と し て は 依 り に も

Ｇｬ Ｔ ｾ 降 に池〈・るものである。本 丸 の舟 Ｚｊ ｴ Ａ￭ｬｊに は兵 総合

Fl ! 刑務所な どで悶貌ぜ られ 、 更 に北方 に は 院 大な

造兵廠がある。之絡を移車車整列! して大阪 市・ に中日 l惑

は しい公闘とす るにあら ざれ ば躍 に 司 令 部問 題 位
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が ＱＧＮ ｕ 目的で ｩ 史料だ。前し之を着る人々心中 ｬＡｩｾ ｬＨｬｊよ汁

も今 も書きらぬ大和10¥l，1:ど 、1自l もrl' ! W丈 iユ日本 刀 だ、

往物も' dl主剛健で tUTII 句! ; : 一番 じ宇ない か。 今時

I チヨ Y マ ゲJ 干 鎧、革Eの吹 '; f . . ' などでもあるまい

に今後更に数十倍のｾと Ｑｊ とが要るであらうが 、

泣 き 将 来 に 大 阪 城 の ー 阪 を 市 の も の と し て 思」、存

分 「 グ レ ー トj 大 阪 に 恥 か し か ら ぬ 良に li 1:搬 なる

そ し て 部 れ も 之 で 不調 和 ど な ん て 言A 、者もない。 城 の 公 闘 を完備する本にしたいものである。
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土木建築請負工事入札並契約に関す る僚項を改正

統一の問題

上認の件について別記の iffi りi也知 がありま した か ら 誌 に 特 赦 して合員諸君 にお知 らせ 激 します。

昭 和 ヒ 年 十 月 七 日 日本土木主I t 築市!i 負 業 者 聯 合 舎 舎 長 竹 中 藤 右 { 宥1勺

祉 閣 法 人 日 本 建築 協合 合 長 片 岡 安殿

斧F午盆御む! ? 昌来 質 上 侠

陳者今回左記 へ1' t シi)IJ 紙「土木建築市H I . 工事入札並契約 = 閲スノL 僚 J]( テ改i E 統一 セ ラ レ皮 f'T陳情書」 テ

提 出 致 置 候rmr可卒御j f l ( 引ノ と目的達成= 腕 ν 充 分 ノ 御 援 助 相 賜 皮 此段 i土御依むi候 敬 具

記

提出 先 内 閣 総理大 ｬ 宜 、 各省大 ｭＺ ｾ 各政務次行 、 各次官 、 各参 奥 山 、 法 制 局 長官 、 大滋省営繕待財局

長 行 、 同 局 工 務 i:11長 . 同 省 主 計 局 長、 同 局 f司計課 長 、 il'fi工省臨時 合理問販 賀 管 辺 委 員 合 委 員 、地 方

長 官 、市 長 等

ド党幹設計f FAL 陳 情 書

諸i¥・艇ニ於ケノL ニ1-. 木主主築請負工事入札ilf;: 契 約保項ノ、佐シ ク} { 務的ナ ノレノミナラス別葉比 較 剥 = 於 テ 見

Ｑｾ 力白日 夕区 々不 統一ナルカＱｩｚ之カ改定統 一 ］闘シ ｬ ｩｊｊＺＦ 陳情官民 主 色未 ｆ 之カ Ｑ 宝現予見ノ ｌ ユ歪テス誠ェ泣憾

歪極 ｾｚｉ 王存侠

近時 前 ｪ 工省 産業合 ｰｬＧ局販質管理ｾ員合］於テ モ 時代ノ推移ユ鑑ミ之カ改 ｅ 統一 Ｗ 企岡セラレ居リ早 晩

之ヵ tf 現 ア 見1与へシトノ、 存 候%1:共 的 別 紙 事項= 就キ御む! ? 鑑 7 丞 レ 業 者 ノ 願 意 御 採 納 被 成 下度個 認 ノ 歪

= 不堪此段窓ネ テ2え陳情侠 市立具

入札まを絡

昭和と年卜月七日 東京f ! i 約n1j' 1区内幸町一丁目 三番 地 大 阪 ピルヂ y グ六階

日本土木主I t 築請負業者聯合合

合 長 竹 中 藤 右 衛 門

則 合 長 小 谷 f占

日1) 令 長 広 長 司 王 作

改 正 統 一 ヲ 要 望 メ ノ レ 事 項

λ  入 札 僚 ｭｾ 閥スノ ι 件

一 、 一般競手入 ｾｴ 者 ノ資絡中納検制限ノ侠Ｚｲｮノ、昭和二年税制改正ノ結果 不 合理ユ資 格

喪 失 者 ヲ生スノl ｾ付 之 Ｗ 吹 ｉｅ セ ラレ 皮コト

従 来管j K f.)i ｾ＠ i，た リタ ノL モ j '7 昭 如 二年 税 制 改 正 ノ 結 果 営 業 牧盆税ト乙種炎本手IJ 子

税トニゴリタノL ￭ Ｚｚメ根本 ］於テ納税控 ￭ｬ ｾ 喜善化手予 Ｑ ミ シ Ｑ Ｇｬ力 ア ル業者ニシ テ或 年度ユ

牧 主主ナキカヨミノ、損失 チ婦キタ ノL 場 合 ノ、入札資格チ喪失スノL 1' f 例アリ

入札保沿 合 |  二 、指 名 制 入 札 = 依ラノι 、場合 ρ 入 札 保，i帥 ヲ 免除 セ ラ レ 皮 コ ト

指名者，Ｉ，ｾ ＺＺＺＺＮＧｇｾ Ｇ 局］於テ滋メ充分ナノ ｌ 調査ノ ｊＭ 契約義務テ履行スノ ι ＱＧ ｕｊ アリト 託、

メラレタル モノ= 限 テノL 、故 入 札 保設 金 ヲ 徴 ス凡ノ要チ 認 メス

8 7  X I  
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舎計規司l第 百 十 三依第二項= 於テ己 ニ免除ヲ1 t シ得 IL コ ト= 規定 セテレア凡コト

入札保 怠 ｾｉ ナレパ其粉和I
I
7fsU ' 活用セテレタシ

トシテ歯債 |  亡、 国 債泣 券 叉 ノ、地方依券 7 以 テ 保 詮 命 ヲ納付スノL 場 合 、其 'M而ニ( " 1< Iレコ ト 、セテレ

諮 努 ノ 額 面 I  • 
納 付 i  皮コト

'i':" ， Ａ￥Ｈニ依リ許日Ａｬ［Ｑ占， ｉ ｉｾ =- スノL 方虫nキノ、取扱 k 不 使 少 ナ カ ラ ズ

15札 最 低 制 |  四、 落札最低制限チ設定セラレ皮コト

一 l  現行ｩＱｩ背負入札制度 ρ 無制限競守子 Ｗ 原則トスノ ιｾ メ往々入札者ノ、 Ｍ Ｇ ｉｄｬ ノ 鋭幸子心理］

材 料 指 定

ｅ 見ラレ戎，、誤謬ノ結果ｩＡｫシキ低ー前 ｩ テ以テｾ札ス λ 場合アリ知 ｪ 折浴 札ノ 、勢ノ趨クト

コロ弊: 存チ生ジ自然工事ノ粗漏期限ノ遅延チ来 シ火 ノ、資 JJ 不充分ノ モ ノ = 在 日テ

ノ、材料代宋タノ、努銀ノ不梯ア惹起スノレコトアリ j折ノL 場合裕礼者トシテノ、契約 7 僻

退セ Y カ指名ノ 取消保 i澄合ノ波枚出入ノ差止 等 I tli i貝11 チ; 盗用セラル、ガ故= 務係

損失明瞭ナノレ モ 右 / 制裁ヲ免レンガA メ工事 引受チ敢テ シ中主主放棄 スル z 歪 テ ザ

ノレモ到底所J U l ノ成果# 皇居ゲ待ザル ペシ依テ契約者中日五ノ潟メ務干し'孤ノ、議算/ 十分

八 ￎ￝ 至九 ｉｾ む ｬ ￭［￬ ｬ チ下テザノレ制トナセパ最モ合躍的ナリト思惟ス

玉 、工事用材料指定= ノ、必テズ二種以上ノ指定又ノ、同等品ノ使用予許サレ度コ ト

品質父 ノ、技 術 ｴ 他エ 辛 Ｚク代品［ＱＱＧｊＧｾキ務合ノ、止ムテ Ｑ 号ズトスノ ｌ モ然ラザルモノノ、

之ガ凋占的指定ノ、徒ラエ弊'ti ;1 JYJ 長ス IL Ii 定アリ

B  契約燦項= 閥スノレ件

指名入札: ，. I  一 、指 名 入 札 ノ 場ムハ契約保透命チ免除セラ レ度コト

契 約1米諸命 |  口

一般 競 手 入

札 ノ 契 約 保

設金

契 約 保 設 合

トシテ図的

諮 券 ノ'傾 面

納 付

指 名 入 札 ノ 場 合 = 於ケ凡入札{未設合( 前述A ノ二項) ｾ関シテ説明シタルト同 一 ノ

理由 ｾｉｾ リ瓦ツ諸民工事ノ虫 ｮ キ多Ｇ飢Ｏ炎令 Ｗ 頒繁ニ運用スベキ性質・Ｏ事業］在リ

テノ、徒 テ ］まをＴ￬Ｇｬ［Ｑ悶定セシムルノ、ｾ融上不使少ナカテズ自然請負 ｾＱ 傾［Ｑｊｦｬ指 シ 凶

家 怒 隣 七 甚 不 利 ト 云 7 ペシ

二 、一般競幸子入札= 依ル場合ノ契約保;設会 ρ 百分ノ五以内= 改正セラレ皮コト

前 項 = 同 ジ

三、 倒 的 澄 券 又J 、地方債券ヲ以テ{ 来澄4 i > . ; 1 納付 ス凡 場合 ノ、其ノ額面= 依ノL コト、セラ

レ度コト

自II 主It A ノ三項= 於ケル説明 = 空宇シ

不可抗力 ｾ I  

1&1ル引渡前 |  四、 不 可 抗 力 = 起 l/ < ，j スル工事引渡前ノ損害 ρ 抗 女者= 於テ負綴セラレ度 コト

ノ損 ;+i 負縫 |  政 府 施 行 ノ 工 事 手 話 負 7 場合其契約書ニ於テ原j !qノ何タルヲ問 ρ メ物件ノ引渡ヲ

了スノ1- ｩ Ｚ主ノ 危 険ノ、請負 人ノ 負携 ト スル俊文 Ｗ 存シ且ツ工事援工引ｩＷｊ ｐｾ ス］訴リ

テモ繍任官ノ都合 ニ ヨリ通常検査チ終了スベカリシ期ｲＺｾ［Ｑ ，' 1' J 延シタノι 場合ト錐中

向J毛1同ノ支任 7 免si L シ能ノ、ザ凡ガ 如 キモノア リ震 之一犬災事受等請負人 ノ責= 蹄ス

iiJ カラザ IL 1長自= 原因スノL 危険ヲ モ負挽 セザノレペカラザル コ ト、ナリ貨= 過大ナ

ノL 責務ヲ強フルモノト 言胃ハザルペカラズ

隣 接 密 造 物 |  五 、工事中隣接管造物ノ保護= 開シテ ρ 註 文 者 ノ 設 計 三 銭 リ 工 事 監 督 者 ノ 指 s寧7 受ク

ノ保護 |  

ルコ ト 、シ諦良人ノ、銀: 治賠償空宇ノ安f壬ナキモノ トセラレ皮コト

従 来 請 負 工 事 見 積 書 ヲ 徴 セ ラ ル 、 場 合説文者ヨリ 377 負人= 交付セラル、図面白: 立

番号芋エノ、穏該目的物質種ノ施工= 就テノ諸般ノ事項及依 a牛毒事子規定セデ凡ノL ノミ

z シテ 隣接督造物ノ安定保護ノ殻侃i&施行方法等= 閥シテノ、的確ナル設計 7 規 定

セラレザ ルコト多シ j折クテノ、 m負 へ ハ 適 従 ス ベ キ 規 準 ナ ク 区 々 ノ 方 法 = ヨ リ テ 見

積［Ｑｾスコト ト ナリ自然入札令官旺 ］ 円 Ｑ 乙多大ノ懸隔テ生ジ比絞Ｏ償 Ｈｩ｛ ナキ］邸 ス



設計不世ii ノ

責任

チ

ト

議

力

等

抗

ス

働

可

倣

勢

不

見

rl J  r: n支 抑 令

ノ率

検 牧 材 料

耳主主i t: 挽{呆

ノι モ ノ ト ス

従 来 隣接 管 造 物 = 損 岱 ヲ 生 ジ F ノι 場合ノ、隣保 li 助 ノ 精 利1 ト荷 負 人 ノ 多 大 ナ ル 犠 牲

トェ ヨ リ テ 解 決 シ 来 リ タ ノι モ都市ニ於ケノL 聖子治物ノ如キ隣接ノ捌係盆核i 菊t ヲ極 ム

ルユ 歪 リタノL 今日) i1 ニ17i 負 人 / 式 務 = ノ ミ 蹄 セ シ ムルノ、甚不合到ナリト云フペシ

依 テ 設計 ｾ ＾、目的物自槌ノ設計ノミナラズ 隣 接ＧｦＺｩＭ造物保護ニ閥スＩｾ具 ｴ 量的設計チ

モ 定 メ 是 チ後 件 ト シ テ 見fUヲ徴スル ト共 = 請 負 人 ノ、其指示セラ レタノι 設 計 J土工事

政 梓 者 ノ 指 探 = 従 じ 技 術 i二ノ最斡 7 議 ス モ 11，1. 1' 1. ツ家ム ノレコトアノL ベキ| 隣接修造物

= 針スノL 損 ［ 守賠償］就テハ ｾｲ ￍＧ負人共 Ｑ Ｒ ヲ 負，、ザルコ トト セテレタシ

六 、 設計及日 ｩ 腎Ｏ不世ｻ￬］Ｍ起因スノ ι 工事上ノ飲陥ノ、誇 ｛Ｂｬ 人 ｊι ｔＮｴｾ任ーぜ Ｗ ノ ｌ コトトセラレ

皮コ ト

現今］於ケノ ｌＳ［ 負工事 ｾ ｻｲＺリテノ、 訪 日 ｌ 人ノ 、 全然設言 ｉ Ｎｾ 附奥セザルヱパ易 一 Ｑ 仁 リテ 只

闘 而 仕 様 書Jえ監督 7 受 ケ施行スノ I j { 史態= 在ノL モ ノ ナ ) C ガ故三設計』土佐管上/ 過談

ｾ ￭［ 火り ｆ ノレ工事ヒノ飲ｬＴＧ ￭ =-1坑テ ρ 片主主的依項チ以 テ 之 ガ 立 任 ヲ請 負 人 ニ 特 総 スペ

キ モ ノ = 在 ラ ズ

七、 努 助 手議ノ、不可抗力 ト認、メ竣功延期1/ 俊 作 ト k ラレ皮コ ト

近時 ＱＱＱ 争中日ノ Ｑｩｬｬ 化 ト 共］ ニ ト ー木￦ｊＡ［ 築 業界 ］ モ労働宇議 Ｗ 向 車スコトアノ ｌ ノ ｪ 伏苦手ｾ {r: リ而

シ テ 共 原 1" 1カ・! J f 働者ノ不岱・不法火ノ、第三 者 ノ 煽 [ij J ｾ主主ク場合前仇 人 ノ、手議ｲＺ 司 令ク

工 事 ノ 施 工 不 "J 官Eニ昭ノL 次 第 ナ レ パ此 / !911l n  '7 不，，[ 抗 力 ト 見 1岐ン延期セ ラ レターノ

八、 工 事 筋 成 部 分 ニ劉 スノレ <1" nnJ 反下令7 l Uろl仔 lj ノ 十 分 ノ 九 ト 一 定セヲ L 皮 コト

ＧｉＧｩ＼ｫ ノ回定ノ、向然 ｾｊ ＰＮ ｾ額ノ ｪ 計 百 枚工事ノ泣捗ュ影響スペ キコ トノ 、 前述 ｔｬ ノ 一 、

二 、 = 於テ詑スノι ガ如ク工事銑成部分ェ1 ' [ スノL 中r : n支 梯 令 官I ノ多 立 モ 亦空宇シク影

響 7 来 ス 次 第 ナ リ 依 テ 道 路 工 事 執 行 令 / 如 キ rl'l l¥l 支持ノ、出来高ノ「十分ノベ J ト

ア ル ヲ 合 計 規 J!II 同 様 「 十 分 ノ ブLJ ｾ改正統 一 セラレ Ｙ シ

ブL 、検 牧 材 料 ヲ 工 事 既 成 部 分 = 合メ テ レ皮 コ ト

前工ft Ｈパー〉同断］シ テ 該市Ａ［負工事 ｾ ｦ 史 ｪ 日 ス イク現場］搬入シ ｒ ッ工事舵督者三於

テ 検 査 7 主主ゲ合格品 ト是 認、セラレタノL 材料ノ、中I l tJ支 扮 令 飢 算 出 ノ 基 礎 = 包 合 セ シ

ムル コ ト 、 セ テ レタシ

十 、 建 築市¥j [t 工 事 ノ 場合 = 於 ケノL 綴 抗 補 償 機 保 JVlrm'7 左 ノ 如 F 一 定 セ 担 レ 皮 コ ト

木 匙 往 築 物 一 ヶ年

J毛他主t 築 物 二 ヶ年

此 以上= 亙ノι 長 J91/ 似 娩 ;; W!似 スノι ノ、ZJ3. 1'r 従テニ市!j 負 人 ヲ拘 束 スノL モ ノ ナ レ パ 改

E セ ラ レ ダ シ

l  諸官鹿工事請負契約規定中 比較調

( ー〉 保 詮 命

A ヌ1除セノι モノ

'f.'; 内 省 拓 務 省 餓 ; 道 : 合 院 可i 省

R  ;-j jlJ 負4 '1灼 ノ 弦 割 以 上 ヲ徴 ス ル モ ノ

内務省外務省大滋省、 ｴＲ 林省 ｾＧｦｪ 工省、海軍省Ｈ近衛師陶〉文 部 省司法省

。 其 他

辺 信 省 Ｈ Ｇ ｾ ｩ Ａｦ 負令 制 ］腔ジ ｪ 犀 ｩ 成ス〉

( 二 〉 保 設 人

8 9  X I  
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A 要セザルモノ

内務省 司 法 省 農 林 省 商 工 省 遜{言省 拓 務 省 鍛 治 省 海 軍 省 造 兵 廠

B 要 スノb モノ

常 内省 外 務 省 大 激 省 陸 軍 省 文 部 省

( 三 〉 既成部分ニ釣スノL 内梯 1¥'; 令

A2以内 トス 日 ノ

内 務 省 外 務 会 司 法 省 農 林 省 間 工 省 遜1言省 6，¥m省 潟 市 首 Wif( 盆 文 部 省

8  

B - 以内ト スル モ ノ

10  

内務省道路工事執行令 エ ヨル工 事

c ヱ トス

10  

R 内省

D 其 他

造 兵 廠 ぐ法令ノ鈍閣内〉

〈四〉持込材料= 封スノL 取 下 命

A iW-、 メザ ノι モノ

陸' J I 省 7 除ク各会

B 其 イ也

主E兵廠( 工事現場ユ持込アノL 材料中 )J 日工 7 要セ ザルモ ノ又 ノ、力fI工 7 了シアノL モ工事ノ連繋上未 ダ

1反付ケ得ザノレモノ戎ノ、 I反付 7 要スノL モ加 工 ヲ要セザル モ ノノ、航務部分ト見 1故ス〉

近衛飾閥Ｈ持込材料 ニ シテ加工 Ｗ ｾ セメ其 依 使用 シ ｾＡｪ τ ベキモ ノ及飢］力 ｮ エ シタノ ｴ 材料ノ、ｾｙ｜Ｇ 部 分

= 算入 スルコ トアルヘ シ〕

〈五〉 耳霊旋挽保期間

A 一 ヶ年 トスノL モノ

大 勇 軍 省 司 法 省 農 林 省 商 工 省 拓 務 省

B 民法ノ規定 ェ ヨルモ ノ

宮 内省 語E信 省 険 軍 省 文]郁 容 内 務省道 路 海 軍 省

乙 其 他

内務省( 六 ヶ月〉 鍛道省( 木造- " l o其他二年〉 外務省( 五年 以内〕

( 六) 仕 様 書、 i副首記載以外ノ工事

A 明記ナキモノ

宮内省 内務 省 外 務 省 大 獄 省 司 法 省 選 信省 存i務寄 俄 道省文部省殴J f i . 省f

B ' 1A然欠 ク可ラ サルモノノ、言i11 負人i : ' l挽ト スノι モノ

農林省 Po'fj 工 省 海 軍 省 主 主 兵 廠 近 衛 的i問

( ヒ〉 受渡部J ＧＢ於 ケ ノｌ 損 ｾｴｻＭ ＮｴｪＱ納

A 如何 ナ II 場 合 ニ於テ モ請負人ノ 負捻トス ノL モ ノ

t守内省 内務 省 外 務 省 大蔵省 司法 省 農 林 省 前iエ 省 返信省 拓 務 省 陸軍省

R 検 査終了セノL 場 合 = 於 テノ、註文者ノ 負携トスル モ ノ

海軍省 Ｈ 乙ヨリ引渡チ受タヘキ物内］生シタ ノ ｾｴｴｬ 袋二 食 ｬ シテ ノ 、 検査終了前 ］ 於テノ 、 契約ＢＧＮＸ
Ｇ
Ｉ段Ｏ

定メアノL 場 合 7 除クノ外I f l 共ノ 責> 1壬セス ) ( 13)  

ｃ 討Ｚ文 者ノ 安ア ルカ或 ρ 犬 災 事俊 ］基ｦｬ＼ Ｑ シ 損 ｾ ｴ，ＺｽｬＱＮ 大 ブノ ｌ 場 合 ノ、 計 Ｚ文者Ｏ 負 挽ト ｒ ノ ｌ モノ

鍛道省〈工事受渡前 = 生シタノι 損 :I-{- ノ、之子乙ノ 負挽トシ甲 ノ貸= 嵐官スノ、キ III 由アノι トキ叉 ρ 精i 有



ノ天災事後二主主因 スノι 既済 部分 ノ 損 害 ユ シテ甲ガ重大ト認、ムル モノ ρ 此ノ限リユアラス ) ( 2.3.)

( 八〉 延 滞 償 命

A 訪 負 金制 ノ 1 トスルモノ

IOCO  

ぇ

a

r

s

 

道省務内省
前
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ノ

モ

省

レ

エ
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ト

省

2

一
四

林

-
u

縫

ノ

M
m
 

省

人

税

法

良

司

部

B

 

宮 内省 内 務 省 大 波 省 桁 務 省 陸 軍 省 総 選 省

むｾ f也

泣兵廠( 残工事金制ノ ー乙〉

1∞o  

外務省〈残工事令官l ノーと〉

1000 

遜 l言省 (t; ，¥i tt.Si : !高ノ 1 以下トシ 部 局 長 z 於 テ 泡宜定ム〉

200 

海第省契約s i : ! 紙五千回l未満ノトキ 遅延部分ノ 千 分 ノ ー

問 笠 ;笥 闘| 同 同 二 千 分 ノ 一

同 五前回| 同 同 と 千分ノ ・

間 間 以 上 同 四千 分 ノ ー

近 衛 Ｒ 背負合額支 部 ｕｾｉ 未満ノト キ ，i MQSi:! 'M/ 千分ノ 二 . =Ii' 

r，1¥i r唱l

開l 拾 蔦 旧 | 問 問 千 分 ノ ニ ・0

同 !日l以 上 向 千分ノー - .: 1_，:

D 延滞= 由 ル ;r，J }il J ( 契約 l科l徐〉

外務省( 遅延日毅二十日チ i凶!IDスル モ向竣成セサ ノL トキ災ノ、二十 日以内 ト雌モI j l ュ於テ必要ト 34

メタル トキノ、賠償令ト シテ残工事 ニ霊堂スノι Si:! il ミノ百分ノ 十ユ 相官i スノι 令官I チ請 負人 ヨ リ 外 務 省

ニ納 付セ シ メダノL 後此契約千解除スノレコトチ得此場合= 於テ J毛ノ残工事ノ、1 '::"' = . 於テ適宜民主分ヲ

ナシ之］要スノレ従 ｦ 目チ乙］ 支 抑 Ｗ へキ 金市 Ｑ ノ中ヨり支 ｲ ｬ ドシ残額ア ラパ市 ｬ￭ｾ 人工下波シ不足Ｇ削ノ、

遁徴ス A シ( ( 9. I I )  

司法省( 註文者ノ、詩 Q人ニ於テ工期 7 迎 延シタノレトキノ、読 Q ';1 I1午除スルコト' ; I 1U

也起 工期日 遅延 ノ場 合 = 於 テ 乙 ガ 遅 延 一 日 = 付 江l!j 臼i. 4最初ノ千分ノー ュ1:¥'・ノレ保程合' ; I :i!il納 シタノレ

トキノ、 前l i Qチf¥'平除セサノι モ ノトス) ( 13. )  

(ブL) 註文者ノ都合 ｾｲ ｬｩ ノ ι 契 約解除ノ場合エ於ケノレ損宮坂柿

A 賠償金チ 支給スノL モノ

内務省、 i底信省 。 誠 治 省 海jl;: 省 近 衛 師 閲

B  賠償チ ii.{!， メサルモノ

造 兵 廠 陸耳王省

(  Ｍ Ｑ つ註 文者ノ者 ｎｾ 合ュ由 ノ ι 工事一時中止ノ場合ニ於ケル領警 成 補

A  賠 償 令 チ 支 給 スパモノ

俄道省海i j 1 : 省

B 郎官ミチ認、メサルモ/

近 衛 何 回 陸 軍 符

2  諸官雌工事請負指名入札規定中 比較調

( ー) i米 諮 会

91 X I  
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A 免除セノL モノ

子 ; 内 省 大 議 省 司 it; 省 滋 信 省 拓 著 書 省 舗 道 省 海 軍 省 陸 軍 省 近 衛附図

R 入札合額ノ五分以上ヲ徴ス ノι モノ

内 務 省 外 務 省 農 林 省 尚工 省

C 入札令官耳ノ 五 分 テ 徴 ス ル モ /

文 部 省 造 兵 廠

ｄ 入札保護金代用園 ＶＲ ノ質権設定チ要セサ Ｑｾ モ ノ

内 務 省 外 務 省 文 部 省

E 入札保設金代用閣佼ノ質入設定 ヲ袈 スノι モノ

商 工 省 農 林 省

F 入札保設 金代用凶 fi 'i ' 7 遺約令トシテ淡 l肱スルモ ノ

内務省〈第十 ー依及第十六俊二依リ保護 金 7 政 府 ノ所得ト ナ ス場合其ノ慢出 シ F ノL 保 託金ガ倒的

ナ凡 トキρ 園 (u，tt ノモノチ取得スルモノト ス) (  17.)  

ｇ 入札保 設 金 ｦ ￯［ｊＱ Ｑ 凶 ｦｩＧ ｕ 違約ｾト シ テ換倒 民 主 分 スル モ ノ

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
司法省( 第十六 僚他香凶隙 手納 付 シダノι 場合= 於テ官雌/ 指定 シF ノι 期 限 内 二迩がJ 命チ納付 七サ

• • • 
ノι トキノ、之チ質向j シテ主主約合 =J E' i l iス〉

逓信省Ｈ入札 ｩ 米 議 金力・凶限 設 ｾナ ノ レ ト キノ 、 政府 ρ［ 庖￭Ｕ￭Ｇノ方法 ］ ヨリ之 Ｗｬ ＱＺＱＺＡ ｊ シ保鐙金］充￭Ｕ￭Ｇス〉

遁兵綴( 同断〉

( ニ〉 入札金額ノ最低制限

内務省道路工事筋行令 ( 11. )  ( 院 側 ノ? 〉

日 本 建 築 協 曾 費 行 困 書

関 東 震 火 災 観 察 記
定償 3.50闘I ( 税 12)

住 宅 懸 賞 園 案 集 ( 絶 版 〉 定 依 1. ∞却 ( 総10)

婿 人 の 住 宅 知 識 ( 絶版〉 定日l 1. ∞闘 ( 税10)

世 界 最 近 建 築 l司集 定例 0.50副( 秘 的

皐 校 建 築 闘 集 〈 三 胤 〉 剖1 1. ∞悶〈税 18)

最 近 建 築 懸 賞 |面!集 定的 0.70闘〈綬10)

市 街 地 建 築 物 法 令 定例 0.50闘( 設の

住 宅 闘 案 集 ( 三版〉 定例 1. ∞測 ( 続10)
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( 嬰行〉

ｭ 築閥係失業者救 ｩ 野上 Ｑ 鳥 居ノ念 Ｗ ｾ ス凡方ＵＺＨ［Ｚト

時 局!日救 放 =-ill 築制{ 系失 業 者 救済 1'. 焦 眉 ノ 念 チ
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築7 ' 1足並セ ラ レムコト 7 富里ム

業 ヲf足 治 セ ラ レ y コ トチ望ム

本合ノ、 l円三年二月二十 八 日r:l t .1(， =- 十 一 )j 六 日 附 7 以

住 宅建 築 = 附 スノレ諸問 題 = 就 テ ノ、政 府 = 於 テ モ Ilf

テ常時 内閣総 ｦＧｾ 大臣閣下 、 内務 大 臣 ｼ非 ｮ ［ Ｉ ｩＨ大獄大 ｉ
ー 住宅 組合 法 、 不良住宅地阪改良法ノ ｾｉｾｊ ) E 或ノ、住

ｉ［ｉｉ Ｎ品 ｪ ド 宛再皮ニ ｊ Ｈ リ建築閥係 ｊｲ［ｩｾ 工Ｏ失業救桝 ニ 闘 ｽ

シF隙点料叫t， ! 川 !

1救主b桝呼 E恥lれ4当業芝 Jρ、日ｻ俄 Ｑ日府Ａ甘 ｦ ｾ労 ｆ ω働 ｪ消 有務宥 可咋 ￆ 救土 ｢桝ヰ Ｗ 自的 卜 スノルι 1. .木 Z事l作t2業住

宅 ｅ姐往 ＱＧ［築 て資 ｴ 令 ｉｾ 融塊 ｩ油 ｭ 空倖ｾ［］依 リイ位主宅 H問q題 W，附v抑{ 決 = 閥 シま鋭佐
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ｾＮ Ｑｉ ， ｊ Ａｔ ｾ セ ラ レ ｩｬｬ 築闘 ｦ 系 Ｉｲ［ｩｾ 工ＷＧ *.ki野ス仏 / 方 主主ノ、 (!(

建築業者ノ、 J1; ノ併話事 ヲー員長ノレwr 魅 力 ラ ザ リ シ モ ノ ト

欽 忘 却セラレ府 ｉ ｾ Ｇ ＱＧ ＰＱ む］有之候 ｦｾ￯ モ ｾ ｆ 財 界 ノ 不

思 料セラレ ｦｾ
況 ］Ｍ ｮ Ｗ ｩｬｩ 築ＧｦｉＭＯ 哀 徴不ｪＱ ｊ Ｈ ノ、続 々笹 シ ｾ ｾメ］怨

ｾｾ Ａｾ 抑係 失業者 ノ毅モ逐口 ｊ 伶川 ｬ ス ノ ι ノ ＩＱ 止勢］ シテ 之 然ノι = 泣時住宅資< i l ; 献活'傾 J 、逐 年 i成制セラレ毛t: 時

レカ関家 、批 合 エ 及 ホ スベキ jlL: 大ナノι 彩 怨E ユ定1到 / 十分ノ - =- モHE セ ス 又最t合 思 想 感 化 / 防 11二 1-.最

スレ ノ、定ニ 寒 心 = 棋 へ サノι モ ノ = 有 之( 民 モ念 主fj ］Ｍ ｗ 施 ヲ ｾスヘキ不良住宅￯ＡＧｸＺ Jil Tl:li fi 1I))'f，fiモ

本桜台ハ カ カノｾｕＺ築界ノ号 ｌＣ 止 ］ 餓ミ特］ＭＪ民合Ｇｽ • ｩｪｪ［ 減 Ｑ ｾ ｛ ｩ 七ラレｾメニ Ｚ［Ｚ ｊ ｪＺ業 ノ￭ｬＨ ｬ 少チ見 ノ ι］ 歪 リシ コ

; 世ケ 11 ｾｦ 応 急 ｊ 策 二 付鋭窓 考 究 ｱＮ ］Ｍ 有 之 候得共 ｴｾ 組事 トノ、獅 リf主zr:rj 題向干渉とノ闘 i品ナ ノι 進 行 = 頓 挫 ヲ 来

JT( ＵＧ 以テ焦眉ノ Ｑ｜ Ｗ ｾ スノ ι 問題ト Ｑ Ｒ ・ メ 不 ｉ 反政之 ヲ シダノレノ感アルノミナテ λ 一 般 終 済 界 / 不 況 ュ 1' 1¥

処議スル次第 ］ 候ｉｩ司昭和八年度政ｊｴ ｈ 象Ｇ｜＿Ｚ編成 ｺ 話 。 Ｗｩｬｬ 築界 ノ 波浪 エ ヨノ ｌ 失業者 ノ 救 ｩ 費 ］ 干ｉｦｦｾＮ七ノ ｌ 際

リテノ、 之 等 ノ 本 JJ( =- ｉｍｊ シ 絡別 ノ御町 内ｾ ＷＧ 仰 キ皮ク ト シテ日! ， (7 ill 憾 ト ス ノι トコ ロ = 有 之 候

ホ ネテ正'f. =- )え隙情{ 侯 列ミユ都市不R 住 宅 ノ¥&*' ト共 = 早 念 = 施 設 ス ヘ キ

UH利 七 年 十 月 十 丸日

建 築 み 合 令長 工 事 博 士 大熊平等tll

内 ｉｾｕｾ 容 ｉ 王 ＧＱＧ 大 ｾｉ 子 Ｑ 存続勝 1'( 問 F

大 城 大 RL ｾＧＺｪ 惰是日 Ａｦ ｬ Ｃ ｊ 下

|付;ffj 大 GI 男1l 寺 山 本 法クj 関 下

外 務大 医 町Ifj'手 l付fll T1b' Jd主j 下

鍛 冶 大 臣 二-"..:] -. 忠 治! 再j 下

隙 Ｓ 巨 大 ｾｩ 荒 木 氏 失 問 F

文 部 大 阪 NJ 山 一見1¥閣下( 弁泌 〉

海軍大r ，I 問 問 符 介 矧 F

，; J i 走大阪 小 111 松 吉 !剃 F

l!!i 信大 阪 →r-H  ij1，、閣 F

jffj 工 大 限 男m: qJ ね 久刻字1陪1 ド

tミ林 プミ ｾｉ＠ 後f #. 丈 夫 閣 下

ｦ 品務大ｲＮｾ 永 井 柳太 郎 関 ド

民的、 山 村不 良 住 宅 ノ改善ノ、地 方医 救 1-11) ) トシテ

尤 モ 遡 ｉＧｉｾ ナル事業ト思考七ラノレノ ｱｬ 主未タ何等ノ施

設 7 見サルノ紋態= - (r:ノι ノ、員二憂慮= 不堪次第二

候

本 製合 ノ、是空宇 ノ現 j伏= 錘 ミ 特 = 委 員 曾 チ 殻 ケ テ 時

応対策 ］ イ寸 鋭意考究 中ナルモ不 ｾ敢標題ノ事項ヲ

以 ｪｦ 主目 ノ 乞， Ｇ Ｚト Ｑ Ｔ メ 昭 和 ｬ 八 年度政府珠算編成 Ｍ ｾｆＮニ

弧 令市 食 合 ml l J =- 捌 y テノ、特5 J IJ ノ御 高 配 ヲヰ目仰皮

白此 段 /え隙情侠

昭 和 七4ド十月廿 一 日

建築Ａｾ ｾ合合 長 工ｊｽｾ 博十大 熊 存邦

内 閣 総 州 大 |克 子m 1ti'、 藤 1' ( 閣下

内務 大 ｧｾ 事; 1存 111本 建 材i 悶 下

大 政 大 1，¥
雨 情 是 i，!f院l F  ( 作!IJJ )

泣 い 大 n( 前 弘 閣 下
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役 員 曾

常 2揚 曾

時 昭和7年 10 月 IC日午後5時30分一同 9九時

所 建築倶楽部

出席者 線 事 片岡 池 同 監 事 小笠原

主 記 伊東 鳥 井 主 計 松 井

編 輯 高橋 森 本

議 事 l 協合出品住宅資債決定の件

1 定款改E 委員合よ P 報告に係る改A 案

の{牛

1 講演合幣備委員合より数算要求のイ午

i 展覧合委員合より補助費要求の件

報 告 I 創立満 15年記念事業に付報告

舟 崎

吊 務 曾

時 昭和7年 10 月 18 日午後5時3 0分一 同9時30

1 記念週間に閥し報告

臨 時 常 務 曾

時 II 月 12 日午後6時一 同8時

所 建築 依然部

出 席 者 問 事 片岡 池 田 主 記 伊 東

主 計 岡 部 編 締 高 橋

議 事 I I I 月7日開舎営著書合議事決定

l 昭和8年度枚支珠算の件

1  iffi 常総I曾遮知案の 1午

1 記念事業各部委員 の慰勢舎 に腕す る件

1 其他

曾

1=> 

貝 静 動

分 j  轄 動 轄 居

所 建築倶築士官 ; 曾 員

出席者理事 池田 武田監事 小 笠原津田 。三 木 来 三 ｾＮ尼崎市北城内 ＸＸ

主 記 伊 東 小川 鳥 井 主 計 松 井 加藤 一 俊 宥 天王寺区大道 l ノ7

締 約 高 橋 I 村 岡 小 一 君 旭 匿三組町昭和 問74

議 事 l 定款攻A 委員合より報告に依る改定案 。村上 武 君 住 吉 区 粉 崎 町2 ノ2府総官舎

の件 I 鈴木文次郎君 西淀川 庖体法町南3 / 1

1 災害強度委員合より補助費要求 の件 : 阪 口 正 株 君 神 戸 市 湊区平野 馬場町384

( 却下〉 岡部 長詰君 住吉区回遊東 ノ町20

報 告 l 創立i品15年記念事業各養員舎 の件 : 田 原 政 見 君 住 吉 匹 演 しl 問T30 3

1 材料 養員合より見拳奉行の件 i 倉 員〈地方在住〕

1  9月分合計報告 石井一夫' 1 ¥静岡市越手町大林組出張所

西原吉治郎君 名古屋市東協同代町四籾音治西日

常 務 曾 。徳永 府 君 東 京 市 淀 橋 鹿戸塚町 l ノ3 "5

時 11 月7 日午後5時3 0分一 同8時 池 田 議 次 君 東 京 市 品 川 匹南品川6 / 1 4 6 6

所 建築{ 脚部 ; 瀬 戸 強 三 郎 君 東 京 市 品 川直 大 川 烏 町 ♂ お

出席者 理 事 池 田 主記 小川 主 計 阿 部 j 特別賞劫員

城口 :!itl吉君 北隠曾根崎中 11 57

編 制 高橋

議 事 1  iiIJ 常総舎 に闘する評議員合開催の件 ! 小 田 A 夫君 大津市下平感町2つノ 3

1 通常終合開催 に関 する件 j 普遁賛助員

l 建築界失業者に闘し常局へ陳情に付建 I 藤田 重治君 府下中河内郡玉 川村字爪生堂

築祭舎より援 lJ} J方依績 の件 藤 島 予f的 脅 抗 山 l思 t 新川郡大津付天満織物工

l 定款吹 正案に 随す る件 :  事場中村建築出張所

1 昭和8年度激算編成の件 ・後藤幸男; g . 寂 山l際上新川郡大臣里村西大津2700

1 合誌表紙 聞案懸賞募集の 件 iぬ池組出 援所

報 告 1  9、10月曾計報告
安藤 庄太郎君 名古馬市 中区元常 町55 ノ4



( 昭和七年〉
員及 委員木 建 築 協 曾 役日

量t 開

法 人

【 住 宅 委 員 曾 】

ｾ里子出Ｚ一郎

車ヰ

出

獄

郎

修

一

二

次

雑

草

静

雄

三

厳

令

一

荘

徐

州

議

乙

政

義

令

安

、

白

木

野

川

重

々

崎

津

村

間

一
元

透

過

浅

小

赤

佐

篠

末

中

本

森

波

波

分

上曾 山 新 卒

南 信

岩 尾 保 徳

岩 崎 勇

河 皇 霊 祭 太 郎

小 林 三 造

丹 藤 良 雄

【定款改正委員曾】

質

一

勉

安

鈎

信

助

治

士

口

二

郎

建

次

吾

林

夫

郎

光

へ

肋

吾

豆

田

定

之

太

太

之

誠

凪

県

議

一

知

同

八

明

義

悌

-

重

儀

藤

圭

日

賢

司

原

宇

品

例

府

民

健

E

井

E

R

佐

官

.

叶

ブ

井

橋

藤

口

主

同

様

政

村

江

本

官

叶

一

本

安

野

部

池

都

庁

横

片

小

鳥

松

商

務

川

児

芝

末

徳

小

法

藤

松

松

光

村

渡
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科

分第

事

査

員

第

事

査

員

幹

生

委

同

問

問

問

員

幹

生

委

同

同

同

同

問

問

問

同

和

良

次

吉

吉

一
一

初

三

米

奥

西

悶

阿

国陪

小

山

高

松

分

奈 良 長

長

事

員委

幹

問

委

問

問

問

同

同

向

同

問

問

問

問

同

間

同

同

同

同

同

本}

郎

男

信

雄

大

宣

口

勇

2

叫

{

ム

松

石

岡

高

山

格

闘

革ヰ

須 川 康 太 郎

阪 弁 米 吉

境 E 一

平 野 掬 l VJ

山 中 茂 一

桐 問 主主

城 口 亀 吉

須 賀 藤 ヨE 虫1¥

{ 学 秀 対i

分第

査

員

分第

事

変

民

第

事

査

員

主

委

同

同

品

作

主

委

同

幹

主

委

悶

悶

悶

悶

悶

悶

古

二

平

正

吾

藤

盛

返

圭

本

木

附

子

部

森

八

山

仔

渡

同

同

同

同

同

今 林 彦 太 郎

一 分 科

加 藤 善 吉

:1ヒ 坦 熊 之 介

伊 藤 和 夫

作 11日 日 出 生

章者 名 H[ 夫

f!1 原 兵 市

古 塚 正 治

村 野 藤 吾

111 閉! Y { 21三

吉 日l 信 武

吾

吉

川

戊

却

m

T

郎

官

廿

史

雄

背 柳 貞 111

矢 肝l 餓 萩

井 手 正 雄

大 野 区 司 王

川 勝 i A l 兵 衛

川 口 一 二

桐 本 楠 雅

佐 野 後 三

谷 僚 夫

』 制 悶 猷 * 良1¥

委 員

〔漆 制 委 員 曾 】

委 員 長

第

ｬＺ ｾ＠

究

員

【災害強度委員曾】

科

藤 滋

m 

y!} 1正

j翠 ヨド

既 { 太

品 主?

浦 件I

ｾｉ 芳

+
主

本↓

品什

・
司

祭

問

問

問

問

問

問

問

分
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日本建築協合創立満十五年記念事業委員舎委員

語士関

f去人

宅島員長祭 兵

高IJ 委 員 長 坪 井 誠 一

同 安 井 武 雄

幹 事 浅 野 合 議

問 I百I 英 之 助

同 加 藤 義 吉

岡 筒 井 勇 三三 郎

同 篠 原 太 郎
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同 山中 Ｑｾ 一

同 八 木 星 生 二

阿 波 縫 合 議
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事業局

局 長 片

飽 務 留

部 長 池

庶 務 係

係 長 官 寸 て 阿 重 一

委 員 伊 東 宗 太 郎
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岡 大 原 うす 知
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本 披 執 筆 者 紹 介 ( 5J 音順〕

小 田 島 兵 吉 工準士 、3巨大建築祭科卒業、大林組設計部勤務 、大阪E乱舞伎座の設計者

県 国

f_b ?fH 

よ 千 井 誠

平 井 勇

牧

茂

豊

馬

工拳士、早大建築製科卒業、大林組設計部勤務、大阪飲舞伎座の担軽造計算

に2首た らる。

東北帝大工築専門部ｾ然科卒業 、 大林組設計部勤務 、 大阪歌舞伎座 の 電気
設備を婚笛・さる。

南海俄道株式含盈t に勤務、南海ピノι の現場政資にあたらる。

東京高等工業撃校卒業、大林組工務監督に して 南海ピル の現場主任であっ

た。

毅 東京高等工業率校卒業、 大林組に勤務、南海ピノL 工事に闘係せら る。

波 i在 家 三 東京高等工業主罪校卒業、大林組に勤 務せら れ大阪t乱舞伎座現場主任である

京扇 輯 後 記

｢ 碧杢の晩 ー 秋手［ｲｾ絢燭 の期に本協舎の記念犬舎 の 催が ・ 博覧舎に 、 展覧舎に 、 講演舎に

見事に 、皆盛大に多大の効果を納め t: 、今月 の終りまでには博宿舎も絡りを告げる 、 そ

れで先つ記念事業の前字も片付くわりである、協舎と枇舎との閥{ 系が此際一際進展され

たこと は疑はなし、口合員の支持、委員の努力はやがて質を結ぶであらう a

P 本慌の特輯は第 3 @l 同の投ー近竣工大建物の紹介である。暴の朝日阪急白の雨ビ' ル、大|波峻

天守胡 、師 周司令部 Ｎ 綿業合舘とそれに本競句大阪ｻ歌舞伎 Ｑ Ｑￎｾ ， 南海ビルを加 ｬ へての建物

しかもそれは近代日本の建築史を飾るに足るも の である。前の二仰 は好許i : > 受けて米1二

本年度編輯として成功しに試みめった。各閥係者の支持援助に倹つ所が多かつ 7二ことを

探謝する 。

b 大阪歌舞伎肢は最近病気で司原稿こそ j貰げなかっ? こがった林系』 の今林彦太郎氏と 小田島兵吉

氏との御蓋力によってまとまっ t: 。建物の紹介、潟民の説明はノj、出島氏を、電気設備は

杉hl J 氏堂 、現場のことは波謹氏を何れも煩はし仁。

南海ピルは設計者の久野節氏に紹介を御願し7二が御多f亡のぬで原稿を頂げなかっ Tここと

は遺憾である 》潟真の説明は時日が無かったので私が筆を執つに 、不備の貼は御寛容願

度ぃ。南海ヒソL の方は坪井誠一氏に種 k 斡綻の掠を御取り願った。

b来月は各委員舎の報告書で本年度長後競とする。表紙闘築の懸賞募集は本年は常務舎でー

取止めと決定された。

本 N由主は fド詩ない税殻行u延した。丁度犬舎にぶつつかっ7こことと 71; 詑時以 f1， の杓叙に

起凶するとはし、へ私の怠 慢の責任は自発 して ゐる。( 高橋柴治)
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